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三 朝 町 民 憲 章 

わたくしたちは、いで湯と山に恵まれた三朝町民である誇りをもって、郷土を美しく豊かにするため、

わたくしたちが守るべき規範としてこの憲章を定めます。 

この憲章は、わたくしたちが自主独立の意欲を基調に、たゆまぬ努力と反省をかさね、住みよい町を

築こうとするものであります。 

わたくしは三朝町民です。 

○ からだをきたえ、明るく笑顔で働きます。 

○ 緑を育て、豊かな環境をつくります。 

○ ことばを正しく、思いやりの心で接します。 

○ 時間を守り、よい風習を育てます。 

○ 家庭をあたたかく、しあわせな未来を築きます。 

昭和４３年１０月２１日 議会決議 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

「生涯学習の町」宣言 

わたくしたちは、豊かな緑、清らかなせせらぎ、そして湯けむりに恵まれた「ふるさと三朝」をこよ

なく愛し、いつも「しあわせ」を実感して生きることのできる人生と町づくりを生涯学習に求め、 

★ 健康で 笑顔のあふれる 町づくり 

★ 心豊かで 高い文化の薫る 町づくり 

★ 産業の振興で 活力のみなぎる町づくり 

の実現をめざします。 

そのため、町民憲章の精神をふまえ、生涯にわたって、いつでも・どこでも・自ら進んで学習を行い、 

★ し 社会の一員としての自覚と役割を高めつづけます。 

★ あ あたたかい人間愛を育て、心のふれあいを深めつづけます。 

★ わ 若さと健康を誇り、たくましく生きる力を養いつづけます。 

★ せ 生業に励み、豊かさと潤いを求めつづけます。 

ここに、町制施行３５周年を記念して、三朝町を「生涯学習の町」とすることを宣言します。 

昭和６３年１１月１日 

昭和６３年９月２８日 議会決議 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

「人権尊重の町」宣言 

 私たちが、しあわせに生きてゆくために最も大切なことは、人を人として尊重しあうことです。 

 お互いの人権を守って明るい社会を築くことが、町民すべての願いであります。 

 基本的人権を尊重し、差別のない明るく住みよい町づくりを実現するため、ここに三朝町を「人権尊

重の町」として宣言します。 

昭和６３年９月２８日 議会決議 
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「ノーテレビデーの町」宣言に関する決議 

 

テレビをはじめとする「メディア文化」は、空気や水と同じように私た

ちを取り巻く環境のひとつです。 

「テレビを一度消す」ことで、家族のふれあいや団らんの時間が、いか

にテレビによって失われているかがわかります。 

テレビとの付き合い方を知ることで、パソコンや携帯電話など他のメデ

ィアとの付き合い方の基本を学ぶことができます。テレビを消すことで、

家族の団らんや家族の会話を増やすことができます。 

そして、テレビをちょっと消してみると、静かな時間の中で何かを感じ

取ることができると思います。 

子どもたちをはじめ、全町民がテレビをはじめとする「メディア文化」

を改めて考え、温かい人間愛にあふれ、心のふれあう家庭や地域を創造す

るため、ここに毎月15日は、憩いの日「ノーテレビデーの町」と宣言することを決議する。 

 

平成19年12月20日 

鳥取県東伯郡三朝町議会 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「三朝町部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする条例」 

平成６年９月30日 条例第33号 

 

「三朝町部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする条例に基づく活動指針」 

平成11年３月 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

（その他議会決議された宣言） 

「平和都市宣言」 昭和 32 年９月 16 日 決議 

「明るく正しい選挙推進の町宣言」 昭和 40 年 12 月 25 日 決議 

「飲酒運転追放宣言」 昭和 47 年９月 22 日 決議 

「暴走族追放の町」宣言 昭和 55 年９月 27 日 決議 

「核兵器廃絶・平和の三朝町宣言」 昭和 60 年６月 26 日 決議 

「交通安全の町宣言」 平成 11 年６月 23 日 決議 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（姉妹都市提携） 

三朝町とラマルー・レ・バン町との友好姉妹都市提携盟約書 平成２年４月 11 日 締結 

三朝町と石岡郷との交流促進協定書 平成 19 年３月６日 締結 

三朝町と城陽市との姉妹都市提携盟約書 平成 24 年 10 月 20 日 締結 

三朝町と多賀町との友好都市盟約書 平成 29 年８月 23 日 締結 
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平成31年3月　鳥取県三朝町

やってみよう つながろう つくりだそう

み
さ
さ
“

”

す
る

第11次
三朝町総合計画
笑顔と元気があふれ 輝く町
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体　系　図第１章

第１章　体 系 図

「笑顔と元気があふれ 輝く町」の基本理念と政策
町の将来像 基本理念 実現のための行動宣言 分野別将来像 基　本　方　針 政　策　分　野

笑
顔
と
元
気
が
あ
ふ
れ 

輝
く
町

「
ま
ち
」
と
「
ひ
と
」 
個
性
が
交
響
す
る
町
づ
く
り

“みささ”する
～やってみよう、つながろう、つくりだそう～

⃝やってみよう
　‌�　時代の変化を的確に捉え、あらゆる分野において“みささスタ

イル”で新たな取組みに挑戦します。社会全体が持つ変革に向け

た原動力を活用し、発展的に新しい「みささ」を創ります。

⃝つながろう
　‌�　人、地域、観光業、商工業、農林業など、あらゆる分野の垣根を

越えたつながりを活かしながら町を発展させていきます。また、

その中で育まれる福祉や防災への意識を高め“みささスタイル”

でつながる町づくりに取り組みます。

　‌�　そして、つながりの中で生まれる「みささの温かさ」を、しっか

りと次世代へつなげます。

⃝つくりだそう
　‌�　これからの時代、町の宝である子どもたちの健やかな成長を

応援することはもちろん、小さな町が輝きを増すためには、地域

や町を盛り上げる人づくりが大切です。人が育ち、地域が育ち、

産業が育つ、“みささスタイル”の町づくりを進め、未来へ羽ばた

く「三朝町」を創り出します。

感性と自立心を
育む町

⃝みささ教育のすすめ 学校教育の充実

⃝ふるさとを愛する人づくり
次代を担う人づくりの推進
文化芸術の振興

⃝自立と社会参加のすすめ
生涯学習の振興
スポーツの振興
協働による地域の活性化

支え合いで
つながる町

⃝みんなで創る、みささのつながり
消防、防災体制の充実
安全・安心の地域づくり

⃝未来につなげる公共交通 公共交通の確保

⃝安全・安心な生活
安定した水供給と適正な排水処理
安全で円滑な地域道路網の確保

いのちと健康を
育む町

⃝いのちを育て・守り・支える
子育て環境の充実
地域福祉の推進
地域医療体制の充実

⃝健康長寿のすすめ
高齢者福祉の充実
健康づくりの推進

⃝共生社会を目指して 障がい児・者福祉の充実

豊かな資源を
活かす町

⃝観光業の活性化 観光の町の推進
⃝商工業の活性化 商工業のにぎわいづくり
⃝農林業の活性化 農林業のにぎわいづくり

⃝地域資源の活用に向けて
文化財の保存と活用
産業の振興

笑顔で元気に
暮らせる町

⃝みささらしい暮らしを創る
多様な暮らし方への応援
環境保全と廃棄物の減量化

⃝つながりを大切にする地域づくり

共につながり活力あるコミュニティー
国内・国際交流の推進
町づくり応援団の充実
情報発信と共有の推進
広域的な連携と計画的な行政運営
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「笑顔と元気があふれ 輝く町」の基本理念と政策
町の将来像 基本理念 実現のための行動宣言 分野別将来像 基　本　方　針 政　策　分　野

笑
顔
と
元
気
が
あ
ふ
れ 

輝
く
町

「
ま
ち
」
と
「
ひ
と
」 

個
性
が
交
響
す
る
町
づ
く
り

“みささ”する
～やってみよう、つながろう、つくりだそう～

⃝やってみよう
　‌�　時代の変化を的確に捉え、あらゆる分野において“みささスタ

イル”で新たな取組みに挑戦します。社会全体が持つ変革に向け

た原動力を活用し、発展的に新しい「みささ」を創ります。

⃝つながろう
　‌�　人、地域、観光業、商工業、農林業など、あらゆる分野の垣根を

越えたつながりを活かしながら町を発展させていきます。また、

その中で育まれる福祉や防災への意識を高め“みささスタイル”

でつながる町づくりに取り組みます。

　‌�　そして、つながりの中で生まれる「みささの温かさ」を、しっか

りと次世代へつなげます。

⃝つくりだそう
　‌�　これからの時代、町の宝である子どもたちの健やかな成長を

応援することはもちろん、小さな町が輝きを増すためには、地域

や町を盛り上げる人づくりが大切です。人が育ち、地域が育ち、

産業が育つ、“みささスタイル”の町づくりを進め、未来へ羽ばた

く「三朝町」を創り出します。

感性と自立心を
育む町

⃝みささ教育のすすめ 学校教育の充実

⃝ふるさとを愛する人づくり
次代を担う人づくりの推進
文化芸術の振興

⃝自立と社会参加のすすめ
生涯学習の振興
スポーツの振興
協働による地域の活性化

支え合いで
つながる町

⃝みんなで創る、みささのつながり
消防、防災体制の充実
安全・安心の地域づくり

⃝未来につなげる公共交通 公共交通の確保

⃝安全・安心な生活
安定した水供給と適正な排水処理
安全で円滑な地域道路網の確保

いのちと健康を
育む町

⃝いのちを育て・守り・支える
子育て環境の充実
地域福祉の推進
地域医療体制の充実

⃝健康長寿のすすめ
高齢者福祉の充実
健康づくりの推進

⃝共生社会を目指して 障がい児・者福祉の充実

豊かな資源を
活かす町

⃝観光業の活性化 観光の町の推進
⃝商工業の活性化 商工業のにぎわいづくり
⃝農林業の活性化 農林業のにぎわいづくり

⃝地域資源の活用に向けて
文化財の保存と活用
産業の振興

笑顔で元気に
暮らせる町

⃝みささらしい暮らしを創る
多様な暮らし方への応援
環境保全と廃棄物の減量化

⃝つながりを大切にする地域づくり

共につながり活力あるコミュニティー
国内・国際交流の推進
町づくり応援団の充実
情報発信と共有の推進
広域的な連携と計画的な行政運営

第１章　体 系 図
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第３章　分野別の施策と展開

⃝‌�全国的に学力低下が懸念されている中、本町の児童生徒については、基礎的・基本的学力の
安定した定着が図られています。
⃝‌�豊かな心を育むため、総合的な学習の時間において地域の協力を得ながら行う学習をはじめ、
国内姉妹都市とのスポーツ交流、友好関係を結ぶフランスと台湾の小中学校への訪問など、
国際色豊かな相互交流にも取り組んでいます。
⃝‌�中学生の体力や運動の状況は、身長と体重を含むすべての項目で、全国平均と比較して高い
値が見られる傾向にあります。今後も発達段階に応じた運動を通じて体を動かすことを生活
習慣化させ、基礎体力の向上に取り組みます。
⃝‌�新たな学習指導要領に基づき総授業時間数が増加する中、心と身体を共に育む「みささ教育」
の実現に向けた取組みとして、ふるさとのすばらしさを肌で感じ、ふるさとを愛する教育の
充実が重要となります。
⃝‌�いじめは、すべての児童生徒に関係する重大な問題です。「どの学校にも起こりうる」という
認識のもと、的確な状況把握に努め、早期発見と迅速な対応が求められます。小学校統合に
より児童を取り巻く環境が大きく変化することから、小さな変化を見逃さないよう十分な支
援体制で臨むことが求められます。
⃝‌�特別な支援を必要とする児童生徒は全国的に増加傾向にあり、一人ひとりの個性や特性に応
じた教育がますます重要になってきます。一人ひとりに合わせた適切な指導や必要な支援が
行える教育環境の充実が必要です。
⃝‌�本町における就学援助費の支給対象者数は年々増加の傾向にあります。児童生徒を取り巻く
家庭の経済的格差が教育の格差につながることのないよう、継続した支援が必要です。
⃝‌�必要な教室の種類と部屋数の確保をはじめ、新たな学習指導要領に沿った教育を実践するため
の教育環境の整備が必要です。また、教職員の学校現場における職場環境の改善も急がれます。
⃝‌�本町は放課後児童クラブを３ヶ所開設し、放課後などの時間帯における適切な居場所の提供
と、遊びや生活指導を通して児童の健やかな育成を図っています。小学校の統合に伴い、子
どもたちが安全で安心して利用できる環境の整った放課後児童対策の施設整備が急がれます。

現状と課題

分野別の施策と展開第３章
第１節　感性と自立心を育む町
　第１項　みささ教育のすすめ
　１　学校教育の充実

⃝確かな学力の育成
⃝豊かな心の醸成
⃝健やかな体の育成
⃝豊かな関わりの醸成

⃝ふるさと愛の醸成
⃝教育コミュニティづくりの推進
⃝教育環境の充実

【施策の体系】 学校教育の充実
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第３章　分野別の施策と展開

⃝‌�子どもたちへ生きる力を身につけさせるため、長い歴史と伝統を育んできた東小学校、西小
学校、南小学校の３校を統合し、平成31年４月に三朝小学校として開校します。統合を契機
とした魅力ある学校づくりを行うとともに、幼児期から中学校までの連携と本町の特色を活
かした教育に取り組みます。

⃝‌�子どもたちが主体的に学ぶ意欲と態度の育成、特別な支援が必要な子ども一人ひとりの状況
に応じた教育、保育所・小学校・中学校間のつながりのある連携した教育に取り組み、確か
な学力を伸ばします。

⃝‌�芸術や文化に触れ豊かな感性を育むとともに、他人の痛みや悲しみを理解する優しい心と協
調性を育み、不登校児童生徒を含めた児童生徒の悩みに対応する体制を整え、子どもたちの
豊かな心の醸成に努めます。

⃝‌�子どもの発達段階を考慮しながら、体力や運動能力の向上を目指し、運動に親しむ楽しさを
育成するとともに、食育や健康教育の充実に努め、家庭や地域と連携しながら健やかな身体
を育みます。

⃝‌�本町の産業・歴史・文化・自然環境への理解を深め、ふるさと三朝町に誇りと愛着を持つ心
を育てます。

⃝‌�観光・交流の町としての資質を教育に活かす取組みを推進し、外国語教育の充実をはじめ、
国内外との交流を通じて、社会で活躍する人材の育成を目指します。

⃝‌�学校、家庭、地域、行政が、それぞれの立場から連携を図り、地域が一体となって学校を支
援する「教育コミュニティづくり」を推進します。

⃝‌�充実した教育活動を実践するため、学校施設づくりと放課後における子どもたちの快適な居
場所づくりに取り組みます。

⃝‌�安定した学校運営と教職員の資質の向上を通じて、すべての子どもが安心して教育を受けら
れる体制づくりを進めます。

みささスタイルの実現目標
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第３章　分野別の施策と展開

施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

確かな学力の育成
⃝ＩＣＴ機器活用促進事業
　・楽しく、解りやすくい授業の実施
⃝幼小中一貫外国語習得事業
　・‌�保育園（子ども園）から外国語に触
れる

⃝中学校各種検定受験事業
　・英・国・数の検定受験支援
⃝英語専科教員配置事業
　・‌�小学校に外国語教育に特化した教
員を配置

⃝外国語指導助手活動事業
　・国際理解と生きた外国語に触れる
⃝学力アップ土曜学習事業
　・塾講師による学習
⃝メディアとのつきあい方学習事業
　・利便性と危険性の理解
⃝保小、小中連携強化事業
　・連携強化の研究と交流

教育総務課
小中学校

教育総務課、
保育園（子ども園）、
小中学校
教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課、
小中学校
保育園（子ども園）、
小中学校

ＩＣＴ活用授業実施率
50％
中学校卒業時に英語で
三朝町を紹介できる生
徒の割合　80％
３級検定受験率　50％

小学校英語専科教員配
置１名

小中学校各１名配置

中学生10回 /年以上

講演会　年１回

年３回

豊かな心の醸成
⃝芸術文化にふれる事業
　・‌�三朝バイオリン美術館や県立美術
館と連携し本物に触れる

⃝読書のすすめ事業
　・ブックトーク
⃝心の教室相談員配置事業
　・悩みやストレス解消の相談
　・地域と学校の連携支援

教育総務課
三朝バイオリン
美術館、
県立博物館
中学校

教育総務課

年１回

中学生１日の読書時間
１時間以上の割合� 25％
中学校　１名配置

健やかな体の育成
⃝遊びの王様事業
　・運動遊びを通した体力向上
⃝‌�中学校運動部活動外部指導者派遣‌
事業
　・部活動の質向上と教員負担軽減

教育総務課
小学校

教育総務課

優勝チーム数
１チーム以上
中学校　３名

主要施策と目標値
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施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

豊かな関わりの醸成
⃝魅力再発見事業（自然環境編）
　・‌�豊かな自然環境の実感（遠足、木育、
講演会）

⃝海外短期留学助成事業
　・海外留学者へ費用助成
⃝英語生活体験事業
　・英語でキャンプ
⃝中学生手作り訪仏事業
　・生徒派遣
⃝‌�台中市石岡区との中学生相互交流‌
事業
　・相互交流

教育総務課
小中学校

教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

中学校卒業までに若杉
山登山、小鹿渓散策体験

短期留学生　年１名

年１回

派遣　年１回

相互交流　年１回

ふるさと愛の醸成
⃝魅力再発見事業（日本遺産編）
　・日本遺産の学習と体験

⃝魅力再発見事業（歴史文化編）
　・地域の歴史と文化を学ぶ

教育総務課
小中学校

小中学校

中学校卒業までに三徳
山登山、三朝温泉入浴・
食事体験
地域の先人に学ぶ取組
み年１回

学校コミュニティづくりの推進
⃝コミュニティ・スクール活動事業
　・‌�学校、保護者、地域が連携し地域
とともにある学校をつくる

⃝学校支援推進事業
　・ボランティアによる学校への協力

教育総務課

社会教育課

教育総務課

社会教育課

小中学校で実施

小中学校計60人

教育環境の充実
⃝小学校施設整備事業
　・施設検討と建設
⃝放課後児童拠点施設整備事業
　・施設検討と建設
⃝小中学校ＯＡ機器整備事業
　・計画的なＯＡ機器の整備
⃝ＩＣＴ支援員配置事業
　・授業改善、教職員の質向上
⃝‌�教職員の休暇取得に資する学校閉庁
日の設定
⃝教職員働き方改革事業
　・児童生徒と接する時間の拡大

教育総務課
教育総務課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

小中学校

教育総務課

小学校建設

学童クラブ施設建設

小中学校タブレットＰＣ
３クラスに１クラス分
１名

夏休み中年３日

町負担職員配置

－用語説明－
◇ＩＣＴ（アイシーティー：Information and Communication Technology）
　‌�直訳すると「情報通信技術」のことです。ＩＴとほぼ同義として用いられますが、通信を前提とする技術
（インターネット等）という意味合いを持たせる場合や、社会や生活への情報技術の適用や応用といった意
味で区別する場合もあります。

第３章　分野別の施策と展開
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第３章　分野別の施策と展開

　第２項　ふるさとを愛する人づくり
　１　次代を担う人づくりの推進

⃝‌�青少年の健全育成に向けて新たな体制づくりを検討するとともに、地域における活動の場と
して、体験交流活動やボランティア活動に参画できる仕組みを創ります。

⃝‌�家庭、地域、行政が一体となり、老若男女が楽しみながら参加できる学びの機会を創ります。

⃝‌�家庭が本来の役割を果たし、親と子がともに成長していけるよう、家庭や地域における学習
機会の充実を図ります。

⃝‌�広報や啓発活動などを通じ、青少年の健全育成に関する情報提供を行うことによって、町ぐ
るみで青少年を支援していく取組みを進めます。

⃝‌�住民の地域活動への参加と世代間交流・異年齢交流を進め、地域に対する理解を深め、町に
誇りと愛着を持った人づくりに取り組みます。

現状と課題

⃝‌�行政は、教育、青少年育成そして生涯学習などを通じながら、人材の育成を行ってきました。
今を生きる若者は、このような取組みの中で健全な大人として成長してきています。

⃝‌�若者と地域の関わりは、時代の流れとともに希薄になってきています。地域において次代を
担うのは若者たちであり、この地域で育った若者が自分たちの地域の中で共に考え、地域コ
ミュニティーの一員としての意識を持つことが重要です。

⃝‌�子どもの基本的な生活習慣、社会的マナーや思いやりなどを育むことは家庭の役割ですが、
核家族の増加などによりその役割の低下が懸念されます。

⃝‌�郷土を愛する心を育むため、幼少期から、教育、家庭、地域が一体となった絶え間ない人づ
くりへの取組みが必要です。

⃝青少年の健全育成
⃝家庭・地域教育の支援

⃝地域活動などへの参加促進
⃝世代間交流・異年齢交流の促進

【施策の体系】 次代を担う人づくりの推進

みささスタイルの実現目標
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第３章　分野別の施策と展開

施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

青少年の健全育成
⃝青少年団体の育成

社会教育課
社会教育課、
地域協議会、
関係団体ほか

１団体20人

家庭・地域教育の支援
⃝共に取り組むふるさと教室

社会教育課
社会教育課、
地域協議会、
関係団体ほか

平成31年度～検討・実施

地域活動などへの参加促進
⃝魅力ある地域活動事業

社会教育課
社会教育課、
地域協議会、
関係団体ほか

平成31年度～検討・実施

世代間交流・異年齢交流の促進
⃝地域協議会との協働による交流事業

社会教育課
社会教育課、
地域協議会

平成31年度～検討・実施

主要施策と目標値
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第３章　分野別の施策と展開

　２　文化芸術の振興

現状と課題

⃝‌�町総合文化ホールや三朝バイオリン美術館を拠点とした町民の文化芸術活動を支援してきま
した。今後も拠点施設を活用し、高いレベルの文化芸術を町民が身近に感じられる取組みを
継続することが必要です。

⃝‌�心の豊かさを育むためには、文化芸術への関心を高めることが重要です。

⃝‌�幼児教育や小中学教育との連携の中、文化芸術に触れることのできる環境を整えることが必
要です。

⃝‌�文化的な活動の中で、町内の郷土芸能に携わる後継者が減少しており、後継者を育成し後世
につなげる取組みが必要です。

⃝文化団体などの支援と後継者育成
⃝文化芸術機会の充実

⃝文化芸術施設の充実と利用促進

【施策の体系】 文化芸術の振興

⃝‌�町民の文化芸術活動を充実させるため、文化団体連絡協議会などと連携しながら文化芸術団
体の育成を図るとともに、多様化するニーズに対応するため、文化芸術活動に携わる新たな
指導者の確保に努めます。

⃝‌�文化団体連絡協議会や各地域協議会と連携を図り、町民が身近に感じることのできる魅力あ
る活動をしっかりと周知し、町民の参加への意識を醸成します。

⃝‌�町民の参画と協働、教育という視点から、総合芸術祭（仮称）を開催し、町民が気軽に本物の
芸術文化に触れることのできる環境を創ります。

⃝‌�町総合文化ホールの有効活用に向け、運営体制の充実に努め、周辺市町にある文化施設や三
朝バイオリン美術館との連携した取組みを進めます。また、倉吉市に建設予定の鳥取県立美
術館との連携を検討します。

⃝‌�廃れつつある田舎の手仕事を発掘・復活させ、“みささならでは” の文化としての価値を高め
ます。

みささスタイルの実現目標
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第３章　分野別の施策と展開

施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

文化団体などの支援と後継者育成
⃝‌�文化芸術サークル団体数と加入者数
の増加促進

社会教育課
社会教育課、
関係団体ほか

24団体
250人
（H30:22団体、220人）

文化芸術機会の充実
⃝総合芸術祭（仮称）の開催
⃝子どもの文化芸術体験の充実
⃝田舎の手仕事発掘・復活事業

企画課・社会教育課
社会教育課
社会教育課

町民実行委員会
社会教育課
町民グループ

平成32年度～
平成32年度～
平成32年度～

文化芸術施設の充実と利用促進
⃝町総合文化ホールの利用促進

⃝三朝バイオリン美術館の利用促進

社会教育課

観光交流課
社会教育課

社会教育課、
関係団体ほか

利用者数45,000人
（H29：32,000人）
利用者数18,000人
（H29：4,700人）

主要施策と目標値
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第３章　分野別の施策と展開

　第３項　自立と社会参加のすすめ
　１　生涯学習の振興

⃝‌�社会情勢の変化や地域の特性、町民ニーズを的確に捉えながら、町の特色を活かした新しい
学びの場を創出し提供します。

⃝‌�学校、家庭、地域、民間団体、町内事業者との連携を図り、町全体で地域の実情に即した共
育に取り組める体制を構築します。

⃝‌�学校教育と連携しながら、地域の歴史などをよく知る高齢者から学びを受けられる機会を創
ります。

⃝‌�「人権尊重のまち・三朝町」の実現に向け、時代に即した人権学習や啓発活動を推進します。

現状と課題

⃝‌�すべての人が、生涯にわたって自主的に学習し続けることで自己が成長し、地域を担う人づ
くりにつながります。そのためにも、学校、家庭、地域が連携した “共育” への取組みが必要
です。

⃝‌�何歳になっても学べる場を提供するため、三朝大学高齢者学級など町全体で取り組む事業を
実施しています。このような機会を発展させ、“学ぶこと” を多面的に捉えた、地域と共に取
り組む、いつでも、身近に学ぶことのできるシステムづくりが必要です。

みささスタイルの実現目標

⃝生涯学習機会の提供
⃝人材の活用と活動の場の充実

⃝人権の尊重

【施策の体系】 生涯学習の振興
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第３章　分野別の施策と展開

施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

生涯学習機会の提供
⃝生涯学習講座の開催

⃝みささ図書館活用推進

⃝三朝大学高齢者学級の開催
⃝多面的な学びの場づくり
　（手仕事・農産加工・ジビエなど）
⃝プロフェッショナル人材の活用

社会教育課
社会教育課 開催回数30回

（H29：14回）
貸出冊数120,000冊
（H29：113,428冊）
継続開催
平成31年度～検討・実施

平成31年度～検討・実施

人材の活用と活動の場の充実
⃝高齢者×児童生徒　事業

社会教育課
社会教育課、
教育総務課

平成31年度～検討・実施

人権の尊重
⃝町民人権集会への参加促進

⃝人権教育講座への参加促進

社会教育課
社会教育課 参加人数250人

（H29：216人）
参加人数300人
（H30：255人

主要施策と目標値
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第３章　分野別の施策と展開

　２　スポーツの振興

現状と課題

⃝‌�スポーツは、健康な身体づくりはもちろん、“仲間づくり”、“コミュニティーの活性化”、“健康
で活力に満ちた長寿社会の実現”につながる役割を持っています。いつでも気軽にスポーツの
できる環境を整備することが重要です。

⃝‌�町内では、スポーツ少年団や町民スポーツサークルなどにおいてスポーツ活動が行われてい
ますが、個人の価値観の多様化によりスポーツ活動人口そのものは減少しています。今後は、
プロフェッショナル人材などを活用し、スポーツによる人づくりと町づくりへの取組みが必
要です。

⃝‌�スポーツ活動に新たな魅力を加えながら、スポーツを活かした人づくり、町づくりへの取組
みが求められます。

⃝スポーツ活動の普及と推進
⃝多様なスポーツ活動の普及

⃝社会体育施設の充実と利用促進

【施策の体系】 スポーツの振興

⃝‌�年齢に関係なく、誰でも気軽にスポーツに親しむことができるよう、ニュースポーツの普及
や講習会、大会を開催し、新しいスポーツ環境の充実を目指します。

⃝‌�スポーツ少年団や町民スポーツサークルの活動を支援し、町民の自発的なスポーツ活動を応
援します。

⃝‌�プロフェッショナル人材などを活用したスポーツ基礎講座（仮）を開催し、スポーツの魅力づ
くりや技術、指導力の向上を目指し、町民のスポーツに取り組む意欲を高めます。

⃝‌�健康で活力に満ちた長寿社会の実現に向けて、地域全体がスポーツ活動を通じて一体感を持
てる取組みを進めます。

⃝‌�社会体育施設の老朽化の状況や利用ニーズを踏まえ、計画的に施設整備を進めていくととも
に、適切な管理運営体制を整え利用促進を図ります。

みささスタイルの実現目標
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第３章　分野別の施策と展開

施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

スポーツ活動の普及と推進
⃝各種大会などの開催及び選手派遣

⃝‌�各種スポーツ団体、スポーツ少年団
への支援
⃝スポーツ推進委員の確保と活用
⃝スポーツ基礎講座（仮）の開催
⃝地域協議会事業との連携

社会教育課
企画課 社会教育課、

鳥取県、東伯郡
社会教育課

社会教育課
三朝町体育協会
社会教育課

参加者数2,500人
（H30：2,000人）
平成32年度～制度設計

平成31年度～検討・実施

多様なスポーツ活動の普及

⃝‌�スポーツ推進委員によるニュース
ポーツなどの普及
⃝三朝スポーツの創造

⃝‌�ノルディックウォークの発展的な‌
活用

社会教育課
健康福祉課

社会教育課、
関係団体ほか
企画課、
社会教育課
社会教育課、
健康福祉課

参加者数300人
（H30：50人）
平成31年度～検討・実施

平成31年度～検討・実施

社会体育施設の充実と利用促進
⃝社会体育施設の利用促進

社会教育課
社会教育課、
関係団体ほか

利用者数55,000人／年
（H29：50,000人）

主要施策と目標値
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第３章　分野別の施策と展開

　第２項　未来につなげる公共交通
　１　公共交通の確保

⃝‌�小中高生の通学手段や町民の生活を支える移動手段として、不便を感じない新しい公共交通
体制を検討します。

⃝‌�三朝町を訪れる多くの観光客の移動手段として、県内中部の観光地との連結を視野に入れた
利便性の高い公共バス路線、ダイヤの調整に努めます。

⃝‌�子どもから高齢者まで多くの町民が移動に使え、社会参加や地域活動の活性化につながる多
様な移動の手段を整えます。

現状と課題

⃝‌�三朝町での暮らしは交通手段を自家用車に頼るところが大きく、少子化に伴う児童・生徒の
減少もあって、町で唯一の公共交通である路線バスの利用者数は低迷しています。
　‌�今後は、路線バス利用の現状を分析し、利用者ニーズを踏まえた効率的かつ利便性の高い新
しい公共交通の姿を検討していかなければなりません。

⃝‌�高齢化社会の進展に伴い、免許返納の動きが増大する中、高齢者の移動手段の確保が、大き
な課題となっています。

みささスタイルの実現目標

⃝誰でも使える公共交通
⃝安心した生活への交通体系づくり

【施策の体系】 公共交通の確保

施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

誰でも使える公共交通
⃝公共バスニーズ調査
⃝ニーズに合った運行調整
⃝小中高校生のバス利用助成

企画課

教育総務課

企画課

教育総務課

平成31年度～実施

継続実施

安心した生活への交通体系づくり
⃝地域交通アンケート調査
⃝地域協議会との地域交通会議
⃝デマンドバス実証実験
⃝地域公共交通再編実施計画の策定
⃝都市間交通としての高速バスの確保

企画課
企画課 平成31年度～実施

平成31年度～実施
平成31年度～検討
平成31年度実施
平成31年度～検討

主要施策と目標値
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第３章　分野別の施策と展開

　第４項　地域資源の活用に向けて
　１　文化財の保存と活用

現状と課題

⃝‌�三朝町には、国宝三仏寺奥院（投入堂）を擁する三徳山をはじめとする多くの文化財が各地に
存在します。これらの文化財について、適正な保存を前提に、観光振興や町づくりへの有効
活用と情報発信を行うことが必要です。

⃝‌�文化財所有者の高齢化などにより、適正な管理と継承が困難になりつつあります。将来を見
据えた文化財の保存管理のあり方について検討する必要があります。

⃝文化財の調査
⃝文化財の保存

⃝文化財の活用

【施策の体系】 文化財の保存と活用

⃝‌�町内の文化財について、適時調査を実施し、その価値の解明と適正な保存、管理に努めます。

⃝‌�町の宝となる文化財の適正な保存に向け、国・県への積極的な働きかけを行います。

⃝‌�町内全域の文化財について、適正な保存を前提としつつ、一体的な活用を行っていくための「文
化財保存活用地域計画」を策定し、総合的な活用を推進します。

⃝‌�学校教育や社会教育の場を活用し、町民の文化財に対する理解の向上に取り組みます。

⃝‌�日本遺産の認定を受けた三徳山を中心とした町内文化財の価値などについて、積極的に情報
発信を行い、町のイメージアップにつながる取組みを推進します。

⃝‌�日本遺産の保全に努め、積極的な活用に向け国内外への周知を図ります。

みささスタイルの実現目標

62



074

序
　
　
論

基
本
構
想

基
本
計
画

資 

料 

編

第３章　分野別の施策と展開

施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

文化財の調査
⃝三徳山の価値を証明するための調査
⃝文化財の保存管理状況の把握

社会教育課
社会教育課
社会教育課

継続実施
継続実施

文化財の保存
⃝文化財保存活用地域計画の策定
⃝三徳山・小鹿渓の保存活用計画策定
⃝文化財指定の推進
⃝指定文化財修繕支援

社会教育課
社会教育課
社会教育課
社会教育課
社会教育課

平成35年度策定
平成32年度策定・認定
継続実施
継続実施

文化財の活用
⃝情報発信媒体の多様化検討
⃝文化財マップの作成・公開
⃝講座などの開催
⃝日本遺産の認知向上のための情報発信

社会教育課
観光交流課 社会教育課

観光交流課
社会教育課
社会教育課

継続実施
平成32年度作成・公開
年２回
年４回

主要施策と目標値
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　２　国内・国際交流の推進

第３章　分野別の施策と展開

現状と課題

⃝‌�フランスのラマルー・レ・バン町との友好関係は、中学生の交流派遣を中心に順調に交流の
輪を広げ、平成32年度には友好姉妹都市締結から30周年を迎えます。また、平成19年に交流
促進協定を締結した台湾台中市石岡区とは、中学生の相互派遣などのほか、三朝温泉旅館協
同組合と台中市温泉観光協会が温泉観光友好交流連携協定を締結しており、台湾からの観光
客も年々増加しています。

⃝‌�この２つの国際交流は、本町において次代を担う若者の国際感覚の育成に大きく貢献するも
のとなっています。

⃝‌�フランスからの国際交流員は現在11代目となり、フランス語講座や子どもたちとの交流、各
種国際交流関係事業への協力など、さまざまな活動により町の国際化の進展に貢献していま
す。今後はインバウンドへの対応など、新しい取組みでの活躍が期待されます。

⃝‌�交流を契機とした外国人観光客の増加に対応できるよう、受入環境を整備することが必要‌
です。

⃝‌�国内における京都府城陽市と滋賀県多賀町との交流は、特産物や温泉を活用した定期事業に
加え、子どもたちの交流をはじめ、民間レベルでの取組みや災害時応援体制の構築などに発
展しています。

⃝‌�国内外における交流活動の進展は、人口減少問題を抱える三朝町において、あらゆる分野で
新たな活力を呼び込む力につながるものとして期待されます。

⃝国際交流の推進 ⃝国内交流の推進

【施策の体系】 国内・国際交流の推進

⃝‌�国際交流員や外国語指導助手の活躍の場を広げることにより、次代を担う子どもたちの国際
感覚の醸成に努めるとともに、町全体を通じて国際性豊かな人材の育成に努めます。

⃝‌�国際交流員がインバウンドコーディネーターとしての役割を担い、効果的な情報発信などに
より、海外からの観光客の増加に努めます。

⃝‌�国内交流では、子どもたちの相互交流や民間交流のほか、観光振興につながる取組みを推進
します。

⃝‌�国内外のさまざまな地域、団体などとの幅広い交流を継続的に進め、新たなつながりを見出
すなど、多彩な交流の展開による交流人口の増加に努めます。

みささスタイルの実現目標
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施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

国際交流の推進
⃝‌�フランス ラマルー・レ・バン町との
交流促進
⃝台湾台中市石岡区との交流促進

観光交流課
観光交流課、
教育総務課、
観光協会、
旅館組合

交流人口増加

国内交流の推進
⃝京都府城陽市との交流促進
⃝滋賀県多賀町との交流促進
⃝茨木県大洗町との交流促進
⃝岡山県鏡野町との交流促進

観光交流課

総務課

観光交流課、
社会教育課
総務課

交流人口増加

－用語説明－
◇インバウンド（Inbound）
　‌�外国人が訪れてくる旅行のことです。日本へのインバウンドを、訪日外国人旅行または訪日旅行といいま
す。これに対し、自国から外国へ出かける旅行をアウトバウンド（Outbound）、または海外旅行といいます。

◇インバウンドコーディネーター
　‌�訪日外国人旅行者や外国人観光客に対して英語や仏語で町の魅力を伝えたり、誘客対策へのアドバイスを
行う人材のことで、三朝町ならではの取組みです。

第３章　分野別の施策と展開

主要施策と目標値
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　４　情報発信と共有の推進

第３章　分野別の施策と展開

現状と課題

⃝‌�高度化する情報通信システムは、新たな町づくりの可能性を広げてくれます。中山間地域で
あっても情報通信基盤が整備されることによって都市部に負けないＩＣＴの恩恵を受け、便
利な暮らしの実現へ向けることができます。

⃝‌�今まで、町内の情報化の推進により行政運営の効率化が図られてきました。これからは、あ
らゆる分野で情報通信基盤を有効活用した情報発信により、観光、商業、農林業など町全体
の活性化につなげていく取組みが求められます。

⃝‌�ＳＮＳの成長に伴って多様化する情報発信手段を有効に用い、必要とする対象に対して効果
的に情報発信を行っていく必要があります。

⃝高度情報通信基盤の整備 ⃝ＩＣＴの活用による地域活性化

【施策の体系】 情報発信と共有の推進

⃝‌�高度多様化するＩＣＴに対応し、中山間地域であっても都市部に負けない情報通信基盤の整
備を進めます。

⃝‌�観光産業、農林業、商工業分野へＩＣＴを用い、合理化・効率化を図るとともに新たな挑戦
へとつなげていきます。

⃝‌�教育、子育て、福祉分野の町の魅力発信においても、ＩＣＴを最大限に活用し、若者の定住
さらには町外者の移住につなげます。

⃝‌�ウェブサイトやＳＮＳを活用し、国内外へ町の魅力を最大限かつ有効に発信していきます。

みささスタイルの実現目標
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施策・事業の概要 事業主体（課） 実施主体 目標値
（平成35年度）

高度情報通信基盤の整備
⃝町内光ファイバー化事業（ＦＴＴＨ化）

企画課
企画課 平成34年度

ＩＣＴの活用による地域活性化
⃝‌�ＡＩを活用したまちづくり実証実験
の検討
⃝ＩＴ教室の開催
⃝ＩＣＴ×教育の実現
⃝ＳＮＳ教室
⃝ＩＣＴ×地域見守り
⃝情報発信専門員の配置
⃝各分野の情報発信

企画課

社会教育課
教育総務課
社会教育課
健康福祉課
企画課
各担当課

企画課

社会教育課
教育総務課
社会教育課
健康福祉課
企画課
各担当課

平成35年度～

平成35年度～
平成35年度～
平成32年度～
平成35年度～
平成31年度～
継続実施

－用語説明－
◇ＡＩ（エーアイ：Artificial Intelligence）
　‌�「人工知能」のことです。人間の知的ふるまいの一部についてコンピュータプログラムを用いて人工的に
再現したものです。

◇ＩＴ（アイティー：Information Technology）
　‌�直訳すると「情報技術」のことです。情報を取得、加工、保存、伝送するための科学技術。特に、電気、電子、
磁気、電磁波などの物理現象や法則を応用したコンピュータなどの機械や器具、その内部で動作するコン
ピュータプログラムを用いて情報を扱う技術のことです。

第３章　分野別の施策と展開

主要施策と目標値
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Ⅴ　分野別将来像と基本事業
　第２期「三朝町まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、第１１次三朝町総合計画のアクションプラン
として位置付け、密接な関係を持たせることとしています。
　そのため、目指す町の将来像は同じとし、第１１次三朝町総合計画において分野別将来像に紐づいて
いる基本方針を第２期「三朝町まち・ひと・しごと創生総合戦略」では基本事業と読み替え、同事業の
推進を図っていきます。
※�読み替える際、第１１次総合計画の基本方針の一部については、複数のものを１つにまとめているも
のがあります

  分野別将来像１  　感性と自立心を育む町

　基本事業１－１　みささ教育のすすめ
　基本事業１－２　ふるさとを愛する人づくり
　基本事業１－３　自立と社会参加のすすめ

  分野別将来像２  　支えあいでつながる町

　基本事業２－１　みんなで創る、みささのつながり（安全・安心な生活）　
　基本事業２－２　未来につなげる公共交通

  分野別将来像３  　いのちと健康を育む町

　基本事業３－１　いのちを育て・守り・支える
　基本事業３－２　健康長寿のすすめ
　基本事業３－３　共生社会を目指して

  分野別将来像４  　豊かな資源を活かす町

　基本事業４－１　観光業・商工業・農林業の活性化
　基本事業４－２　地域資源の活用に向けて

  分野別将来像５  　笑顔で元気に暮らせる町

　基本事業５－１　みささらしい暮らしを創る
　基本事業５－２　つながりを大切にする地域づくり
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分野別将来像1  　感性と自立心を育む町

　学校、家庭、地域で手を携え、共に頑張る人づくりを進めます。
　「まち」、「ひと」、「しごと」を創生するために、最も重要になるのは「ひと」です。三朝町では、三朝
スタイルの地方創生を進めていき、第１１次三朝町総合計画で描く未来を実現させるために人材育成に
関する取り組みを加速させていきます。

　◆学校教育の充実
　◆次代を担う人づくりの推進
　◆文化芸術の振興
　◆生涯学習の振興
　◆スポーツの振興
　◆協働による地域の活性化

基本事業１－１　みささ教育のすすめ
　【事業の方向性】
　◎�豊かな自然環境や人の輪をはじめとする“みささの良さ”を活かし、確かな学力を身に付け、運動能
力を向上させ、人を大切にする温かい心を醸成します。

　
【関連するＳＤＧｓアイコン】

　【具体的施策】
　〇�小学校の統合を契機とした魅力ある学校づくりを進めるとともに、幼児期から中学校までの連携と
本町の特色を活かした教育の実施

　〇�子どもたちが主体的に学ぶ意欲と態度の育成、特別な支援が必要な子ども一人ひとりの状況に応じ
た教育及びこども園・保育園・小学校・中学校間のつながりのある連携した教育に取り組み、確か
な学力を確保

　〇�予測困難な未来社会に向け、子どもたちに情報社会で生き抜く力を身に付けさせるため、授業にお
けるＩＣＴ教育環境を充実させ、理論的思考力や課題解決能力、ＩＣＴ機器を自由に活用できる能
力を育成

　〇�芸術や文化に触れ豊かな感性を育むとともに、他人の痛みや悲しみを理解する優しい心と協調性を
育み、不登校児童生徒を含めた児童生徒の悩みに対応する体制を整え、子どもたちの豊かな心を醸
成

　〇�子どもの発達段階を考慮しながら、体力や運動能力の向上を目指し、運動に親しむ楽しさを育成す
るとともに、食育や健康教育の充実に努め、家庭や地域と連携しながら健やかな身体を育成
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　〇�本町の産業、歴史、文化、自然環境への理解を深め、ふるさと三朝町に誇りと愛着を持つ心を育成
　〇�観光・交流の町としての特性を教育に活かす取り組みを推進し、外国語教育の充実をはじめ、国内
外との交流を通じて、社会で活躍する人材を育成

　〇�学校、家庭、地域、行政が、それぞれの立場で連携を図り、地域が一体となって学校を支援する「教
育コミュニティづくり」を推進

　〇�充実した教育活動を実践するため、学校施設づくりと放課後における子どもたちの快適な居場所づ
くりの実施

　〇�安定した学校運営と教職員の資質の向上を通じて、すべての子どもが安心して教育を受けられる体
制づくりを推進

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】　

項　目 現時点数値 目標年次数値
「将来の夢や目標を持っていますか」という質問に対して、肯
定的な回答をした児童生徒の割合 小学生73.2％、中学生83.6％ 小学生90％、中学生90％

「自分には、よいところがあると思いますか」という質問に対
して、肯定的な回答をした児童生徒の割合 小学生87.5％、中学生80.0％ 小学生90％、中学生85％

「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きで
すか」という質問に対して、「好き」と回答した児童生徒の割合 小学生83.6％、中学生49.2％ 小学生90％、中学生80％

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」という質問に対
して、肯定的な回答をした児童生徒の割合 小学生98.2％、中学生94.5％ 小学生100％、中学生100％

「今住んでいる地域の行事に参加していますか」という質問に
対して、肯定的な回答をした児童生徒の割合 小学生94.6％、中学生69.1％ 小学生100％、中学生80％

基本事業１－２　ふるさとを愛する人づくり
【事業の方向性】
　◎�温かな笑顔でつながる“みささ”の中で、地域の若者がふるさとの良さを再認識し、「ふるさと三朝」
の未来を共に考え、行動していきます。

【関連するＳＤＧｓアイコン】

【具体的施策】
　〇�「青少年の健全育成」に向けて、新たな体制づくりを検討するとともに、地域における活動の場と
して、体験交流活動やボランティア活動に参画できる仕組みを創設

　〇�家庭、地域、行政が一体となり、老若男女が楽しみながら参加できる学びの機会を創設
　〇�家庭が本来の役割を果たし、親と子が共に成長していけるよう、家庭や地域における学習機会の充
実化

　〇�広報や啓発活動などを通じ、青少年の健全育成に関する情報提供を行うことによって、町ぐるみで
青少年を支援していく取り組みを推進
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　〇�住民の地域活動への参加と世代間交流を進め、地域に対する理解を深め、町に誇りと愛着を持った
人材の育成を実施

　〇�関係団体と連携しながら、文化芸術団体の育成を図るとともに、多様化するニーズに対応するため、
文化芸術活動に携わる新たな指導者を確保

　〇�町民参画と協働、教育の視点から、総合芸術祭を開催し、町民が気軽に本物の芸術文化に触れるこ
とのできる環境の構築

　〇�町内の文化施設と周辺市町にある施設、建設予定の県立美術館などと連携した取り組みを推進
　〇�廃れつつある手仕事を発掘、復活

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

項　　　目 現時点数値 目標年次数値
地域づくりワークショップ参加者 ８７人 １００人
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 参 加 者 ３９人 ５０人
総 合 芸 術 祭 の 開 催 － １回／年
地域協議会活動の参加者数 ５，２２５人 ５，５００人
地域協議会活動の新たな取り組み － ６件

基本事業１－３　自立と社会参加のすすめ
【事業の方向性】
　◎�町民が自主的に学び続けることのできる環境を創り、防災、福祉、地域づくりへの活動に協働で取
り組んでいける環境を創ります。

【関連するＳＤＧｓアイコン】

【具体的施策】
　〇�社会情勢の変化や地域の特性、町民ニーズを的確に捉えながら、町の特色を活かした新しい学びの
場を創出

　〇学校、家庭、地域、民間団体、町内事業者と連携し、一緒になって教育する体制を構築
　〇学校教育と連携しながら、地域の歴史などをよく知る高齢者から学びを受けられる機会を創出

幼小中　連携した教育・フォロー体制の確立
教育施設の充実と環境整備
町民活動の高まり
関係人口（まちづくり応援団）の活躍
高等教育機関との連携強化
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分野別将来像4  　豊かな資源を活かす町

　みささの持つ特色ある地域資源を有効に活用し、輝き続ける町を目指します。
　町の主要産業である「観光業」、「商工業」、「農林業」の継続的な発展のため、時代のニーズを的確に
とらえながら、ラドン温泉と医療・健康の連携を視野に入れた「みささブランド」の確立に向けていき
ます。そして、既にある仕事とＩＣＴ技術の連携を積極的に行い、魅力ある「しごと」創生を進めます。

　◆観光の町の推進
　◆商工業のにぎわいづくり
　◆農林業のにぎわいづくり
　◆文化財の保存と活用
　◆産業の振興

基本事業４－１　観光業・商工業・農林業の活性化
【事業の方向性】
　◎�三朝温泉を中心とした観光資源、豊かな自然環境、魅力的な農産物、価値ある文化財を互いに連携
させながら、みささならではの魅力づくり、産業振興を進めます。

　◎�国内外からの観光客、地元消費による経済効果を十分に活かせる体制を構築し、ブランド確立に向
けていきます。

　◎新たな担い手確保対策を展開し、持続可能な産業の実現を図ります。
　◎森林資源を次代に残していくため、適切な活用と整備を進めていきます。

【関連するＳＤＧｓアイコン】

【具体的施策】
（全般）
　〇�人手不足の解消、スキルの継承への課題へ対応できるよう、分野ごとにＩＣＴ技術の活用を推進
　〇�Sｏｃｉｅｔｙ５．０時代の到来を住民の利便性向上や負担減、さらには町の飛躍につなげるため、
ローカル５Ｇなどの先端技術を導入し、町の持つ魅力を掛け合わせた取り組みを実施

　〇�温泉街を核としながら、隣接するエリアの役割を明確化（ゾーニング）するための調査を実施
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（観光業）
　〇�健康志向の高まりを受け、時代のニーズに即した現代湯治推進プランの見直し
　〇�既存の連携体制にとどめず、都市部の企業も視野に入れた、より広域的な連携を進めることで新た
な観光振興を実施

　〇�増加傾向にあるインバウンドへの対策を充実させ、ソフト面を中心とした受け入れ体制を整備（案
内やメニューの多言語化、キャッシュレス決済対応、情報発信、アクセス対策、誘客促進など）

（商工業）
　〇�地域の産業を支える事業者を支援するとともに、新たな外部活力の導入を模索するなど検討を進め
ていき、事業継承につながる対策を実施（継業対策）

　〇�空き店舗を活用した取り組みを推進し、新たな出店や事業拡大へ意欲のある人を支援
（農林業）
　〇�スマート農業へ向けた取り組みを推進するため、実証実験を行う団体を支援
　〇�三朝米や神倉大豆など、今ある特産品の磨き上げと販路拡大、担い手の育成を継続させながら、新
たな発展へとつなげる

　〇�木質バイオマスをはじめとし、森林資源有効活用に向けて関連機関と連携し、新たな森林経営管理
制度・森林環境譲与税を活用した取り組みを実施

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

項　目 現時点数値 目標年次数値
農 業 産 出 額 ６８千万円 ７０．５千万円
担 い 手 農 家 数 ２８経営体 ３３経営体
森 林 整 備 面 積 ５３４ha ７５０ha
事 業 所 数 １９７件 ２０４件
観 光 入 込 客 数 ３４７，３３０人 ４５１，０００人
外 国 人 宿 泊 者 数 １７，９３１人 ２３，３００人
熱 気 浴 施 設 利 用 者 数 ー ４，８００人／年

基本事業４－２　地域資源の活用に向けて
【事業の方向性】
　◎�三徳山投入堂、ジンショなどの文化財をはじめ地域に伝わる伝統文化を掘り起こし、新たな付加価
値を創造していき、町の魅力を拡充します。

　◎学校跡地の利活用、町内光ファイバー化を最大限に有効活用し、産業振興を図ります。
　◎国が認めた価値「日本遺産」のさらなる魅力向上を進めます。

【関連するＳＤＧｓアイコン】
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【具体的施策】
　〇�Sｏｃｉｅｔｙ５．０時代の到来を住民の利便性向上や負担減、さらには町の飛躍につなげるため、

ローカル５Ｇなどの先端技術を導入し、町の持つ魅力を掛け合わせた取り組みを実施（再掲）

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

項　目 現時点数値 目標年次数値
三 徳 山 入 込 客 数 　４１，０００人 　８０，０００人
観 光 入 込 客 数 ３４７，３３０人 ４５１，０００人
地 域 Ｂ Ｗ Ａ 設 置 数 － 1
ケーブルテレビ加入者数
（三朝町住民ネットワー
ク 光 化 事 業 完 了 後）

２，１２６件 ２，２００件

現代湯治・新しい観光づくり
温泉街の町並み整備プロジェクト
スマート三朝町（FTTH、IoT、AIの活用）
地域資源を活用した新ビジネス
持続可能な農林業への挑戦（町づくりセンターとの連携）
森林資源を活用した町づくり
温泉を活かした健康・町づくり（健康増進エリア構想）
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三朝町教育大綱（令和２年改訂版） 

 

 

 

 

“ふるさと”を輝かせ 心豊かに学び合う 

“みささ人（びと）”の育成 

 

  グローバル化は私たちの社会に多様性をもたらし、情報化や技術革新は人間生

活を質的にも変化させつつあります。この社会的変化の影響は身近な生活も含め

社会のあらゆる領域に及んでいる中で、次代を担う子どもたちがこれからの未来

社会において、ふるさとを輝かせる“みささ人（びと）”として健やかに成長して

いくためには、自らが考え、判断し、困難を乗り越える「生き抜く力」を身に付

けていかなければなりません。 

町民一人ひとりが生涯にわたり学び合い、互いに尊重しながら豊かな心を育ん

でいける、そうした「みささ教育」の実現を目指し、「“ふるさと”を輝かせ 心豊

かに学び合う“みささ人（びと）”の育成」を基本理念に、一層の教育行政の推進

に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

  世界ではグローバル化が加速し、激しく変化する現代社会では、子ども一人ひ

とりが困難に立ち向かう力を身に付けることが求められています。そうした近年

の急速な情報化の進展を見据え、就学前からの英語によるコミュニケーション能

力の素地を養いながら、能動的に英語を学ぶ姿勢づくりと英語力の向上を図り、

国際理解および国際感覚を磨いていく活動や、ＩＣＴを活用した教育の充実を図

る必要があります。 

  また、学校教育における確かな学力の定着を図るためには、学習の基盤となる

資質や能力を育成するとともに、知識を記憶する学びにとどまらず、身に付けた

資質・能力が様々な課題の対応に生かせることを実感できるような深い学びが重

要であり、自らの未来を切り拓ける「生きる力」を育成していかなければなりま

せん。 

１ 基本理念 

２ 実現のための基本方針 

 

(１) 未来を拓く「生きる力」を育てる「みささ教育」の実現 
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  さらに、就学前から子どもたちの成長発達を支えながら、接続期の段差解消を

図るとともに、一人ひとりの習熟度に応じたきめ細かな教育を推進するため、９

年間の学びの連続性を確保していくことも重要です。 

その一方で、人工知能（ＡＩ）がいかに進歩しようとも、基準づくりやルール

の設定など、感性を豊かに働かせながら未来を創造していくことは人間が失うこ

とのない役割であると考えます。これは子どもたちの感性豊かに創造力あふれる

心を育成するとともに、道徳的な意識や価値観を養うことも求められています。 

そして、本町の豊かな自然や文化的遺産などの地域資源を活用した自然体験や

他自治体との交流体験など多様な体験活動をとおして、豊かな感性と創造力あふ

れる心を育みながら、学校・家庭・地域・行政がともに手を取り合うことで「み

ささの良さ」を生かした教育、いわゆる総合計画の基本方針として示されている

「みささ教育」の実現に向けた取り組みを推進します。 

 

 

 

 

  昭和 28年 11月に５つの村（三徳・小鹿・三朝・旭（賀茂・高勢）・竹田）が合

併して誕生した本町は、日本遺産に登録された三朝温泉と三徳山をはじめ、小鹿

渓や馬場の滝、若杉山など豊かな自然環境や歴史ある地域資源を有しています。 

  こうした町の歴史や自然環境、文化資源を後世に伝えていくことは大切であり、

幼児期から自然や文化的資源に関わる中で得た感動を他者と共有することで豊

かな感性を育みます。 

また、義務教育課程から地域住民をはじめとする多様な人々とふれあう地域を

知る学習やボランティア活動等の体験活動の充実を図り、自他の尊重などについ

て学び、主体的に支え合い助け合う行動を身に付け、自己肯定感や自己有用感を

高めていくことも豊かな社会性や人間性を育むことにつながると考えます。 

このような活動を通じて、青少年のまちづくりへの参画意識を促し、世代間交

流を充実させ、ふるさとに誇りをもち、ふるさとを守り、ふるさとを愛する心を

培うことで、心豊かで健やかに成長する“みささっ子”のふるさとへ貢献する心

と地域コミュニティの一員としての意識を醸成し、ふるさとに誇りと愛着をもつ

“みささ人（びと）”への成長を支えます。 

 

 

 

 

  学校は、人づくりと地域づくりの好循環を創造する核となるべきところです。

また、子どもたちや地域住民の学びや集いの施設であり、互いに成長し合える施

設でもあります。 

(２) ふるさとを学び・愛する「みささ人（びと）」の育成 

(３) 安心・安全な教育環境整備と地域と共に歩む学校づくり 
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この施設をより安全で快適な教育環境として整備・充実させていくことは、子

どもたちの「主体的・対話的で深い学び」という教育的効果を生み出し、学校教

育の質の向上を支えるものであるといえます。 

また、社会情勢等の変化や今日的な教育課題に的確に対応できるよう教職員の

指導力等の向上を図る校内研究の実施など、資質能力をより一層高める取り組み

を行うとともに、児童生徒への教育の質を高めることができるよう、学校におけ

る働き方改革などを通じて「教育への誇り」や「情熱」、「やりがい」を持ち、心

身ともに健康で子どもたちと向き合うための体制づくりを推進するため、働きや

すい環境を確保する必要があります。 

  さらに、ＡＩ等の技術革新の進展により、近い将来に到来が予想されている新

たな未来社会（Society 5.0）を見据えて、ＩＣＴ環境の整備を進めていかなけ

ればなりません。 

  そして、地域の教育力の効果的な活用を図るため、保護者や地域住民の理解と

参画を得ながら、学校と家庭、地域、行政が連携を強化し、「教育コミュニティ

づくり」への取り組みを導入することで、子どもたちに豊かな学びを提供し、地

域と共に歩む特色ある学校づくりを推進するとともに、放課後における子どもた

ちの快適な育成活動の環境づくりの整備も進めていく必要があります。 

 

 

 

 

  生涯スポーツの本来の目的は、一人ひとりの体力や年齢、目的に応じてさまざ

まなスポーツを親しみ、心と体の健康づくりを図るほか、仲間づくりやコミュニ

ティの活性化という役割も果たしています。健康で活力に満ちた地域社会づくり

を目指して、積極的な情報発信やトップレベルのスポーツに触れる機会を提供す

るなど、町の体育協会やスポーツ推進委員との協働により、スポーツ少年団はも

とより、学校スポーツ（部活動等）における地域指導者との連携強化や町民のス

ポーツ活動に取り組む意欲を高めます。 

また、少子高齢化が進む本町において、限られた指導人材の有効活用など、今

後のスポーツ・レクリエーションの活動について関係団体が議論し、共有できる

推進体制やネットワークの構築などの環境整備を図る取り組みを進めていかな

ければなりません。 

  さらに、今後のスポーツ施設等の有効活用についての協議・検討を進めるとと

もに、長寿命化や改修・修繕等にも計画的に取り組み、町民が利用しやすいスポ

ーツ環境の提供や本町のスポーツ活動を支えている団体への支援体制の充実を

図ります。 

 

 

(４) 生涯スポーツ活動の普及と健康な心と体づくりの推進 

78



 

 

  人は本来、生涯にわたって「学び続ける」存在であり、主体的に、「やりがいの

ある学び」と「生きがいの創出」を生涯にわたり実践していくことで心豊かな暮

らしの充実を図ることができると考えます。このことから、町民一人ひとりが生

涯にわたって学び、習得できる機会の創出と充実を図るため、高齢者学級等の継

続的発展と町総合文化ホールや図書館が持つ機能や役割を最大限に生かせるネ

ットワークや仕組みを構築し、効果的な施策の展開や町民への情報発信等を推進

します。 

  また、地域コミュニティの維持・活性化へ貢献できるよう、地域の諸問題を学

習課題として捉え、学びの成果を地域に生かすことができる仕組みづくりや地域

活性化に資する人づくりと地域の学習活動を支援していくことも重要です。 

さらに、時代に即した人権学習や啓発活動を行うとともに、学校教育との連携

を図りながら、地域や企業などさまざまな立場の人材が連携して子どもたちと共

に成長していく「共育」に取り組める体制づくりを推進します。 

 

 

 

 

  本町の数多くの伝統芸能や歴史的地域資源（文化財）はかけがえのない財産で

あり、その価値の解明と適正な保存・管理を行うことは、我 “々みささ人（びと）”

の重要な使命であると考えます。併せて、次代を担う子どもたちへの体験学習を

とおして、それぞれの普遍的な価値の理解促進に取り組んでいかなければなりま

せん。 

  また、文化芸術は、感性を豊かにし、日常生活に潤いと安らぎをもたらすとと

もに、人々に感動や生きる力を与えるものです。また、文化芸術活動は地域への

愛着と誇りを育み、地域活力を生み出す力でもあります。 

心の豊かさを育むためには、町総合文化ホールにおける自主企画イベントの充

実や三朝バイオリン美術館を拠点とした高いレベルの文化芸術を身近に感じら

れる取り組みを継続する必要があります。 

  さらに、各地域で受け継がれてきた郷土芸能や貴重な文化を次代へ継承してい

くため、後継者育成の支援に取り組みます。 

 

(５) 生涯学び、成長できる豊かな暮らしの実現 

(６) 文化、伝統、地域資源（文化財）の継承と芸術の振興 
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令和４年度 みささっ子教育ビジョン検証 

みささっ子教育ビジョン 令和４年度見直し内容 

 

変更箇所のみ記載しています（ページ番号はビジョン冊子のページ番号）。 

 

P13～14 

基本目標(１) 確かな学力の育成 

 

【成果指標】 

指 標 
現状値 

（2018年度） 

目標値 

（2028年度） 
見直し内容 

◆ 全国学力・学習状況調査結果において、 

（小６…国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂ） 

（中３…国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂ） 

全国平均値を100としたときの全科目平均値 

小学生 110 

中学生 105 

小学生 116 

中学生 112 

科目表記の変

更に伴う指標

表記一部削除 

◆ 「学校の授業時間以外に、普段（月曜日か

ら金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか（学習塾で勉強している時間

や家庭教師に教わっている時間も含む）」と

いう質問に対して、１時間以上と回答した児

童生徒の割合 

小学生 82.1％ 

（全国 66.2％） 

中学生 81.9％ 

（全国 70.6％） 

小学生 85％ 

中学生 95％ 

検証時点の数

値を鑑み目標

値下方・上方

修正 

◆ 「将来の夢や目標を持っていますか」とい

う質問に対して、肯定的な回答をした児童生

徒の割合 

小学生 73.2％ 

（全国 85.1％） 

中学生 83.6％ 

（全国 72.4％） 

小学生 80％ 

中学生 85％ 

検証時点の数

値を鑑み目標

値下方修正 

◆ 中学２年生を対象とした英検ＩＢＡ結果に

おいて、「英検４級合格レベル」となった生

徒の割合 

中学生 78.7％ 

※2020年度 
中学生 75％ 

ＭＥＳＰの成

果指標として

新設 

 

【具体的施策】 

分 類 具体的施策 見直し内容 

Ⅱ． 

教育課題に対応

する教育の推進 

③ ふるさとキャリア教育の推進 

  総合的な学習の時間における職場体験活動や、地元での各種体 

験活動、人生の先輩から学ぶ取り組み、子ども自身のライフプラ 

ンについて考える取り組みなどをとおして、主体的にキャリア形 

成へ取り組むことができる子どもの育成を図ります。 

策定当時から

呼称が変更さ

れていること

への対応 
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令和４年度 みささっ子教育ビジョン検証 

 

P16～17 

基本目標(２) 豊かな心の醸成 

 

【成果指標】 

指 標 
現状値 

（2018年度） 

目標値 

（2028年度） 
見直し内容 

◆ 「自分には、よいところがあると思います

か」という質問に対して、肯定的な回答をし

た児童生徒の割合 

小学生 87.5％ 

（全国 84.0％） 

中学生 80.0％ 

（全国 78.8％） 

小学生 95％ 

中学生 85％ 

検証時点の数

値を鑑み目標

値上方修正 

◆ 学校図書館における児童生徒一人当たりの

年間図書貸出冊数 

 ※現状値は、2020年度「学校図書館の現状に

関する調査」結果による。 

小学生 79.6冊 

(全国 49冊) 

中学生 61.9冊 

(全国 ９冊) 

※2020年度 

小学生 100冊 

中学生 80冊 

下記具体的施

策を推進する

ため新設 

 

【具体的施策】 

 

 

P19 

基本目標(３) 健やかな体の育成 

 

【成果指標】 

指 標 
現状値 

（2018年度） 

目標値 

（2028年度） 
見直し内容 

◆ 「運動（体を動かす遊びを含む）やスポー 

 ツをすることは好きですか」という質問に対 

して、「好き」と回答した児童生徒の割合 

小学生 61.8％ 

（全国 64.3％） 

中学生 47.6％ 

（全国 55.3％） 

小学生 70％ 

中学生 55％ 

現状値錯誤の

ため修正、目

標値下方修正 

 

分 類 具体的施策 見直し内容 

Ⅱ． 

情操教育の推進 

③ 積極的な読書に触れる機会の充実 

  子どもたちに読み聞かせの機会を提供するとともに、学校図書 

室と町立図書館の連携による蔵書の充実を図る等、豊かな読書活

動を推進します。 

各学校におけ

る読書活動の

課題を鑑み内

容追記 
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令和４年度 みささっ子教育ビジョン検証 

 

P22～23 

基本目標(４) ふるさと愛の醸成 

 

【成果指標】 

指 標 
現状値 

（2018年度） 

目標値 

（2028年度） 
見直し内容 

◆ 「地域や社会で起こっている問題や出来 

事に関心がありますか」いう質問に対して、 

肯定的な回答をした児童生徒の割合 

小学生 71.5％ 

（全国 63.8％） 

中学生 67.3％ 

（全国 59.3％） 

小学生 80％ 

中学生 80％ 

全国学力・学

習状況調査か

ら当該質問が

削除されたた

め指標削除 

◆ 「地域や社会をよくするために何をすべ 

きかを考えることがありますか」という質 

問に対して、肯定的な回答をした児童生徒 

の割合 

小学生 41.0％ 

（全国 49.9％） 

中学生 49.1％ 

（全国 38.7％） 

小学生 60％ 

中学生 60％ 

検証時点の数

値を鑑み目標

値下方修正 

◆ 「これまでに受けた授業や課外活動で地 

域のことを調べたり、地域の人と関わった 

りする機会があったと思いますか」という 

質問に対して、肯定的な回答をした児童生 

徒の割合 

小学生 78.6％ 

（全国 74.4％） 

中学生 81.8％ 

（全国 68.7％） 

小学生 100％ 

中学生 100％ 

全国学力・学

習状況調査か

ら当該質問が

削除されたた

め指標削除 

◆ 「地域の大人（学校や塾・習い事の先生

を除く）に勉強やスポーツを教えてもらっ

たり、一緒に遊んだりすることがあります

か」という質問に対して、肯定的な回答を

した児童生徒の割合 

小学生 39.3％ 

(全国 41.6％) 

中学生 49.1％ 

(全国 25.5％) 

小学生 60％ 

中学生 55％ 

上記指標削除

に伴う成果指

標新設 

 

【具体的施策】 

分 類   具体的施策 見直し内容 

Ⅰ． 

ふるさとを愛す

る教育の推進 

① ふるさとキャリア教育の推進【再掲】 

  総合的な学習の時間における職場体験活動や、地元での各種体 

験活動、人生の先輩から学ぶ取り組み、子ども自身のライフプラ 

ンについて考える取り組みなどをとおして、主体的にキャリア形 

成へ取り組むことができる子どもの育成を図ります。 

(１)Ⅱ③の内

容と酷似して

いることから

内容を同一化

し再掲 
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令和４年度 みささっ子教育ビジョン検証 

 

P25～26 

基本目標(５) 豊かに関わる力の育成 

 

【成果指標】 

指 標 
現状値 

（2018年度） 

目標値 

（2028年度） 
見直し内容 

◆ 「児童生徒の間で話し合う活動を通じて、 

自分の考えを深めたり、広げたりすることが 

できていると思いますか」という質問に対 

して、肯定的な回答をした児童生徒の割合 

小学生 75.0％ 

（全国 77.7％） 

中学生 81.8％ 

（全国 76.3％） 

小学生 90％ 

中学生 95％ 

検証時点の数

値を鑑み目標

値上方修正 

◆ 「地域社会などでボランティア活動に参加 

したことがありますか」という質問に対し

て、肯定的な回答をした児童生徒の割合 

小学生 66.1％ 

（全国 62.6％） 

中学生 89.1％ 

（全国 73.6％） 

小学生 75％ 

中学生 95％ 

全国学力・学

習状況調査か

ら当該質問が

削除されたた

め指標削除 

◆ 「自然の中で遊んだことや自然観察をした

ことがありますか」という質問に対して、肯

定的な回答をした児童生徒の割合 

小学生 92.9％ 

（全国 87.0％） 

中学生 83.6％ 

（全国 77.6％） 

小学生 95％ 

中学生 85％ 

上記指標の削

除に伴う成果

指標新設 

 

【具体的施策】 

分 類 具体的施策 見直し内容 

Ⅲ． 

視野の広い人材 

育成の推進 

① ふるさとキャリア教育の推進【再掲】 

総合的な学習の時間における職場体験活動や、地元での各種体 

験活動、人生の先輩から学ぶ取り組み、子ども自身のライフプラ 

ンについて考える取り組みなどをとおして、主体的にキャリア形 

成へ取り組むことができる子どもの育成を図ります。 

策定当時から

呼称が変更さ

れていること

への対応 
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令和４年度 みささっ子教育ビジョン検証 

P28～29 

基本目標(６) 教育コミュニティづくりの推進 

 

【成果指標】 

指 標 
現状値 

（2018年度） 

目標値 

（2028年度） 
見直し内容 

◆ 「学校サポート隊」登録者数 ４校計 50人 ２校計  60人 

検証時点の状

況と今後の学

校運営協議会

との連携促進

を踏まえ目標

値下方修正 

 

【具体的施策】 

分 類   具体的施策 見直し内容 

Ⅱ． 

開かれた学校づ

くりの推進 

③ コミュニティ・スクールの充実 

  学校、各団体や機関、地域住民および保護者で組織する学校運 

 営協議会を充実し、学校と保護者や地域の連携を一層促進するこ

とで、地域とともに歩む特色ある学校づくりを推進します。 

Ｒ４導入済で

あることから

充実を図る内

容へ変更 

 

 

P31 

基本目標(７) 教育環境の充実 

 

【成果指標】 

指 標 
現状値 

（2018年度） 

目標値 

（2028年度） 
見直し内容 

◆ 小中学校に整備されたタブレット端末を含む 

教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数 

 ※特別支援学級用を除く 

小学校 7.9人 

中学校 4.3人 

小学校 １人 

中学校 １人 

検証時点の数

値を鑑み目標

値上方修正 
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小・中学校９年間の 

学びと育ちを支える小中連携教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三朝町教育委員会 

令和４年５月 
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Ⅰ．三朝町における小中連携検討の背景       

１ 小中連携の取組の背景 

現在の社会は、変化が激しく将来を見通しにくい社会であると言われています。今の 

子どもたちが成人して、社会で活躍する頃には、社会構造や雇用環境は大きく変化し、 

職業の在り方についても、現在の社会とは様変わりすることになると指摘する研究者も

います。 

こうした社会を子どもたちが力強く生き抜

いていくためには、一人ひとりが大切にされ、

安心して学ぶ中で力を伸ばすことが重要で

す。子どもたちが多様な他者と協働しながら

新たな価値を創造し、将来の予測が難しい社

会でも、未来を創り出していく力を獲得する

ことを期待するところです。 

令和２年度から小学校で完全実施となった

新学習指導要領では、基本方針に「よりよい

学校教育を通じてよりよい社会を創る」とい

う目標を、学校と社会が共有し、連携・協働し

ながら、新しい時代に求められる力を子どもたちに育むことが掲げられています。その

ためには、教育の在り方も一層の進化を遂げなければなりません。加えて令和元年１２

月の文部科学省初等中等教育分科会『新しい時代の初等中等教育の在り方（論点取りま

とめ）』では、子どもたち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育を実現する

ためにＩＣＴ環境を整備することが示されました。タブレット端末の１人１台環境は、

令和時代における学校の「スタンダード」であり、特別なことではなく、過去の教育実

践の蓄積の上に、最先端のＩＣＴ活用教育を取り入れ、これまでの教育実践とＩＣＴ活

用教育とのベストミックスを図っていくこと

により、学校教育の劇的な変化を求めるもの

です。この新たな教育の技術革新は、多様な

子どもたちを誰一人取り残すことのない公正

に個別最適化された学びや創造性を育む学び

にも寄与するものであり、特別な支援が必要

な子どもたちの可能性も大きく広げるもので

す。 

子どもたちが身に付けるべき資質や能力の

確実な定着を図るためには、小中連携教育を

核とした「縦の接続」と、地域や保護者との
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協働の「横の連携」がより一層必要であると考えるに至りました。 

 

２ 三朝小・中学校の現状と課題 

（１）統合後の小中連携における課題 

平成３１年４月、町内３つの小学校が統合し、新たに三朝町立三朝小学校が開校し、

町内１小１中の学校構成となりました。このことにより、小中相互の教職員の意思疎通

がスムーズになり、連携を深めながら教育活動を推進していくことが期待されました。 

ところで本町では、平成１７年度より三朝町教

育研究会が組織され、子どもたちが希望と喜びを

持った就学・進学をするため、保育園、小学校、

中学校及び行政が連絡・協議・調整を図りながら

相互の密接な連携を深め、三朝町教育の充実・向

上を図ってきました。 

しかしながら、三朝町教育研究会が平成３１年

の小学校統合を機に組織解体となったことから、

担当者同士の連携が不十分となり、いじめや不登

校などの生徒指導上の対応や就学指導において、

情報共有ができていなかったり、移行支援が十分に果たされなかったりという課題も出

てきました。 

そこで、各校の生徒指導担当者や通級指導教室担当者による月１回の担当者会を実施し

たり、特別支援教育担当者の研修を年２回実施したりしながら、必要に応じて協議の場を設

けて教育課題の解決を図ってきているところです。また、令和３年度から２年間、『鳥取

県ＩＣＴ活用教育推進地域』の指定を受けて、各教科におけるＩＣＴを活用した先進的

な取組を進めており、小中合同の研修会を実施したり、授業研究会に教職員を相互派遣

したりするなど、共通認識を持ちながら学びの改革を進め、１小１中の強みを生かした

特色ある教育を展開しています。 

 

（２）三朝町児童生徒の現状 

①児童生徒数の推移から 

令和３年５月現在、本町の小学校の児童数は２

９１人、中学校の生徒数は１６７人、児童生徒数の

合計は４５８人となっています。小中学校とも各

学年２学級の編成を行い、児童生徒が多様な意見

を交換し、解決方法や考えを練り上げる活発な授

業風景が見られます。しかしながら、今後の児童生

徒数は、少子化による出生数の減少により、令和７
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年度から学級数の減少が始まり、令和１７年度頃には小中とも各学年１クラス＊１とな

る見通しとなっています。少子化の進行や地域コミュニティの弱体化、核家族化の進行

により児童生徒の人間関係が固定化しやすい中、小中連携、一貫教育の実施により、児

童生徒が多様な教職員や児童生徒と関わる機会を増やすこと、中学生が小学生と触れ合

うことで、上級生であることを自覚し自尊感情を高めること、小学生にとっては、中学

生の姿が生き方のモデルとなることなどが期待できます。 

＊１ 県学級編制基準で令和７年度までに順次小学校６年生までが３０人学級となった場合の想定 

 

②学力調査の結果から 

近年の全国学力・学習状況調査の結果は表１のとおりとなっています（括弧内は全国

平均）。令和３年度の結果を見ると、小中学校とも概ね全国平均を上回る結果となって

います。国語の言語事項や算数・数学の計算の処理など、基本的な事項は確実に定着が

できていると言えます。 

 

表１ 全国学力・学習状況調査結果（令和元年度～３年度） 

三朝小 国語 算数 三朝中 国語 数学 英語 

令和元年度 61（63.8） 63（66.6） 令和元年度 79（72.8） 66（59.8） 60（56.0） 

令和２年度 68 76 令和２年度 77 60 実施なし 

令和３年度 65（64.7） 72（70.2） 令和３年度 68（64.6） 63（57.2） 実施なし 

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により全国的な調査が中止となったため、全国平均が示されて 

いません。 

 

しかしながら、結果を観点別又は領域別に分析すると、各教科における課題が見えて

きます。国語においては「読解力」と「記述力」、

算数・数学においては「データ活用力」と「資料の

活用」に課題があり、この課題が小学校と中学校に

共通したものとなっています。小学校で苦手意識

を抱えた児童が、中学校でもその課題を克服する

ことができないままとなっている姿が浮き上がっ

てきます。学習面における課題を解決するために

は、小中合同でめざす子ども像と授業像を共有し、

指導方法や指導体制を改善していかなければなり

ません。令和３年度より、授業研究会への相互派遣

を実施しているところですが、今後、さらに計画的かつ継続的に授業研究会を実施して

いかなければならないと考えています。 
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③配慮を要する児童生徒への支援の側面から 

本町では特別支援教育を学校経営の柱の一つと

して、特別支援教育支援員を配置するなど個別最

適な学習環境と具体的支援の提供を目指してきま

した。保護者の特別支援教育への理解も徐々に深

まり、現在は特別支援学級在籍児童生徒数が全体

の１割を超えています。しかしながら、小学校か

ら中学校への移行がスムーズにいかず、不適応状

態にある生徒がいるのも現状です。 

 ９年間の学びと育ちのつながりを重視した小中

一貫教育を念頭に置いて小中連携を行っていくた

めには、学力の向上や学校制度の違いという外的

要因により起こる不登校やいじめなど様々な問題を解消する効果的なカリキュラムな

どを編成していくなど、三朝町の小中連携のあり方を整えていくことが急務となってき

ています。 
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Ⅱ．三朝町における小中連携の方向性        

１ 小中連携で期待される教育効果 

 中央教育審議会の小中一貫教育特別部会（平成２４年９月）において、小中連携及び

小中一貫教育で期待される効果について広く周知されていますが、本町においては、特

に、次の点において効果を期待しています。 

 

○ 小学校から中学校への進学という、新しい環境での学習や生活へ移行する段階にお

いて、レジリエンス＊２の弱体化から不登校などの生徒指導上の諸問題につながってい

く事態などがあり、小学校から中学校への接続を円滑化する必要性がある。児童生徒

の発達が早まっていることを踏まえ、小学校高学年から中学校入学後までの期間に着

目し、当該期間に重点的な取り組みを行うことが重要と考えられる。連携の目的を明

確化するとともに関係者で情報を共有し、学校全体で組織的に取り組むことで、生徒

の暴力行為や不登校、いじめのない学校づくりにつなげていくことが期待される。 

 ＊２「困難な状況にもかかわらず、しなやかに適応して生きる力」のこと 

 

○ 小学校の教員は全教科を教えるのに対し、中学校の教員は特定の教科を指導するこ

とや、小・中学校では、対象とする児童生徒の発達の段階が異なることから、学習指

導、生徒指導の方法が異なるといったこともあり、小・中学校の教職員の職務の性質

は異なっている。小・中学校教職員間の職務性質の違いを教職員同士が認識し互いに

学び合うことで、教科横断的な視点に加えて、小・中学校の接続部分にも目を向け、

９年間を見据えた学びの積み上げにおける学力向上の効果が期待できる。 

 

○ 本町の特色ある教育である国際理解教育、英語教育、ＩＣＴ活用教育について、９

年間を見通したカリキュラムを作成することで、児童生徒が自校やふるさと三朝町へ

の誇りを持ち、自分の夢に向かって、生き生きとたくましく成長することが期待でき

る。 

 

２ 三朝町の小中連携の在り方 

小中連携において児童生徒に対する教育を施

す上で、教職員が小中９年間にわたって教育を見

通し、学校が直面している課題の解決に資すると

ともに、学校教育の質的向上を図っていくことが

必要です。 

三朝町で育ったことに誇りをもち、やさしくた
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くましいみささっ子を育てるため、９年間を見通した連続性と系統性のある教育の在り

方を検討し、確かな学力の向上と豊かな情操の育成を図っていかなければなりません。 

そこで、小中連携教育の柱として「知・徳・体・誇り」の４つで、それぞれの努力目

標及び具体的施策を示すこととしました。 

 

３ 町内各園と小中学校の連携・接続について 

 本町においては、令和３年に「園・小学校の

連携・接続体制の構築と取組」を策定し、連携・

接続体制における職員の相互理解を図るとと

もに、園から小学校への円滑な移行を進めてい

ます。年間計画に基づく園と学校との交流やス

タートカリキュラムとアプローチカリキュラ

ムの作成など、子どもの発達や学びの連続性を

考慮しながら体制を構築してきました。 

しかしながら、交流が一過性のものにとどま

り、資質や能力をつなぐことができていなかっ

たり、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿が

到達目標と誤解され、連携の手掛かりとして十分機能していなかったりという課題が出て

きています。また、スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムが園と学校ぞれぞれで

策定され、理念が共通していないことも課題となっています。 

本町の抱えるこうした課題は、令和３年７月より審議が行われている中央教育審議会初

等中等教育分科会「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」においても全国的な課題で

あると示されており、園から小学校への円滑な連携と１８歳までを見据えた学びの連続性

への配慮が必要であるとまとめています。 

作成済のスタートカリキュラムとアプローチカリキュラムをもとにしながら、小中連携

の入り口となる「架け橋期（５歳児から小学校１年生の２年間）」を一体的に捉えたカリキ

ュラムの開発についても今後進めていく必要があると考えています。 
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Ⅲ．三朝町における小中連携教育          

 みささっ子教育ビジョンに掲げる基本理念及び目指す子ども像は次のとおりです。 

 

 

 基本理念を実現するための４つの柱について、それぞれ基本目標を掲げ、その過程で

必要となる学校の取組を具体的施策として推進していきます。 

（１）知〔確かな学力〕

自ら学び、身に付けた知識や技能を

活用できるみささっ子

（２）徳〔豊かな心〕

自分と他人の良さを認め、

互いに尊重し合えるみささっ子

（３）体〔健やかな体〕

いのちを大切にし、

健康でたくましいみささっ子

（４）誇り〔ふるさと愛〕

ふるさとを愛し、

ふるさとに誇りを持つみささっ子

【基本理念】

夢と希望を持ち ふるさとを愛する

やさしくたくましい みささっ子の育成

（１）知〔確かな学力〕 

自ら学び、身に付けた知識や技能を活用できるみささっ子 

具体的施策 

    「みささっ子スタンダード」 

・小中９年間で一貫した指導スタイルの確立 

・教職員の共通認識のもと授業実施 

・小学校から中学校、さらに高校進学などを見据えた滑らかな接続 

    ９年間を見通した教育課程の編成 

・中学校卒業時の姿を全職員が具体的にイメージ 

    教職員相互交流 

・授業交流の実施 

・計画的な合同研修の実施 

⇒ＩＣＴ活用教育研修、特別支援教育担当者研修など 

・中学校教員による乗り入れ授業 

 ⇒小学校６年生対象 

    ＩＣＴ活用教育 

・ＩＣＴを介した深い学びの実現（ＩＣＴ活用教育推進地域） 

98



 

・ＩＣＴ活用カリキュラム（令和２年度作成）の見直し 

・動画作成による取組の外部発信 

 小学校 ⇒ 多賀町（学校間交流） 

 中学校 ⇒ 台湾、フランス、東京など（修学旅行の活用） 

    英語教育 

・国際理解教育（フランス・台湾） 

・ＭＥＳＰ（みささイングリッシュシャワープログラム）の推進 

・プログラム（令和３年度作成）の見直し 

・英語を活用した児童生徒間交流の実施 

（２）徳〔豊かな心〕 

自分と他人の良さを認め、互いに尊重し合えるみささっ子 

具体的施策 

    道徳教育 

・系統性のある道徳教育 

・「考え、議論する道徳」の実現 

    人権教育 

・効果的な教材活動の研究実践と教材配置の検討 

・９年間を見通した育てたい資質・能力の配列 

・相互授業参観 

⇒人権教育参観日の活用 

    主権者教育 

・地域課題に目を向ける学習の展開 

・「三朝町の未来を語る会」の実施 

⇒中学校３年生対象 

    特別支援教育 

・就学指導に係る接続プログラム 

・特別支援教育支援員の十分な配置と研修の実施 

・移行支援会議の実施 

・通級指導教室の利活用 

・通級指導担当者連絡会の開催（月１回程度） 

    心の教育 

・ボランティア活動の推進（町行事での協力要請） 

・文化、芸術体験 

・読み聞かせ交流の実施 

 ⇒中学校図書委員会によるブックトーク動画の作成 

    学校図書館教育 
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・学校図書館図書標準の１００％達成 

・小中学校担当者会の実施（月１回） 

 ⇒県立図書館との連携 

（３）体〔健やかな体〕 

いのちを大切にし、健康でたくましいみささっ子 

具体的施策 

    児童生徒の体力向上 

・継続した体力づくり活動 

・部活動及び校外スポーツクラブ活動の推進 

・学校保健委員会の開催 

    健康教育 

・いのちを大切にする教育機会の提供（助産師などの話） 

・基本的な生活習慣の確立 

⇒早寝早起き、朝ごはんの習慣化 

⇒スマホやゲーム利用のルールづくり 

・「三朝町子育て１２か条」の啓発 

    食育推進 

・地産地消に特化した給食の提供 

・全国学校給食週間における啓発活動 

    学校危機管理 

・小中合同避難訓練の実施 

・児童生徒の引き渡し訓練の実施（隔年で実施） 

 ⇒小中合同避難訓練と同日で実施 

・通学路合同点検（年１回） 

・感染症予防 

（４）誇り〔ふるさと愛〕 

ふるさとを愛し、ふるさとに誇りをもつみささっ子 

具体的施策 

    特色ある総合的な学習の時間の充実（ふるさとキャリア教育） 

・小中一貫した学習計画（令和元年度作成）の見直し 

・地域題材に学ぶ（地域学校協働本部の活用） 

・先輩から学ぶ 

・職場体験の実施（中学校２年） 

・三徳山登山（中学校１年） 

・修学旅行（小学校６年、中学校３年） 

    交流体験 
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・国際交流活動（フランス・台湾） 

・滋賀県多賀町、京都府城陽市との交流 

・リモート交流の積極的活用 

    教育コミュニティづくり 

・コミュニティ・スクールの導入（令和４年度） 

・人材バンクの蓄積 

    教職員対象ふるさと研修 

・新任教職員向け研修（８月）の実施 

・新規採用職員向け研修（８月）の実施 
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令和３年度全国学力・学習状況調査（正答率％）

確かな学力の育成

【基本的方向】
❶　基礎的・基本的な知識や技能が確実に身に付くよう、一人ひとりの能力に応じたきめ細やかな学習指導を行い、主体
     的に学ぶ意欲・態度を育んで学力向上を図ります。
❷　必要な知識・技能の習得につながる教育を推進し、教科内容の理解を促進します。
❸　特別な支援が必要な子ども一人ひとりの状況に応じた教育的支援を計画的に進めます。
❹　各教科・各学年相互の関連を図り、一人ひとりの発達や理解に応じた系統性・発展的な教育を行うため、小中学校間の
     情報交換及び連携をさらに推進します。

　合同職員研修及び授業研究会の相互交流を実施することで、町内１小１中の強みを生かし、教職員の連携と児童生徒理解
が深まることが期待される。また、ICT活用教育と英語教育については、令和３年度に９年間を見通したカリキュラムを作成
したことで、育てたい児童生徒の姿が具体的となり、発達段階に応じて身に付けさせたい知識及び技能の確実な定着につな
がった。

【キーワード】
学びの連続性　カリキュラム・マネジメント
ICT活用教育　みささっ子スタンダード
英語教育の推進　ALT配置
みささイングリッシュシャワープログラム

知

小中学校とも全国平均より高い結果であったが、算数・数学、国語とも、課題となる領域は小

中学校で共通していた。児童生徒の課題を共有し、一貫した指導を行うことが本町の今後の取

組となる。また、令和元年度実施の同調査では、本町中学生の英語の正答率は全国より高く、

保小中のつながりを見据えた英語プログラムの実施や国際交流により、高い関心を持って学

習に取り組む生徒の姿がうかがえる。

三朝小 全国 三朝中 全国

算数 72.0 70.2

数学 63.0 57.2

国語 65.0 64.7 68.0 64.6

令和３年度は、ICT活用に係る職員研

修を小中で月２回実施し、指導技術の

向上を図った。

小１から外国語活動を実施

し、英語への慣れ親しみを

促す。
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　自分たちが暮らす三朝町の現状を知り、良さや課題を考えることで、三朝町をよくするためにできることを考える
きっかけになった。さらに、町行政に携わる役場職員と意見交換することで、自分たちも住民の一人として、地域に貢
献したいという意識が高まる取り組みとなった。一人ひとりの社会的、職業的自立を促すふるさとキャリア教育の観点
も踏まえた活動であり、今後も継続開催していくこととする。

【基本的方向】
❶　子どもたちが自分の良さを知るとともに、他人の痛みや悲しみを理解できる優しさ、協調性などを育むことができる
     環境づくりを目指します。
❷　不登校児童生徒を含めた児童生徒の悩みに対する相談体制を充実します。
❸　文化・芸術に触れ、様々な活動を主体的に経験する機会の充実を図り、情報教育を推進します。
❹　読書の面白さ、大切さを児童生徒に伝えられる環境づくりを推進します。

取組１　切れ目のない一人ひとりに応じた特別支援教育

担当者会
情報交換
共通理解

ねらい：中学3年生に三朝町行政や三朝町教育行政の現状及び将来構
想について理解と関心を深めてもらうとともに、中学生の立場から
三朝町に対しての意見や要望等を聞いて、豊かな未来を築くために
自分たちで実現可能な解決策を考える。

豊かな心の醸成

【キーワード】
特別支援教育の充実　　移行支援会議
切れ目ない支援　　道徳教育の充実
教育相談活動　　不登校対応　図書館の充実
問題行動の未然防止と早期対応

就学前後の情報交換や共通理解を綿密に行うことで、小学校における指導の経過を共有し、中学校教職員の、生徒の特
性や障害の程度に関する理解につなげ、一人ひとりに応じた指導法の向上に今後も努めていきたい。

取組２　主権者教育
         ～三朝町の未来を語る会～

取組３　学校図書館教育
　　～各機関との連携～

・就学指導に係る連携

・移行支援会議の開催

・通級指導担当者会の実施

・小中特支在籍児童生徒の

交流や体験の実施

切れ目
のない

・特別支援教育支援員の十分な配置

・小中園合同特別支援教育担当者研修会の実施

・児童生徒に必要な支援を検討するための外部

機関との連携

・児童生徒、保護者、教職員間の見学

一人ひとり
のニーズに
合った

徳

小中学校担当者、町立図書館職員、県立図

書館職員による担当者会を定期的に実施

し、学校図書館の充実を図るとともに、新

校舎建築後の魅力ある学校図書館づくり

を進める。役場担当課の職員の助言を参考にし

ながら、グループの意見をまとめる。

全体発表に備えて、プレゼンの準備を

行う。

町長、教育長、役場職員の前でプレゼンす

ることで、三朝町の将来を担う人材とし

ての自覚を深めることにつながった。

生徒が模造紙にまとめた提案は、町文化

ホールに掲示し、取組内容について広く

周知を図った。

「個別の教育支援計画」や「個別の指導計

画」、「引継シート（三朝町版）」等の活用によ

る児童生徒理解や自立と社会参加を目指す

連続性を持たせた指導をする。各様式につ

いては、保小中と統一したものとし、切れ目

のない支援とする。

町内の担当者が合同に研修することで、三朝町の

児童生徒の連続した成長を共通理解しながら、専

門性を高め、個に応じたより良い支援の在り方を

研修する。また、小中に設置している通級指導教

室では、在籍児童生徒の状況や指導方法を共有・

検討するための担当者会を行う。

103



　

健やかな体の育成

　スマホやタブレット端末の普及で、メディア依存となる児童生徒が増えたり、運動する子としない子の二極化傾向が顕著に
なったりと本町児童生徒の抱える課題は多い。子育て１２か条を作成し、保護者に啓発するとともに、地域への協力を依頼
し、健やかな心と体の育成を目指している。健康な体は、学習や運動を行う土台となるものであり、スマホやタブレット端末
利用ルールについても、小中の接続を意識しながら検討していくこととする。

【基本的方向】
❶　子どもの発達段階を考慮しながら、遊び時間や体育の時間をはじめとする様々な機会を利用して、体力及び運動能力
　　 の向上と運動に親しむ態度の育成を図ります。
❷　食育や健康教育について、家庭や地域と連携し、日常生活の中で継続的に行います。

【キーワード】
体力向上　体育的行事の充実
部活動指導員及び外部指導者の派遣
地産地消　栄養指導　いのちの教育
学校保健委員会　基本的な生活習慣

体

自然災害、感染症等、様々な事案に迅速な対応が求められることから、学校危

機管理においても、小中の教職員が連携する必要がある。

👉小中合同避難訓練の実施

・町関係機関と連携した避難訓練や避難所設営訓練の実施

👉引き渡し訓練の実施

👉通学路合同点検の実施（年１回）

・交通安全プログラムに従って学校、地域、行政、保護者が実施する。

👉職員研修の実施

【三朝中学校】

1年間に2度、生徒自身による

手作り弁当の日を設定している。

栄養６群や地産地消、彩り等、学

年ごとに作る弁当のテーマがあ

り、献立作成や調理、盛り付けま

で生徒自身で行うことで、食へ

の関心を高める取組となってい

る。

体力向上の取組

👉新体力テストから明らかとなった運動課題の克服に取り組む。（柔軟性・瞬発力）

👉中学校体育科教員による小学校への乗り入れ授業（専門的教科指導）

👉学校保健委員会の開催 ⇒ 健康課題を明らかにして保護者啓発へ

👉部活動及び校外スポーツ活動の推進（部活動指導員、外部指導者の活用）

健康教育

👉いのちを大切にする学習の実施（ゲスト・ティーチャーとして助産師、保健師等）

👉三朝町子育て１２か条の啓発（令和４年度より実施の取組）

・保こ小中が一体となって、家庭の教育力を高め、基本的生活習慣の確立と規範意識の定
着を目指す。PTA総会等を活用して説明を行い、広く周知する。

👉小中養護教諭担当者会の実施（随時）

食育推進

👉食に関する知識と意識を高め、心身の健康を増進する健全な食生活につなげる。

・地産地消による給食の提供（地産地消率：令和2年度９５％）

👉全国学校給食週間の活用

・町長等との交流給食、給食標語ｺﾝｸｰﾙ、特別ﾒﾆｭｰ給食

👉栄養教諭による食に関する指導の計画的な実施

学校危機管理
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　日本遺産として認定されている世界屈指のラドン泉である三朝温泉と国宝投入堂を有する三徳山は、町を代表する地域
資源である。これらを中心に地域の魅力ある資源をキャリアパスポートとして配置し、切れ目なく実践することで「ふる
さとへの誇りと愛着」を育む。
　なお、令和４年度からはコミュニティ・スクールの導入によって地域の力が加わり、学校・地域が連携し、体験活動の
充実を図る。
　また、国内外での交流体験活動を通じて、グローバルな視点で物事に取り組む生徒の育成をすることで、ふるさとを想
う気持ちを深める。

ふるさと愛の醸成

【キーワード】　
特色ある総合的な学習の時間
地域題材の活用　ふるさとキャリア教育
国際交流体験　国内姉妹都市交流
コミュニティ・スクール
日本遺産の活用

【基本的方向】
❶　地域の魅力ある資源を活用し、本町の歴史や産業、文化への理解を深めます。
❷　地域の環境や災害についての学びを通して、ふるさとを守るという地域防災意識を高めます。
❸　ふるさと三朝町に誇りと愛着を持ち、その発展に貢献しようとする子どもを育てる教育を推進します。

取組１　ふるさとキャリア教育
👉９年間を見通したｷｬﾘｱ･ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの作成

👉地域題材の活用

👉先輩に学ぶ、トライワークの実施

　地域に学ぶことで、自分たちが暮らす三
朝の良さに気づき、その発展に貢献しよう
とする気持ちを高めることができる。ま
た、多くの大人の専門性や地域の力を生か
すことで、児童生徒の学びや体験活動が充
実し、生きる力につながる学習が期待でき
る。キャリア・パスポートは、毎年度見直
しを行い、次年度の活動の充実を図る。

三朝町小・中学校　キャリア・パスポート構成

取組２　国際交流体験及び国内姉妹都市交流

👉フランス交流、台湾交流

国外姉妹都市との相互派遣やリモートを活用した交流により、異文化への理解を深めるとともに、豊かな国際感覚を養うこと
を目的として実施する。コロナ禍で相互派遣が難しくなった令和２年度からは、リモート接続を積極的に取り入れ、交流を継続
しているところである。

👉国内姉妹都市交流（滋賀県多賀町）

令和４年度より、滋賀県多賀町との交流をスタートする。初年度は、教員による相互派遣を行い、児童による交流の在り方を協
議していくこととする。

誇り

フランス訪問及び台湾訪問に向けて

の事前学習では、町国際交流員や県

国際交流員、国際交流財団コーディ

ネーター等の支援を受けながら、その

国や地域への理解を深めたり、語学学

習を行ったりしながら準備を進めてい

く。

１ページ ２ページ ３ページ ４ページ ５ページ ６ページ ７ページ ８ページ ９ページ １０ページ

共通 教科外活動
教科学習
教科外活動

学校外の活動 共通(例)
教科学習
教科外活動

教科外活動

学年 学活（３） 行事（学校） 行事（学年） 地域（個人） 地域（学校） 各教科等 各学年裁量 学活（３）

小1
1年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

さあみんなで
でかけよう

保こ小
プール交流
（体）

たのしさ
見つけたよ
ふゆ（生）

ひろがれ
えがお（生）

３学期をふりか
えろう

小2
2年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

レッツゴー
町たんけん

おいしい
野菜を育てよう

（生）

もっと行きたいな

町たんけん（生）

これまでのわたし

これからのわたし

（生）

３学期をふりか
えろう

小3
3年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

三朝の名人に
会いに行こう

三朝温泉を
紹介しよう
（総合）

店で働く人（社）

のこしたいもの

つたえたいもの

（社）

3学期をふりか
えろう

小4
4年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

ごみのしょりと
利用

福祉施設との
交流
（総合）

バリアフリー
見つけ
（総合）

大人に近づく
身体（学）

３学期をふりか
えろう

小5
5年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

船上山
宿泊学習

米をつくろう
（総合）

環境を守る
取り組み
（総合）

保育園との
交流
（総合）

３学期をふりか
えろう

小6
6年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

修学旅行
住みよい三朝にする

ための方策を考えよ

う（総合）

将来の夢と
向き合おう
（総合）

成長した
わたしたち
（家）

３学期をふりか
えろう

中1
1年生になって
＊夢・目標

秋季大運動会
大山登山
（宿泊）

ゲストティーチャー
から

学ぶ（総合）

身近な人の
職業調べ
（総合）

校内文化祭
３学期をふりか

えろう

中2
2年生になって
＊夢・目標

秋季大運動会

トライワーク
みささ

（職場体験）

三朝の未来を
語る会
（総合）

先輩に学ぶ
（総合）

校内文化祭
３学期をふりか

えろう

中3
3年生になって
＊夢・目標

秋季大運動会 修学旅行 企業訪問

進路計画の
修正と検討
（学）

校内文化祭
３学期をふりか

えろう

もうすぐ３年生

【共通】９年間を振り返って

共通

キャリア・パスポートの構成（三朝町教育委員会）

学活（３）

　
長
期
休
業
や
土
日
祝
日
を
利
用
し
て
地
域
の
ま
つ
り
や
行
事
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

　
等
に
参
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
記
入
す
る

。

　

〔
子
ど
も
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
・
サ
マ
ー

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
ク
ー

ル
等

〕

もうすぐ２年生

もうすぐ３年生

もうすぐ４年生

もうすぐ５年生

もうすぐ６年生

【共通】６年間を振り返って

もうすぐ２年生
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夢と希望を持ち　ふるさとを愛する
やさしい　たくましい　みささっ子の育成

三朝町　子育て１２か条　　～絆深まる家族　親子は元気　よきかたち～

❼聞くときは　子どもの目を見て　最後まで
❽読み聞かせ　読書習慣　家庭から
❾記名して　大事に使おう　自分の持ち物
❿家族の一員　感謝の気持ちで　お手伝い
⓫体験で　得られる本物　知と心
⓬地域の行事　みんなで参加　地域で子育て

❶絆深まる家族団らん　親子の会話が心の栄養
❷家族にもあいさつ　ありがとう　ごめんなさい
❸親がまず教えよう　ことの良し悪し　しつけから
❹子育てを　スマホ、ゲームに任せない
❺ハグ、タッチ、スキンシップのぬくもりを
❻元気の素は　早寝早起き　朝ごはん

三朝町小中連携構想イメージ 令和４年4月

【三朝小学校教育目標】
ふるさとを愛し　心豊かでたくましく
夢と希望にあふれる主体的な子どもの育成

【三朝中学校教育目標】
高い志と豊かな感性を持ち

２１世紀をたくましく生きる生徒の育成

三朝町　目指す児童生徒の育成

★学力向上の推進
・「みささっ子ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ」の活用

・小中９年間一貫した指導

★教員の相互交流
・合同研修会の実施

・各種学力調査の活用と調査結

果の考察

・中学校教員による小学校への

乗り入れ授業の実施

★ICT活用教育
・GIGAスクール構想の推進

・ICT活用カリキュラムの作成

・ICT活用教育推進地域事業

・動画作成による外部発信

★英語教育
・国際理解教育の推進（フランス交流・台湾交流）

・MESP(みささイングリッシュシャワープログラム）の推進

・プログラム（令和３年度作成）の見直し

・英語を活用した児童生徒間交流の実施

・小中へのALTの配置と効果的活用

・ALTの園への派遣

★道徳教育
・系統性のある道徳教育

・「考え、議論する道徳」の実現

★人権教育
・人権教育主任者会の開催

・系統性のある教材配置

・９年間を見通した育てたい資質・能力の配列

★特別支援教育
・就学指導に係る連携

・移行支援会議の開催

・特別支援教育支援員の配置

・小中園合同特別支援教育担当者研修会の実施（年２回）

・通級指導教室担当者会の実施（月１回程度）

★生徒指導
・生徒指導担当者会の実施（月１回）

・いじめ、不登校の未然防止と早期発見、早期対応

・外部機関との連携強化

★主権者教育
・中学生対象「三朝町未来を語る会」の開催（年１回）ー

徳 ー豊かな心の醸成ーー確かな学力の育成ー 知

ー健やかな体の育成ー 体 誇り ーふるさと愛の醸成ー

★体力向上
・継続した体力づくり活動

・部活動及び校外スポーツ活動の推進

・学校保健委員会の開催

★健康教育
・いのちを大切にする学習の実施

・基本的な生活習慣の確立

・「三朝町子育て１２か条」の啓発

★食育推進
・給食における地産地消の推進

・全国学校給食週間の活用

★学校危機管理
・小中合同避難訓練

・引き渡し訓練の実施

・通学路合同点検（年１回）

・職員研修の実施

・感染症予防「

★ふるさとキャリア教育
・小中一貫した年間計画（令和元年度作成）

・地域題材の活用（小学校）

・先輩に学ぶ、トライワークの実施（中学校）

★国際交流体験及び国内姉妹都市交流
・フランス交流、台湾交流（中学校）

・町国際交流員との交流

・滋賀県多賀町、京都府城陽市との交流

・リモート交流の積極的活用

★教育コミュニティづくり
・コミュニティ・スクールの導入

・人材バンクの活用

★教職員対象ふるさと研修
・新任教職員研修

・新規採用教職員研修

・日本遺産を知る研修

・地域との交流体験

小学校 中学校

家庭

地域
こども園

保育園
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学年 時間数

・三徳山に伝わる伝説や民話を聞いて、
　自分たちの住んでいる三朝町に関心
　を持つことができる。
　【資質・能力①】

・自分たちが日ごろ食べている三徳山
　名物がどのようにして作られている
　か知ることで地元の産物に興味と誇
　りを持つことができる。
 【資質・能力①】

・三朝温泉について、見学したり体験
　したりしたことをまとめて発表する
　ことができる。
・三朝温泉の良さやそこに携わる人々
　の工夫や努力を理解することができ
　る。
　【資質・能力①、③、⑤】

・鳥取県唯一の国宝建造物である投入
　堂等、三徳山の文化財について知り、
　その保存や活用に取り組んでいる人
　々の思いや願いを大切に受け継いで
　いくことができる。
　【資質・能力①、⑥】

・三朝に伝わる祭りや芸能について調
　べることで、伝統・文化の素晴らし
　さやそれを守る人々の工夫が分かり、
　自ら進んで地域行事に参画しようと
　する気持ちをも持つことができる。
　【資質・能力①、⑥】

4

出
会
う
・
気
づ
く

深
め
る

広
げ
る

中１

中２

中３

2

2

2

2

2

4

6

日本遺産ＰＲ　①

・三徳山三佛寺

小１

小２

小３

小４

小５

小６

6

日本遺産ＰＲ　②

・三朝ＰＲ動画の作成

・三徳山に関する文化財

・三朝温泉

・３枚のはなびら

・役の行者（投入堂）

・三徳山と大山の背くらべ

おいしい三徳名物

三徳山登山

・六根清浄と六感治癒

・三徳山あれこれ

・三朝温泉の効能

三朝町の未来を語る会

・事前学習（町長説明）

・三朝町の未来を語る会

・事後学習（町民への広報）

三朝の祭り

・花湯祭り（陣所）

・御幸行列

・キュリー祭

・三朝に伝わる芸能

・これまでの学習から、日本遺産を広
　く周知し、活用していくために自分
　たちにできることを考え、関係者に
　向けた提案をすることができる。
　【資質・能力②、④、⑤、⑦】

・三徳山登山と三朝温泉入浴を体験する
　ことで、日本遺産の目玉ともいえる「
　六根清浄と六感治癒」を実感し、その
　良さを広める方法を考えることができ
　る。
　【資質・能力①、⑤、⑥】

・国宝「投入堂」を有する日本遺産の
　三徳山と三朝温泉の良さを国内外に
　周知するための方法を考えて動画を
　作成し自分たちのアイデアを生かし
　て、発信することができる。
　【資質・能力②、④、⑤、⑥】

〇日本遺産の三徳山、三朝温
　泉を有するわが町「三朝」
　の良さを国内外に広めるた
　めの方法を考えるとともに、
　三朝町に暮らす一人として
　自分たちにできることを考
　えることができるようにす
　る。

・自分たちの住んでいる町、ふるさと
　三朝の人、自然、社会の現在の実情
　の中から問いを見出し、その解決に
　向けて考えたことをまとめて、分か
　りやすく表現することができる。
　【資質・能力③、④、⑦】

〇三徳山や三朝温泉など、町
　内の観光資源や文化財等に
　ついて、その保存や活用に
　尽力している先人の努力や
　協力について知ることがで
　きるようにする。

〇ゲスト・ティーチャーとし
　てお話グループの方を招い
　て読み聞かせを依頼したり、
　観光協会や旅館組合、三佛
　寺住職等から直接話を聞い
　たり出会いを演出すること
　で、興味や関心を持ちなが
　ら学習に取り組むことがで
　きるようにする。

〇出会いを通して、より深く
　学んでいきたい事柄を見つ
　けることができるように支
　援する。

〇三徳山や三朝温泉について
　の歴史や伝統文化、日本遺
　産としての魅力についての
　探求的な学習に主体的・協
　同的に取り組むとともに、
　自ら進んで地域社会に参画
　しようとする態度を育てる。

〇４年生までに学習したこと
　を適時振り返りながら、歴
　史や伝統を受け継いできた
　人に共通する思いや願いに
　気づくことができるように
　する。

・文殊堂

・地蔵堂

・納経堂

三徳山投入堂

・国宝「投入堂」

・三徳とうふ

・とちもち

三朝温泉

・白狼伝説

・三朝温泉の歴史

・温泉体験

・三朝温泉街

三徳山にまつわるお話

三朝町教育委員会

日本遺産である三朝温泉及び国宝“投入堂”を有する三徳山等、町内の文化財や資源についての理解を深め、大切に受け
継がれてきたふるさとの人々の思いを知ることで、ふるさと「三朝」に夢と誇りを持った将来の担い手の育成につなげ
る。

ねらい

日本遺産及び町内文化遺産を利用した「ふるさとキャリア教育」の実施計画

題　材　名 目標及び身に付けたい資質・能力 指導の重点

育成を目指す
資質・能力

・自ら課題を見つけ、自ら学び、考える児童生徒
・人を思いやる心、人権を尊重する心をもち、人とつながり、協働することができる児童生徒
・ふるさとを愛し、ふるさとの良さを守りながら、新しいものを創造する児童生徒

知識・技能

思考力
判断力
表現力

学びに向かう
人間性

資質・能力の基準

①出会い（ひと・こと・もの）からの学び
②情報活用スキル

③多角的・多面的に考え、対話し、よりよい答えを導く力
④新しく創造し、表現する力

⑤自ら課題を見つけ、自ら学び、考え続ける力
⑥人とつながり、協働しようとする力
⑦自己を見つめ、生き方を考えようとする力
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文
字

入
力

（
ロ

ー
マ

字
）

　
　
図

表
の

作
成

　
　
ク

ラ
ウ

ド
を

用
い

た
協

働
作

業
　
　
　
W

e
b

ペ
ー

ジ
、
S

N
S

、
ラ

イ
ブ

配
信

等
の

発
信

及
び

交
流

　
　
情

報
の

統
合

化
　
　
情

報
の

階
層

化
　
　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

手
法

　
　
図

表
（

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
）

に
よ

る
表

現
等

１
　
学
　
年

２
　
学
　
年

３
　
学
　
年

中
　
　
　
学
　
　
　
校

情 報 の 科 学 的 な 理 解

情
報
活
用
の
基
礎
と
な
る

情
報
手
段
の
特
性
の
理
解

3
観
点

8
要
素

１
　
学
　
年

小
　
　
　
学
　
　
　
校

情
報
を
適
切
に
扱
っ
た
り
、
自

ら
の
情
報
活
用
を
評
価
･
改
善
す

る
た
め
の
基
礎
的
な
理
論
や
方

法
の
理
解

２
　
学
　
年

３
　
学
　
年

４
　
学
　
年

５
　
学
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６
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年

仮
想
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T
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テ
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ー
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）

※
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考
「
情

報
活

用
能

力
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体
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表
（
令

和
元
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度

）
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-
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h
o
o
l

下
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す
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ス
キ
ル

共
通
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学

習
用

ツ
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（

G
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o
g
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s
u
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e
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o
r 

E
d

u
c
a
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o
n
）
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活
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一
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し
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組
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習
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ル

（
ロ

イ
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ノ
ー
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）

の
活
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に

よ
る

思
考

プ
ロ

グ
ラ
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育
成

三
朝
町
教
育
委
員
会

三
朝
小
・
中
学
校
に
お
け
る
情
報
活
用
能
力
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■
「

初
等

中
等

教
育

に
お

け
る

教
育

の
情

報
化

に
関

す
る

検
討

会
」

（
平

成
1

8
年

1
0

月
）

　
⇒

「
初

等
中

等
教

育
の

情
報

教
育

に
係

る
学

習
活

動
の

具
体

的
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て
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情

報
活
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観
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8

要
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れ
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れ
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。

■
「

教
育

の
情

報
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に
関

す
る

手
引

」
（

平
成

2
2

年
1

0
月

）

　
⇒

整
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教
育
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目
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3
観

点
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定
義

に
基

づ
く

8
要

素
に

分
類

整
理

さ
れ

る
。

情 報 活 用 の 実 践 力

課
題
や
目
的
に
応
じ
た

情
報
手
段
の
適
切
な
活
用

必
要
な
情
報
の
主
体
的
な

収
集
･
判
断
･
表
現
･
処
理
･
創
造

受
け
手
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
た
発
信
･
伝
達

情 報 社 会 に

参 画 す る 態 度

社
会
生
活
の
中
で
情
報
や
情
報

技
術
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や

及
ぼ
し
て
い
る
影
響
の
理
解

情
報
モ
ラ
ル
の
必
要
性
や
情
報
に

対
す
る
責
任

望
ま
し
い
情
報
社
会
の
創
造
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参
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し
よ
う
と
す
る
態
度

　
　
情

報
活

用
能

力
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「
情

報
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び
情

報
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段
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に

選
択

し
活
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く
た
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な
資

質
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と
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義
さ
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、
「

情
報
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用

の
実

践
力

」
「

情
報
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科

学
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な
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解
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「

情
報
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会
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る
態

度
」
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３
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習
指
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で
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情

報
教
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実
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図
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れ

、
児

童
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徒
の

発
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た
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活
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す
る
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と
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性
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さ
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ま
し

た
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情

報
活

用
能

力
は

、
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の

情
報
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が

進
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す

る
中

で
児

童
生

徒
に
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新
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あ
り

、
そ
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求
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ま
す

。

図
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・
技
術
・
技
術
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語
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コ
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ニ
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シ
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面
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況
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す
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力

○
音

声
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三朝町の英語教育について 

MISASA English Shower Program 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三朝町教育委員会 

令和元年４月策定 

令和 3年６月改定 
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１ 三朝町における英語教育の位置づけ             

（１）幼児期からの英語教育の必要性 

国際化や情報化、少子高齢化などが急速に進展し、これらの変化に対応するため、様々

な経済・社会システムは見直しを迫られ、構造改革の取組が進められています。その中

で、個人の価値観や地域、家族の在り方等の多様化を背景に、教育へのニーズも拡大・

高度化してきています。三朝町教育は、子どもたちを取り巻く様々な社会状況の変化に

対応していく必要があり、特に英語教育においては、世界情勢及び状況の進展を踏まえ、

ねらいや育成すべき子ども像を設定していく必要があります。 

こうした中、三朝町においては平成 31年に策定された「第 11次三朝町総合計画」に

おいて、幼小中一貫外国語習得事業の推進による外国語の充実が実現目標として掲げら

れました。それを受け、小学校統合を機に同じく平成 31 年に策定された「みささっ子

教育ビジョン」では、幼児期から始める外国語教育及び国際交流の提供支援を具体的施

策としているところです。また、令和 2年改訂「三朝町教育大綱」では、その充実のた

め、小中学校それぞれに外国語指導助手を配置し、ＥＰＣ（イングリッシュプログラム

コーディネーター）による連携調整のもと、一貫性のある英語教育の推進を図ることを

取組内容の一つとしたところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）みささイングリッシュシャワープログラムによる英語教育の推進 

中央教育審議会答申「令和の日本型学校教育の構築を目指して～全ての子供たちの可

能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（中教審第 228号）」（令和

2年 3月）では、令和 4年度を目途に小学校に教科担任制を導入し、教科指導の専門性

を持った教師によるきめ細かな指導の充実を目指すことが基本方針として示されまし

た。 

本町では、令和元年度よりＥＰＣを三朝小学校に配置し、町内各園及び三朝小学校で

の外国語活動・英語の実践を行い、小中一貫プログラムの開発に取り組んできましたが、

第11次三朝町総合計画

➣幼小中一貫外国語習

得事業

➣英語検定受験支援

➣英語専科教員配置

➣外国語指導助手配置

みささっ子教育ビジョン

➣外国語教育の充実

・幼児期からの取組

・国際交流支援

・国際社会に求められ

る知識や技能の習得

三朝町教育大綱

➣ＥＰＣとの連携

➣一貫性のある英語教育の

推進

➣国際交流員との交流
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こうした国の流れを受け、令和 3年度に小学校英語専科教員が配置されることとなりま

した。そこで、令和 2年度までＥＰＣが担っていた小学校での英語活動を専科教員が行

うことから、各機関の役割を見直すこととしました。 

 

 

 

 また、各機関におけるＭＥＳＰの実施状況について話し合ったり、プログラム内容を

検討したりすることを目的とし、年３回のＭＥＳＰ担当者会を位置付けることとしまし

た。 

なお、新学習指導要領策定に向けた教育課程部会の論点整理では、小学校外国語活動

で学んだ内容が中学校で十分に生かされていないことや、言語活動が十分ではないため、

発達段階に応じた、より具体的に身近な話題についての理解や表現、簡単な情報交換が

できるコミュニケーション能力を養うことが必要であると指摘がありました。それを受

け、新学習指導要領では、身近な話題、例えば、学校生活、地域行事、生徒の体験、他

教科等での学習内容等と関連付けて、互いの考えや気持ちを英語で伝え合う言語活動が

重視され、小中学校すべての段階において、「言語活動を通して、コミュニケーション

の資質・能力を育成すること」が目標となりました。 

このことから、ＭＥＳＰにおいても、具体的な課題等を設定し、児童生徒が外国語に

よるコミュニケーションにおける見方や考え方を働かせ、英語音声や語彙、表現方法等

の知識を活用する学習を充実させることを目指すこととします。 

 

 

 

町内各園

外国語活動の実施

〔月1～２回程度〕

授業者：外国語活動職員

ALT

担当者：町保育担当

三朝小学校

低〔月１～２ｈ程度生活〕

中〔週1ｈ外国語活動〕

高〔週２ｈ外国語〕

授業者：専科教員、支援員

ＡＬＴ

担当者：指導主事

三朝中学校

英語〔週４ｈ〕

授業者：教員、ALT

担当者：指導主事
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２ 三朝町児童生徒の状況について            

（１）外国語活動（英語）への関心について 

 小学校６年生児童と中学校３年生生徒を対象に実施された「令和２年全国学力・学習

状況調査」の質問紙調査における関連項目の集計結果は表１及び２のとおりです。 

 

表１ 令和２年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査結果（小学校） 

（％） 

項  目 
当てはまる どちらかといえば

当てはまる 

どちらかといえば、

当てはまらない 

当てはまらない 

英語は好きだ 40 42 13 5 

５年生までに受けた英語の授業では、英語で話

したり書いたりして、自分自身の考えや気持ち

を伝え合うことができていた 

45 37 17 2 

これまで、学校の授業やそのための学習以外

で、日常的に英語を使う機会が十分にあった 
28 18 22 32 

 

 児童を対象とした質問紙調査に英語に関連する質問事項が加わったのは令和２年度

調査からのため、全国的な傾向と比較することはできませんが、「英語が好きだ」とい

う質問に肯定的に回答した児童が 8割おり、楽しみながら英語活動に取り組んでいるこ

とがうかがえます。しかし一方で、学習した英語を日常的に使う機会はなく、「どちら

かといえば当てはまらない」、「当てはまらない」と回答した児童が過半数を超えていま

す。そうした機会を設定する必要があるのはもちろん、児童が真似をして使ってみよう

と思うモデル話型を用意したり、話したいと思えるような Topicを複数用意したりする

などの工夫がＭＥＳＰにも必要であると考えられます。 

 

表２ 令和２年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査結果（中学校） 

（％） 

項  目 
当てはまる どちらかといえば

当てはまる 

どちらかといえば、

当てはまらない 

当てはまらない 

英語は好きだ 42 28 15 5 

1.2 年生までに受けた英語の授業では、英語で

話したり書いたりして、自分自身の考えや気持

ちを伝え合うことができていた 

52 28 17 3 

これまで、学校の授業やそのための学習以外

で、日常的に英語を使う機会が十分にあった 
35 25 28 12 
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 中学校では、「英語が好きだ」という設問に肯定的に回答した生徒が 70％おり、これ

は令和元年度同設問の全国平均 56％と比較しても高い割合となっています。また、活

用機会を問う設問においても、本町生徒の肯定的回答が 60％であるのに対し、全国平

均は 34％となっており、学んだ英語を積極的に使ってコミュニケーションを楽しむ生

徒の姿が見えてきます。 

 

（２）三朝町生徒の英語力について 

 また、鳥取県教育委員会が令和元年度から実施している中学校 2年生生徒を対象とし

た「英語力向上事業（英検 IBA）」の結果（表３）では、本町生徒が全県と比較して基本

的な語彙や熟語、文法の知識・理解が定着しており、短い英文であれば意味内容を適切

に把握できていることが分かります。 

 

表３ 英検ＩＢＡ受験結果（英検３級Ｌｖ以上の割合） 

 三朝中学校 鳥取県 

令和元年度２年生 40.4％ 27.0％ 

令和２年度２年生 33.3％ 18.1％ 

※英検 3級 Lv＝中学校卒業程度 

 

 中学校生徒の英語への関心の高さや、英語力の高さは、台湾やフランスとの国際交流

が大きく影響していることが推察され、本プログラムにおいても「発信」を達成目標の

一つとすることでさらなる英語力の向上につなげることができると考えます。 
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３ 令和２年度までの取組について            

ＭＥＳＰの導入から２年が経過しました。町内各園では、「英語に親しむ」、「英語を

楽しむ」、「（英語）文化に触れる」という３つの視点をさらに充実させ、幼児期の英語

に関する関心を高め、英語を楽しむことを重点とした取り組みを行いました。また、園

における英語活動の実施回数についても、令和２年度は、年 20回（令和元年度は９回）

の英会話教室を実施しました。 

小学校では、令和２年度より高学年の英語が教科化されたことを受け、特に英語感覚

の育成や技能面の定着を図りました。 

 

（１）具体的な取組について 
 ①町内各園での取組 

  ➣動画づくり（作成動画を使って体を動かす） 

➣英語掲示の充実 

➣活動開始の定例化（あいさつや天気の受け答え） 

➣外国の文化に慣れ親しむ活動（ハロウィンやクリスマス） 

②小学校での取組 

 ➣三朝町オリジナル「Hello Song」の作成と活用 

 ➣インタビューゲームの実施 

 ➣ふるさと紹介の実施 

 ➣タブレット端末の活用 

 ➣パフォーマンステストの実施 

 

（２）成果と課題 

 各園での英語活動を充実させたことで、小学校で行う英語への移行がスムーズになり、園

から小学校、そして中学校へと一貫した指導を提供することが可能となりました。しかしな

がら、中学校との連携において、具体的な取組が十分ではなく、指導者同士の交流も含めて、

検討していく必要があります。 

 令和３年度は、小学校に英語専科教員が配置され、より専門性を有した教員による指導が

展開されることとなります。授業を担当する教員、ＡＬＴ、町担当者による連絡会を充実さ

せながら、「交流」と「発信」を取組の柱としながら、プログラムを実施していくこととし

ます。 

 

 

 

 

114



6 

 

３ 令和３年度の取組について            

 小学校における外国語活動の目標は、「外国語によるコミュニケーションにおける見

方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、話すことの言語活動を通して、コミュニ

ケーションを図る素地となる資質・能力を育成することを目指す」とあり、外国語の目

標「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞

くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図

る基礎となる資質・能力を育成することを目指す」、さらに中学校外国語の目標「外国

語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解した

り、表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成すること

を目指す」に至るまで、各段階の学習成果を円滑に接続することが示されています。 

 言語活動とは、実際に英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合う活動を意味してお

り、言語活動を通して、情報を整理しながら自らの考えを形成するといった「思考力・

判断力・表現力等」が活用され、英語に関する「知識及び技能」が活用されることとな

ります。 

 そこで、ＭＥＳＰでは、各段階における「育てたい子どもの姿」を【伝え合う姿】を

軸に系統的に表し、さらにその実現を目指すために、各領域でどのような力を身に付け

なければならないのかを具体的に示すこととしました。プログラム及び系統表は、ＭＥ

ＳＰ担当者会において、各学校の担当者及び指導者との検討を繰り返し、また、各学校

での協議を経て完成となりました。 

 今後は、ＭＥＳＰ担当者会で実施状況の確認を行い、プログラム内容及び系統表につ

いての見直しを進めていく予定です。 
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平成３１年３月制定 

学校の部活動に係る活動方針 

  三朝町立三朝中学校 

 

１ 目標 

 （１）部活動は、学校教育の一環として実施する。 

 （２）「三朝町部活動の在り方に関する方針」を遵守する。 

 （３）各顧問は各部活動の活動計画表を作成し、生徒が見通しをもって主体 

的に活動できるようにする。 

（４）オフシーズンを明確にして活動する。 

（５）顧問は、適切な指導及び事故防止を徹底する。 

 

２ 活動について 

① 休養日 

原則として、平日１日（水曜日を基本とする。）と週末のいずれか１日を含

む週２日以上とする。   ※別紙「活動計画表」参照 

② 活動時間 

学期中は原則として、長くても平日は２時間程度、学校の休業日は３時間程

度とする。（朝練習を行う場合の時間も含む。） 

③ 大会参加 

原則として、中体連主催、共催の大会とする。その他の大会への参加につい

ては、本方針の趣旨を踏まえ、校長が許可した場合のみ認める。 

④ その他 

中間テスト前は２日間、期末テスト前は４日間、土日を含んで部活動を行わ

ないこととする。長期休業中の部活動休養日の設定は、学期中に準じた扱いを

行う。また、ある程度長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。週末に大会

等で活動した場合は、部活動休養日を他の曜日に振り替える。 

 

３ 部の運営について 

 （１）体罰等、不適切な指導の禁止について 

部活動顧問、外部指導者は、いかなる理由があっても、部活動での指導で体

罰を正当化することは誤りであり、決して許されないものであるとの認識を持

ち、体罰等の無い指導に徹する。 

 （２）保護者との連携・協力について 

年度当初に、顧問は保護者に対し、指導方針、活動計画、休養日、活動時間

等を示し、理解を得た上で活動する。また、必要に応じて、保護者会を開催す

る。 

 （３）熱中症等による事故防止について 

「熱中症予防運動指針」「三朝中熱中症対応マニュアル」等を参考にして、

猛暑の中での活動は控えるなどの適切な対応をとるよう努める。 
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平成２４年４月６日制定 

 

三朝町スポーツ少年団共通活動指針 
 

三朝町スポーツ少年団本部長 

（三朝町教育委員会教育長） 

 

１．スポーツ少年団の目的 

(1) スポーツ少年団は好きなスポーツ活動を通して、青少年の健全育成を目指す組

織です。 

(2) スポーツ少年団は、スポーツする楽しさを通して人間形成を図るものであり、

過度に勝利優先主義に陥ることは厳に慎まなければなりません。 

(3) スポーツ少年団の活動は特定のスポーツだけでなく色々なスポーツの体験や

地域社会における奉仕活動参加等も大切な活動です。 

 

２．共通活動指針設定の目的 

(1) 三朝町には 9種のスポーツ少年団があり、10団体が活動しています。 

(2) 各団は、それぞれの活動方針によって活動していますが、多くの団が１年生か

らの入団を認めており、団員の年齢範囲が広く、活動に当っては年齢、体力等に

応じて活動日数や活動時間の基本部分は、各団共通して設定する必要があると判

断します。 

(3) ついては、本町における健全なスポーツ少年団活動推進のため、三朝町スポー

ツ少年団本部は、ここに基本的な活動について各団共通の活動指針を設定します。 

(4)各団はこの共通活動指針の趣旨を十分理解し、遵守の上、活動してください。 

 

３．共通活動指針 

(1) 活動日は、原則週 3回以内とする。 

(2) 活動時間は、原則 1回 2時間以内とし、20:00までとする。 

(3) 団員の体力・集中力等を考慮して、毎週土･日に練習試合を計画するようなこ

とは極力避けてください。 

(4) 活動計画の立案に当っては、指導者と育成者が十分協議して決定すること。 

(5) 活動計画の立案に当っては、団員の年齢、体力等を考慮して、低学年・中学

年･高学年に応じた練習内容、指導方法、時間配分等を設定するよう努めること。 

(6) 指導者又は育成者は、団員集合時間には必ず出席していること。 

(7) 台風･豪雨等の自然災害による、学校の早退日・休校日には活動をしないこと。 

(8) 学校行事･子ども会行事への参加を優先し、スポ少参加を強制しないこと。 

 

４．その他 

(1) 各スポーツ少年団は、円滑かつ健全な活動を推進するため、指導者と育成者は

日ごろから意見交換の機会を持ち、十分な意志疎通を図ること。 

(2) 本町体育施設は、町内スポーツ少年団の活動支援のため、日常の練習で使用す

る場合は無料としていますが、他市町村チームとの試合（練習試合も含む）で使

用する場合は有料（町民料金）となります。 
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平成２２年１２月 ３日 

 

三朝町教育委員会 様 

 

三朝町社会教育委員会 

委員長 横 木 永 子 

 

 

時代の変化に対応したわが町の社会教育の推進方策について（答申） 

 

平成２１年２月１日付で諮問のあった「時代の変化に対応したわが町の社会教育の推

進方策について」につき、次のとおり答申します。 

 

三朝町では、昭和６３年に「生涯学習の町宣言」を議会議決し、生涯学習の目指す方向

を示し、中央公民館と６館の地区公民館を中心に、町づくりの基盤である社会教育を推進

してきた。 

平成１８年３月には、「三朝町地域の総合力を高め、自立を促進する条例」（以下「条例」

という。）が制定され、それに基づき中央公民館、地区公民館が廃止され、町内６地域に

それぞれ地域協議会が組織され、実際生活に即した各種の事業や学習に主体的に取り組

むこととなった。 

社会教育委員会では、教育基本法にうたわれている生涯学習の理念や公民館機能につ

いて確認し、条例に基づく地域協議会と社会教育法により規定された公民館について比

較、検討し、また各地域で行なわれている生涯学習・社会教育活動の現状についても考察

をし、協議を深めてきた。 

その結果として、各地域において地域の特色を生かした特産品開発などの新しい取り

組みは行なわれているものの、定期講座や教室の開設など学習の機会が減少傾向にあり、

現状の地域協議会では社会教育活動を推進するという役割が十分に果たされていないと

の合意に至った。 

これらのことから、社会教育委員会は、社会教育の推進方策として、次のことを提言し、

一日も早く具体化されることを希望する。 

 

記 

 

１ 生涯学習の理念に基づき、町民がいつでも等しく学習活動ができるよう、各地域に

おいて社会教育法に基づく公民館機能の充実を図られたい。 

 

２ 公民館活動に必要な専門知識をもつ正規職員を各地域に配置し、その後の職員研

修にも積極的に取り組まれたい。 

 

３ 各地域で行なわれる社会教育活動を保障するため、予算を確保されたい。 
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添付資料１ 

 

地域住民の活動拠点としての「地域協議会」のあり方について 

 

Ⅰ はじめに 

本町の社会教育の推進目的を、地域住民が主役となり、いきいきと暮らしが実感できるあっ

たかい町づくりに置き、その目的実現のための方策と条件整備について、考察、検討、協議を行

なってきた。 

その経緯の中で、社会教育を推進する上で重要役割を担っているのが「地域協議会」であると

の共通認識から、地域住民の活動拠点としての「地域協議会」を視野に入れ、社会教育の目標実

現のための方策、社会教育の推進を支える条件の整備について検討を行なってきた。 

 

Ⅱ なぜ「社会教育」を推進する必要があるのか。 

教育基本法には、「教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者とし

て必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して」行うものであり、「国民一人一人

が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる

機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社

会の実現が図られなければならない」と、生涯学習の理念が明記されている。 

このことは、言い換えれば、三朝町があるべき町の姿として『三朝町まちづくりビジョン』

に掲げてきた「あったかい町」づくりであり、『三朝町地域の総合力を高め、自立を促進する条

例』に示す「地域住民が主役となり、地域の総合力を高める活動をとおして、いきいきとした

暮らしが実感できる自主的な地域づくり」そのものである。 

それらに掲げられた理念や目的、目標の実現のために、地方公共団体の責務として、社会教

育施設の設置、学校施設の利用、学習の機会及び情報の提供等により、社会教育（個人の要望

や社会の要望に答え、社会において行なわれる教育）の振興に務めなければならないとされて

いる。 

 

Ⅲ 社会教育の目的実現のための方策 

個人の問題解決や自己実現のための学習は、図書館の活用を中心に行なわれており、そのた

めの施設の整備や専門職員の配置などの手立てが不可欠である。 

サークルや集落などを単位として、文化・教養活動、スポーツ･レクリエーション、健康や食

生活、環境に関する学習活動については、集落や地域の公民館・集会所、体育館、美術館、文化

ホール、図書館、学校施設などを拠点として、学習活動や学習成果の発表などが行なわれ、個

人の日常生活の中にも生かされてきた。そこには、公民館主事、保健師、栄養士、体育指導委

員、食生活改善推進員などの専門的な知識や経験を持つ人の配置とそれらの人々による住民へ

の働きかけが見逃せない。 

 

１ 生活課題、地域の課題解決のための学習活動を支援する仕組みの充実に向けて 

１）課題の気づきにつながる働きかけ 

個人の悩みや生活の中での不都合などを相談できる人間関係や仕組みが集落や地域にあ
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るかどうか。またその問題が、一個人だけの問題ではなく集落や地域の課題でもあるとの

気づきにつながる学習が組まれているかどうか。 

２）課題を吸い上げ、地域の学習として実施する仕組みづくり 

個人の気づきを集落・地域の課題として共有するためには、住民が集う場や機会がなけ

ればならない。 

そして、地域の学習活動として実施するための機能を地域は持つ必要がある。そこには、

学習課題を吸い上げ、学習として企画・立案する人と実施するための予算の確保が必要で

ある。 

３）住民の参画と情報提供 

学習会には住民の関心の喚起や参加意識への働きかけや情報提供が不可欠であり、それ

に関わる人もまた必要である。 

また、主催者側からの情報提供だけではなく、住民から提供される要望、関係機関や人

材、関連事例などの企画に必要な情報収集も非常に重要である。 

それには、幅広い年代や職業、趣味を持つより多くの人が事業や行事に参画する仕掛け

が必要である。 

 

２ 学習成果を生かすための条件整備に向けて 

１）住民の社会参加意識の醸成 

生涯学習には個人の問題解決などの自己完結型の学習もある。同じ趣味、関心を持つ人

が集まりサークル活動としての広がる場合もある。 

それが、集落、地域づくりへとつなげる気づき、仕組みがあるかどうか。例えば、花つ

くりの関心を拾い上げ、学習機会と人の集まりの場の設定、一過性のものに終わらせず集

落や地域での花つくり活動につなげるなどが考えられるが、そこには、個人の活動に留ま

らず、地域社会とつながっていようとする個人の意思も必要である。 

２）人材の活用と活動の場の提供 

学校、職場、趣味活動、その他さまざまな学習、研修等で身に付けた知識や経験を持つ

人材を、地域は多く持っている。特に、子育てや介護、近所づきあい、女性会活動等で培

った女性の人的ネットワークや視点、実行力などは、地域の今日的課題への解決に大いに

活用したいものである。 

地域の人々が持つ知識、経験の活用や社会参加の意思を生かすためには、さまざまな形

でのボランティア活動の場を、ボランティアを受け入れる側が設定する事が必要である。 

そのためには、学校･地域との連携事業、青少年育成事業、子育て・家庭教育支援事業等

既存の事業に人材を取り込むだけではなく、地域の課題を解決する大小の新たなプロジェ

クトの立ち上げも考えられる。 

ＮＰＯ法人等の立ち上げについても、必要な支援への手立てがなされるべきであろう。 

３）地域として取り組む組織･体制づくりと連携・支援 

地域の課題解決のためのプロジェクトには、当初からそのテーマに関心や知識、経験の

ある住民が参画し、その大小に関わらずあくまでも公的なプロジェクトとして、地域協議

会等の一組織、一事業として位置付けた上でスタートすることが必要である。 

また、ＮＰＯ法人等、独自に活動の場を作り出していこうとする団体には、各種の資金
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援助、補助・委託事業等に関する情報提供や事務処理の相談に乗る窓口も必要であろう。

地域住民からの行政への連絡や困りごと相談、緊急連絡の窓口を周知するとともに、ムダ

のない連絡システムを明確にすることが必要である。 

地域の産業開発や地域の交通手段の確保等、地域の大きな課題を解決するためには、事

前の調査･研究も必要であろうし、事業化に向けての検討協議や技術、財源の確保も必要と

なってくる。また大学等の研究機関や町内外の企業、行政等との連携･協力や支援の体制づ

くりが必要である。 

 

Ⅳ 社会教育の推進を支えるために必要な条件整備 

１ 人材の確保と資質の向上 

住民意見を吸い上げ、地域の課題を掘り起こし、事業を企画・立案し、地域活動として実

施につなげる働きかけができるかどうかは、「人」の配置や組織として継続して実施する仕組

みづくりが不可欠であり、それに伴う財源確保も必要である。 

１）社会教育主事、公民館主事等の専門的職員の養成と配置 

２）ボランティアコーディネーターの養成･確保 

３）地域協議会役員、各種委員等、後継者の育成 

４）関係者の研修機会の保障と予算的な裏づけ 

 

２ 拠点施設の整備・活用 

地域住民が集い、学習し、活動するための拠点として、集落や地域の公民館・集会所、図

書館、体育館、美術館、文化ホール、学校施設など、施設の維持管理、資料の収集、専門的

職員の配置、住民への施設開放等を含め、継続して行なわれなければならない。 

 

３ 集落・地域・行政各課をつなぐネットワークの形成 

１）連携事業の実施による人的ネットワークの形成 

人的ネットワークは、共に事業を実施しながら形成され、つぎの事業に生かされ、新し

い事業へと発展していくものであり、さらに他地域へとつながっていくものである。 

２）連絡システムの構築 

 

Ⅴ おわりに 

住民の身近にある「地域協議会」は、地域住民の活動拠点として重要性が増している。 

一人一人の住民の生活課題に耳を傾け、地域の特性を生かしながら、地域の課題解決に向け、

より多くの住民が参画する地域活動として展開することができるのは、「地域協議会」であると

言える。 

住民が、最期まで地域社会の一員として幸せを実感しながら人生を送ることができる地域づ

くり、町づくりのために社会教育があり、本町における社会教育の最先端は「地域協議会」で

あることを明言し、「地域協議会」が単に組織の名称ではなく、人が集い活動する拠点として地

域住民に認識され語られるようになることを期待したい。 
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添付資料２ 

公民館と地域協議会との比較 
 公民館 地域協議会 

生涯学習

の理念 

「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊な人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、

あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのでき

る社会の実現が図られなければならない。」             （教育基本法第３条） 

社会教育 「個人の要望や社会の要請にこたえ、社会において行われる教育」   （教育基本法第12条） 

関係法令 社会教育法（以下「法」という。） 三朝町地域の総合力を高め、自立を促進する条

例（以下「条例」という。） 

目的 「公民館は、（略）一定区域内の住民のために、

実際生活に即する教育、学術及び文化に関する

各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、

健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振

興、社会福祉の増進に寄与することを目的とす

る。」            （法第20条） 

「（略）地域住民が主役となり、地域の総合力を

高める活動をとおして、いきいきとした暮らし

が実感できる自主的な地域づくりを促進するこ

とを目的とする。」      （条例第1条） 

設置者 市町村            （法第21条） 「（略）当該地域の自主活動を効果的に運営する

ため、当該地域の住民で組織する協議会（以下

「地域協議会」という。）を置く（略）」 

（条例第6条） 

事業 目的達成のために、概ね左の事業を行う。 

１ 定期講座の開設 

２ 討論会、講習会、講演会等の開催 

３ 図書、記録、資料等の整備と利用促進 

４ 体育、レクリエーション等の開催 

５ 各種の団体、機関等との連絡 

６ その施設を住民の集会等公共的利用 

(法第22条の要約) 

「（略）地域の総合力を高める活動(以下「自主

活動」という。)とは、地域住民が当該地域にお

いて実際生活に即した各種の事業及び学習、地

域における伝統文化の伝承、その他地域住民が

主体となって取り組む活動をいう。」 

(条例第2条第2項) 

職員 「公民館に館長を置き、主事その他必要な職員

を置くことができる。」 （法第27条第1項） 

「館長は、公民館（略）事業の企画実施その他

必要な事務を行い（略）」 （法第27条第2

項） 

「主事は、館長の命を受け、公民館の事業の実

施にあたる。」     （法第27条第3項） 

「（略）地域の自立を促進するため、地域に自立

推進員１人を置き、当該地域協議会の代表者を

もって、町長が任命する。」(条例第7条第1項) 

「自立推進員を補佐し、地域と町との有機的な

連携の維持増進に資するため、地域に主事を置

き、町の職員のうちから町長が任命する。」 

(条例第8条) 

職員の研

修 

「第 9条の 6の規定は、公民館職員の研修につ

いて準用する。」      （法第28条の2） 

「社会教育主事（略）の研修は、任命権者が行う

もののほか、文部科学大臣及び都道府県が行

う。」           （法第9条の6） 

 

その他  （町民の責務） 

「（略）地域の自主活動に積極的に参加し、及び

協力する責務（略）」      (条例第3条) 

（町の責務） 

「町（略）は、自主活動を促進するため、（略）

各種の支援策を講ずる責務（略）」（条例第4条） 

（地域の責務） 

「（略）町の施策に協力する責務（略）」 

（条例第5条） 
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１ はじめに 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「地教行法」という。）の一部改正によ

り、平成 20年４月から教育委員会の責任体制の明確化を図るため、各教育委員会は毎年その権

限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を公表することとされています。 

 

２ 目的 

地教行法第 26条の規定に基づき、教育委員会は教育に関する事務の管理や事業の執行状況に

ついて点検及び評価を行い、効果的な教育行政の推進に資するとともに、事務事業における透

明性の確保と町民への説明責任を果たすことを目的とします。 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 点検・評価の内容 

三朝町教育委員会は、「“ふるさと”を輝かせ 心豊かに学び合う “みささ人（びと）”の育

成」を基本理念として令和２年５月に改訂した「三朝町教育大綱」の基本方針と、「みささっ子

教育ビジョン」の基本目標及び具体的施策に沿った具体的事業の実績をとりまとめ、それぞれ

の目標値に照らし合わせた成果と課題を基に内部評価を行った後、学識経験を有する者等の識

見を活用するため教育行政評価委員会からの意見を聴取し、客観性を確保するとともに今後の

課題や改善策をまとめました。 

計画（Plan・教育事業計画）→実行（Do・事業実施）→検証（Check・第三者評価）→改善（Action・

事業改善）の PDCAサイクルを回すことにより、教育行政の効果的な事業推進を図ります。 

 

４ 議会・町民への報告 

報告については、「三朝町教育委員会の事務に関する評価報告書」として議会に提出した後、

本町のホームページに掲載し、広く町民の皆さんが閲覧できるようにします。 

 

５ 評価の対象及び手法 

(１) 評価対象事業 

   三朝町教育大綱及びみささっ子教育ビジョンに基づき策定した令和４年度教育事業計画に

掲載した 62の具体的事業を対象としています。 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に

委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員

等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価

を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しな

ければならない。  

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 
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(２) 評価の手法 

   教育行政評価シートにより、内部評価として各事業の実施状況及び成果と課題について事

務局で点検・評価を行い、それをもとに教育委員会会議において三朝町教育大綱の基本方針

別みささっ子教育ビジョン基本目標と具体的施策ごとの評価を実施した後、教育行政評価委

員会による外部評価を行って問題点を明らかにし、課題や具体的な改善内容、今後の方向性

を検討するとともに、三朝町教育大綱の基本理念に沿った教育行政が執行されているかどう

かに着目して評価を行いました。 

 

(３) 評価の基準（４段階評価） 

ランク 達 成 度 

ランクＡ 80％以上の達成 

ランクＢ 相当程度達成（79％～60％）着実に進捗 

ランクＣ やや不十分（59％～40％） 

ランクＤ 不十分（30％～20％） 

 

６ 評価結果の概要 

(１) 内部評価 

   内部評価は、令和４年度三朝町教育事業計画において目標値を設定した 62の具体的事業に

ついて、前述の評価基準により事務局が４段階で自己評価を行いました。 

達 成 度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

具体的事業数（事務局評価） ４１ １４ ４ ３ 

 

(２) 教育委員会評価 

   教育委員会評価は、内部評価の結果をもとに、令和４年度三朝町教育事業計画における重

点項目と三朝町教育大綱の基本方針６区分別みささっ子教育ビジョン基本目標と具体的施策

ごと（全 29項目）について、教育委員が評価を行いました。 

達 成 度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

具体的施策数（教育委員会評価） １８ １０ ０ １ 

 

(３) 教育行政評価委員会評価（外部評価） 

   外部評価は、内部評価と教育委員会評価の結果をもとに、教育行政評価委員が客観的な見

識で４段階評価を行いました。 

   【令和４年度分 三朝町教育行政評価委員】（順不同） 

氏 名 選出区分 

山﨑 一彰  地域代表（地域協議会の役員） 

川北 和美  保護者代表（学校の保護者会の役員） 

吉田 朋幸  学識経験者 
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(４) 評価結果の総括 

   令和４年度分の点検・評価においては、評価項目ごとに各委員からさまざまな意見や具体

的な改善案の提案をいただきました。 

 

まず、３年に渡って続いたコロナ禍において、できることをできる形で取り組んでいく

「withコロナ」の考え方を大事にすべきという意見を今回も多くいただきました。事業を中

止することは簡単ですが、実施できる形を模索するのにはひと手間もふた手間もかかります。

しかし、教育における需要は待ったなしであり、実施するためにかける工夫が三朝町教育大

綱における基本理念実現へつながっていくものだということを、あらためて各事業実施の際

に考えていく必要があります。 

 

そして、令和４年度も引き続いて重点事業としていたコミュニティ・スクール推進事業と

小学校施設整備事業については、運用や工事着工という本格的な動きとなっていくにあたり、

みささっ子教育ビジョンで示す目指す子ども像の実現を視野に、本町における将来の教育の

あり方を見据えた取り組みとして、関係機関と連携しながら町が一丸となって進めていくこ

とを再確認するとともに、細やかな配慮や運営体制の骨格整備についても注力するよう求め

られていることが明らかとなりました。 

 

全体の点検・評価結果をとおしては、特に学力アップ土曜学習事業や三朝町・城陽市文化

スポーツ交流事業において、取り組みを途切れることなく行うべきとの意見をいただきまし

た。また、人権学習については、創意工夫により多くの町民が参加できる効果的な取り組み

を検討すべきとの指摘や、図書館についても、柔軟な発想で利用者が継続して来館したくな

る図書館を目指してほしいという提案もいただきました。教育委員及び教育行政評価委員の

意見については、「８．評価結果と各委員の意見等」に記載しています。 

 

教育活動は、事業の実施による結果が直ちに出るものは少なく、その成果を示すことが難

しいのが実情です。しかし、成果を検証して改善を加えていくという観点から、適切だと判

断される数値等の目標を掲げ、課題解決に向けた取り組みを行うことは必要です。三朝町教

育大綱における基本理念の実現を目指し、社会の変化や時代の発展を見据えた教育行政を推

進するため、教育上必要な需要を的確に把握し、事業の必要性や優先度を十分検証したうえ

で計画的に事業を執行していくことが重要であり、かつ、限られた財政状況の中で事務の効

率化を図り、国県補助等を活用した財源の確保に努める必要があります。 

 

三朝町教育委員会では、今回の評価結果を踏まえた今後の方向性等を次年度の教育事業計

画に反映させ、最良と思われる取り組みとして各事業を進めていくこととしており、今後も

定期的に事業の点検と評価を実施しながら、必要に応じて積極的な事業の改善や見直しを行

い、効果的な教育行政の推進に努めていきます。 

 

                          令和５年５月  

                            三朝町教育委員会 
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７ 令和４年度施策と成果指標 

  

三朝町教育大綱基本方針別みささっ子教育ビジョン基本目標と具体的施策にかかる具体的事業 

※オレンジ色は重点事業 

教育大綱 

基本方針 

みささっ子教育ビジョン 

基本目標と具体的施策 
具体的事業 R4 目標値 

(1) 

未来を拓く

「 生 き る

力」を育て

る「みささ

教育」の実

現 

(1) 

確かな学力の育成 

Ⅰ. 

学ぶ意欲の醸成と学力向上 

１． 

三朝町教育ＩＣＴ学びの充実推

進事業 

小中学校における標準学力調

査の５教科正答率 全国平均

以上 

小中学校におけるタブレット

端末の活用 毎日 

２． 

学力アップ土曜学習事業 

中学３年生における標準学力

調査の５教科正答率 全国平

均以上 

Ⅱ. 

教育課題に対応する教育の

推進 

３． 

みささイングリッシュシャワー

プログラム 

就学前児・小学校低学年への

外国語教室 各月２回 

４． 

外国語指導助手活動事業 

英検ＩＢＡリーディング・リ

スニングテストの総合スコア 

英検４級合格レベル以上 

Ⅲ. 

特別な教育的支援の充実 

５． 

学校運営支援員配置事業 

特別支援に関する研修会 年

２回 

就学前訪問 各園年３回 

６． 

通級指導教室事業 

小中学校各教室の年間を通じ

た適切な運営 

７． 

特別支援教育事業 

特別支援教育に関する教職員

アンケートにおける肯定的な

回答 ６割以上 

Ⅳ． 

学びの連続性を重視した教

育の推進 

８． 

園小中連携の推進 
園小中連携会議 年６回以上 

９． 

小中連携教育の推進 

小中連携教育に関する教職員

アンケートにおける肯定的な

回答 ６割以上 

(2) 

豊かな心の醸成 

Ⅰ. 

豊かな心の育成 

10． 

いじめ・不登校対策事業 

心の状況調査 小学校年１

回、中学校年２回 

調査実施後の個別教育相談 

年１回 

11. 

不登校対策支援員配置事業 

中学校不登校出現率 前年度

以下 

12. 

心の教室相談員設置事業 

心の教室利用者数 30 人／

月（平均）以上 

(3) 

健やかな体の育成 

Ⅱ. 

健康教育の推進 

13. 

命を大切にする学習事業 

授業実施回数 各校年２回以

上 

(5) 

豊かに関わる力の育成 

Ⅱ. 

多様な交流活動の充実とコ

ミュニケーション能力の向

上 

14． 

中学生フランス交流事業 

全校生徒が事業に触れる機会 

年３回以上 

15. 

中学生台湾交流事業 

全校生徒が事業に触れる機会 

年３回以上 

16. 

小学校相互交流事業 

オンラインによる学校間交流

の実施 

17. 

大人の背中運動 

学校と連動し児童生徒を主体

としたあいさつ運動の実施 

年３回 

18． 

三朝町・城陽市文化スポーツ交流

事業 

参加者数 上限の 70%以上 

参加児童の交流満足度 70％ 
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教育大綱 

基本方針 

みささっ子教育ビジョン 

基本目標と具体的施策 
具体的事業 R4 目標値 

(2) 

ふるさとを

学び・愛す

る「みささ

人（びと）」

の育成 

(4) 

ふるさと愛の醸成 

Ⅰ. 

ふるさとを愛する教育の推

進 

19. 

創意と特色ある学校づくり推進

事業 

各校で独自の特色ある学習の

実施 

20． 

総合的学習事業 
各校で体験学習の実施 

21. 

みささ町かがやく子どもフェス

ティバル開催事業 

来場者数 500 人 

事業参画団体 10 団体 

Ⅱ. 

ふるさとに触れる機会の充

実 

22． 

地域が育てる子ども総合対策事

業 

あおぞら体験塾参加者数 30

人／回 

体験塾に参加して楽しかった

と回答した児童の割合 70％ 

23． 

青少年育成町民会議補助金事業 

時代に即した青少年育成活動

の支援 

賛同団体 ５団体以上 

(5) 

豊かに関わる力の育成 

Ⅰ. 

社会参画意識の醸成 

24． 

青少年団体育成事業 

中学生・高校生参画事業の実

施 

中高生のボランティア参加 

(6) 

教育コミュニティづくりの

推進 

Ⅰ． 

地域一円の学校支援 

25. 

コミュニティ・スクール推進事業 

学校運営協議会の開催 

学校ボランティア登録者のボ

ランティア実施率 70% 

(7) 

教育環境の充実 

Ⅰ. 

学校教育における質の向上 

26． 

教職員指導力向上研修事業 

教職員集合研修機会の提供 

年５回以上 

Ⅱ． 

学校施設の整備充実 

27． 

学校施設維持修繕事業 

小中学校緊急的維持修繕への

対応 

28． 

小学校施設整備事業 

実施設計内容に沿った建設工

事の円滑な進捗管理 

29. 

教科書改訂特別事業 

学習指導要領改訂及び特別支

援学級への進級に伴う教師用

教科書・指導書、デジタル教

科書等の整備 

30． 

ＯＡ機器等備品整備事業 

教育用サーバー一式更新 

小学校校務用ＰＣ更新 

小学校教室用プロジェクター

整備 

31． 

調理センター施設管理事業 
施設の確実な点検の実施 

Ⅲ. 

児童生徒の通学支援 

32． 

放課後児童対策事業 

利用希望児童受入率 100％ 

指導員研修の実施 年１回以

上 

33. 

高校生等遠距離通学費補助金事

業 

補助対象生徒の制度利用率 

90％ 

34. 

小中学校遠距離通学費補助金事

業 

補助対象児童生徒の制度利用

率 100％ 

35. 

就学援助事業 
対象者への必要な援助の実施 
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教育大綱 

基本方針 

みささっ子教育ビジョン 

基本目標と具体的施策 
具体的事業 R4 目標値 

(4) 

生涯スポー

ツ活動の普

及と健康な

心と体づく

りの推進 

(2) 

豊かな心の醸成 

Ⅱ. 

情操教育の推進 

36． 

中学校運動部活動外部指導者派

遣事業 

必要な外部指導者等の配置 

外部指導者 ３人、外部指導

員 ３人 

37. 

三朝町スポーツ少年団補助金事

業 

団員数 160 人 

単位団指導者研修会、支援の

実施 

(3) 

健やかな体の育成 

Ⅰ. 

体力向上の推進 

38． 

スポーツ推進委員活動事業 

スポーツ推進委員主催事業の

企画・実施（スポーツ教室な

ど） 

39． 

三朝町体育協会委託金事業 

各種スポーツ大会等参加者数 

1,800 人 

Ⅱ． 

健康教育の推進 

40． 

食育推進事業 

県産地消率 95％以上 

園小中の食育取組成果発表 

年１回 

給食レシピ公開 月１回以上 

(5) 

生涯学び、

成長できる

豊かな暮ら

しの実現 

(2) 

豊かな心の醸成 

Ⅰ. 

豊かな心の育成 

41． 

人権啓発講演会等事業 

人権講演会・講座等参加者満

足度 80％以上 

42． 

人権教育推進協議会委託金事業 

人権学習機会の創出 

学習活動延べ参加者数  

1,000 人 

43． 

人権教育推進員設置事業 

人権教育推進員のコーディネ

ートによる人権教育の実施 

Ⅱ． 

情操教育の推進 

44. 

移動図書館サービスの充実 

各園・学童クラブ５か所  

月１回 

各集落・事業所等 26 か所  

月１回 

45． 

子どもたちの読書活動と学習活

動を支援 

お話会（各園・支援センター・

美術館等） 58 回 

小中学校学習資料貸出 

3,500 冊 

子どもが楽しめる行事 年２

回  

46． 

乳幼児の読書に親しむきっかけ

づくり 

ブックスタート  ４回／年 

ブックセカンド  24 組 

健診時のおはなし会 ７回 

47． 

人と本の出会いの場づくり 

テーマ選書展示 20 回 

教室の開催 24 回 

(3) 

健やかな体の育成 

Ⅱ. 

健康教育の推進 

48． 

家庭教育支援推進事業 

園、学校における子育て親育

ち講座の開催数 園３回、小

中学校各１回 

(4) 

ふるさと愛の醸成 

Ⅰ. 

ふるさとを愛する教育の推

進 

49． 

生涯学習講座「三朝大学」開催事

業 

高齢者の生涯学習機会の提供 

受講者の年間満足度 80%以

上 

Ⅱ. 

ふるさとに触れる機会の充

実 

50． 

気軽に利用しやすい図書館づく

り 

入館者   25,000 人 

登録者    6,500 人 

貸出冊数  個人 75,000 冊 

       団体 18,000 冊 

      （移動 15,000 冊） 

51． 

より豊かで質の高い蔵書体系の

構築 

蔵書 110,000 冊 
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教育大綱 

基本方針 

みささっ子教育ビジョン 

基本目標と具体的施策 
具体的事業 R4 目標値 

(5) 

生涯学び、

成長できる

豊かな暮ら

しの実現 

(4) 

ふるさと愛の醸成 

Ⅱ. 

ふるさとに触れる機会の充

実 

52． 

ニーズに応えるきめ細かなサー

ビスの提供 

リクエストサービス 

6,500 件 

相互貸出サービス  4,000 件 

相談業務（リファレンス) 

2,000 件 

障がい者サービス  500 件 

53． 

情報発信の強化 
ホームページ更新（月３回） 

54． 

郷土資料の収集・適正管理保存・

提供 

新規収集・適正保存 100 冊 

展示による周知・継承 年１

回 

55． 

地域住民の活動発表、コミュニテ

ィの推進 

特集・共催展示 10 回 

図書館行事 10 回 

ミニ講座 ２回 

図書館ボランティア推進 ５

人 

(5) 

豊かに関わる力の育成 

Ⅲ. 

視野の広い人材育成の推進 

56． 

未来を拓けみささっ子創造事業 

中学生が自分の将来の参考に

なったと答えた回答率 70％ 

(6) 

文化、伝統、

地 域 資 源

（文化財）

の継承と芸

術の振興 

(2) 

豊かな心の醸成 

Ⅱ. 

情操教育の推進 

57． 

青少年劇場開催事業 

青少年劇場の開催 

開催テーマに興味を持った生

徒の割合 50％ 

58． 

三朝町将棋フェスティバル開催

事業 

イベント参加者数 80 人 

将棋啓発イベントの企画 

(4) 

ふるさと愛の醸成 

Ⅰ. 

ふるさとを愛する教育の推

進 

59． 

文化振興事業 

三朝町文化サークルの支援 

三朝町芸能文化祭の実施 

60． 

三徳山遺跡発掘調査等事業 

調査成果の整理と報告 

坂本バイパス計画地の試掘調

査実施 

61． 

世界遺産登録促進事業 
調査成果報告会 年１回 

62． 

日本遺産活用推進協議会補助金

(保存事業） 

日本遺産三徳山三朝温泉を守

る会の支援 
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(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅱ
.

教
育
課
題
に
対

応
す
る
教
育
の

推
進

３
．

み
さ
さ
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
シ
ャ

ワ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

継
続

就
学
前
児
・
小
学

校
低
学
年
へ
の
外

国
語
教
室

→
各
月
２
回

町
内
各
保
育
園
・
こ
ど
も
園
及
び
小
学
校
に
お
い

て
、
教
員
、
小
学
校
外
国
語
指
導
助
手
及
び
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り

英
語
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
。
幼
児
期
か
ら
中
学
校

ま
で
切
れ
目
な
い
本
町
独
自
の
英
語
教
育
を
実
践
し

た
。

保
育
園
で
の
外
国
語
活
動
　
月
２
回

小
学
校
低
学
年
で
の
外
国
語
活
動
　
月
２
回

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
担
当
者
会
　
年
１
回

【
成
果
】

【
課
題
】

園
及
び
小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
及
び
英
語
教
育
を

毎
月
２
回
実
施
し
た
。
中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し

た
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
は
、
英
検
３
級
程
度
に
到
達
し
た

生
徒
が
１
／
３
と
な
っ
た
。

ま
た
、
園
、
学
校
の
外
国
語
担
当
者
に
よ
る
担
当
者

会
を
１
回
実
施
し
た
。

令
和
２
年
度
に
作
成
し
た
英
語
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
各
所
属
の
担
当
に
実
施
内
容
の
見
直
し
を
依
頼

し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
更
新
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。

外
国
語
活
動
に
お
け
る
小
中
の
接
続
だ
け
で
な
く
、

保
育
園
及
び
こ
ど
も
園
と
小
学
校
、
中
学
校
と
の
活

動
の
工
夫
に
つ
い
て
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
の
中
で
検
討
を
進

め
て
い
く
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
将
来
に
渡
り
英
語
と
関
わ
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
就
学
前
・
小
学
校
低
学
年
へ
の
英
語
教
育
は

楽
し
く
興
味
が
持
て
る
学
習
と
な
る
よ
う
、
引
き
続

き
保
小
中
が
連
携
し
て
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
園
か
ら
小
中
ま
で
の
継
続
し
た
英
語
教
育
の
成
果

が
見
え
る
。

◎
非
常
に
良
い
取
り
組
み
で
、
成
果
も
着
実
に
上

が
っ
て
い
る
と
思
う
。
今
後
に
期
待
し
て
い
る
。

◎
今
後
も
就
学
前
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
を
と
お
し

て
継
続
的
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

★
幼
時
期
か
ら
中
学
校
ま
で
切
れ
目
の
な
い
本
町
独

自
の
英
語
教
育
の
実
践
は
評
価
で
き
る
。
令
和
５
年

度
の
英
語
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
機
に
、
園

小
中
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
実
効
性
を
高
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

★
引
き
続
き
就
学
前
か
ら
楽
し
ん
で
英
語
に
触
れ
る

環
境
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

★
中
学
校
に
お
け
る
英
語
能
力
の
高
さ
は
、
一
貫
し

た
指
導
の
成
果
の
表
れ
だ
と
考
え
る
。

★
今
年
度
は
、
全
国
学
テ
に
お
い
て
も
英
語
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
結
果
を
分
析
し
、
今
後
の
指
導
に
生

か
す
よ
う
に
願
う
。

３
．

み
さ
さ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
シ
ャ
ワ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

→
令
和
５
年
度
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を

各
校
で
分
析
し
、
指
導
に
生
か
し
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
末
か
ら
小
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
月

に
１
回
各
園
を
訪
問
し
、
英
語
で
園
児
と
交
流
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
が
、
就
学
時
に
望
ま
し
い
園
児
の

英
語
能
力
と
興
味
に
つ
い
て
、
園
小
で
意
識
の
統
一

が
図
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
令
和
４
年
度

に
見
直
さ
れ
た
年
間
計
画
を
も
と
に
、
各
園
で
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
３
園
の

足
並
み
を
そ
ろ
え
た
い
。

　
加
え
て
、
小
中
で
も
英
語
学
習
に
対
す
る
認
識
の

ズ
レ
が
見
ら
れ
、
中
学
校
の
早
い
段
階
で
英
語
に
対

す
る
苦
手
意
識
が
出
て
く
る
実
態
が
あ
る
。
小
学
校

の
英
語
の
目
標
、
内
容
等
を
小
中
が
共
通
理
解
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
接
続
、
連
携
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
る
。

　
大
人
も
英
語
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
積
極
的
に
な

る
必
要
が
あ
り
、
大
人
へ
の
英
語
教
室
み
た
い
な
も

の
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
総
合
的
に
町
全

体
で
英
語
を
楽
し
く
学
べ
る
機
会
の
提
供
と
、
児
童

生
徒
へ
楽
し
く
実
効
性
の
あ
る
英
語
活
動
の
機
会
を

提
供
す
る
よ
う
励
み
た
い
。

◎
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
が
、
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
納
得
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と

り
に
き
め
細
か
い
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
が
年
々
進
ん
で
い

る
よ
う
に
思
う
。
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
活
用
を
お
願
い
し
た

い
。

◎
先
生
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
る
。
児
童
生
徒
と
同
様
に
、
ど
の
先
生
も
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
、
研
修
や
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

★
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
計
画
に
基
づ
く
実
施
状

況
の
成
果
で
「
学
力
と
の
相
関
」
の
検
証
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
目
標
値
達
成
だ
け
に
主
眼
を
置
く

こ
と
な
く
、
派
生
的
な
ト
ラ
ブ
ル
等
の
傾
向
と
対
策

を
十
分
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
他
方
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
最
終
目
的
は
「
自
分
で
考

え
行
動
も
で
き
る
創
造
的
な
人
材
の
育
成
」
だ
と
さ

れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
”
情
報
を
収
集
す
る

力
”
、
そ
の
情
報
を
整
理
し
、
主
体
的
に
”
判
断
す

る
力
”
を
養
う
視
点
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

★
コ
ロ
ナ
の
濃
厚
接
触
者
等
で
通
学
で
き
な
い
時
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ

た
と
思
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
の
学
習
も
併

せ
て
お
願
い
し
た
い
。

★
中
学
校
の
レ
ベ
ル
は
、
中
部
地
区
の
範
に
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
継
続
し
て
さ
ら
な
る
活
用
の

充
実
を
望
む
。

★
反
面
、
活
用
が
増
え
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
リ

ス
ク
も
増
え
る
。
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
等
の
指
導
も
併

せ
て
お
願
い
し
た
い
。

１
．

三
朝
町
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
び
の
充
実
推
進
事
業

→
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

に
月
２
回
の
研
修
を
行
い
、
基
礎
的
な
活
用
能
力
の

底
上
げ
を
行
っ
た
が
、
先
生
に
よ
り
活
用
能
力
に
差

が
あ
る
の
が
実
態
。
県
も
全
県
の
先
生
を
対
象
に
毎

月
希
望
者
へ
の
研
修
等
を
行
い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
る
。
特
に
中
学
校
で
は
、
活
用
が
得
意
な

先
生
と
そ
う
で
な
い
先
生
で
３
人
体
制
を
編
成
し
、

指
導
・
協
同
し
合
っ
て
い
る
。

　
ド
リ
ル
ソ
フ
ト
等
を
通
じ
て
児
童
生
徒
個
人
の
学

習
習
熟
度
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
時
間
の
問
題

も
あ
り
個
別
に
先
生
が
全
て
把
握
す
る
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
く
、
よ
り
有
効
な
ツ
ー
ル
を
町
教
委
、
先

生
と
協
力
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　
三
朝
中
学
校
区
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
２
年
間

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
と
っ
と
り
授
業
改
革
推
進
事

業
」
の
実
践
校
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

学
習
に
お
け
る
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
研

修
や
授
業
実
践
を
積
み
重
ね
て
お
り
、
中
部
圏
内
で

も
先
進
的
な
取
組
状
況
と
い
え
る
。
児
童
生
徒
の
個

別
最
適
な
学
び
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
、

さ
ら
な
る
活
用
を
進
め
た
い
。

　
ま
た
、
タ
イ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で

小
学
生
の
タ
イ
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
が
向
上
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
継
続
し
た
取
り
組
み
を
行
う
。

　
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
・
モ
ラ
ル
教
育
は
、
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
方
法
や
ツ
ー
ル
が
多
様
化
し

て
い
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
便
利
な
反
面
、
恐
ろ
し

い
道
具
に
も
な
る
こ
と
を
特
に
先
生
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
県
や
民
間
団
体
か
ら
リ
テ
ラ

シ
ー
・
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
研
修
案
内
が
来
る
た

め
、
そ
う
い
っ
た
機
会
を
利
用
す
る
よ
う
推
奨
し
、

リ
テ
ラ
シ
ー
・
モ
ラ
ル
の
不
足
に
よ
る
事
件
や
ト
ラ

ブ
ル
等
を
学
校
へ
情
報
提
供
し
て
危
機
感
を
持
つ
よ

う
促
し
た
い
。
加
え
て
、
児
童
生
徒
へ
の
指
導
に
つ

い
て
は
、
日
々
の
学
習
の
中
で
学
年
に
応
じ
て
適
切

に
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅰ
.

学
ぶ
意
欲
の
醸

成
と
学
力
向
上

１
．

三
朝
町
教
育
Ｉ
Ｃ

Ｔ
学
び
の
充
実
推

進
事
業

継
続

小
中
学
校
に
お
け

る
標
準
学
力
調
査

の
５
教
科
正
答
率

→
全
国
平
均
以
上

小
中
学
校
に
お
け

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
活
用

→
毎
日

小
中
学
校
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ

ル
）
を
整
備
し
た
。
授
業
の
み
で
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
持
ち
帰
っ
た
際
に
家
庭
で
も
そ
の
教
材
を
活
用

し
て
学
力
向
上
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
た
。

（
標
準
学
力
調
査
）

　
小
学
校

　
　
１
～
６
年
　
３
学
期
に
１
回
実
施

　
中
学
校

　
　
１
～
２
年
　
１
学
期
と
３
学
期
に
実
施

　
　
３
年
　
　
　
１
学
期
に
実
施

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
計
画
書

に
基
づ
き
、
学
校
に
お
け
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活

用
を
支
援
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
週
２
回
半

日
ず
つ
各
校
へ
派
遣
。
教
材
作
成
や
授
業
支
援
を

行
っ
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
地
域
の
県
指
定
を
受

け
、
教
職
員
の
活
用
能
力
の
向
上
及
び
児
童
生
徒
の

活
用
機
会
が
増
加
す
る
よ
う
努
め
た
。

令
和
３
年
度
に
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
向
上
の

た
め
の
研
修
を
月
２
回
程
度
実
施
し
た
成
果
が
表
れ

て
お
り
、
ほ
ぼ
毎
日
授
業
に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
教
職
員
の
活
用
能
力
の
向
上

及
び
児
童
生
徒
の
活
用
機
会
が
増
加
し
た
。

令
和
４
年
度
は
タ
イ
ピ
ン
グ
能
力
向
上
も
図
る
た

め
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
タ
イ
ピ
ン
グ
が
学
べ
る
無
料
の

ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

〔
標
準
学
力
調
査
〕

小
学
校
　
各
学
年
の
全
教
科
平
均
に
お
い
て
、
３
～

1
0
ポ
イ
ン
ト
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。

中
学
校
　
１
、
２
年
生
は
全
国
平
均
を
２
～
４
ポ
イ

ン
ト
下
回
っ
た
。
３
年
生
は
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
に
よ
り
、
授
業
等
に
お
け
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
が
さ
ら
に
加
速
し
、
毎
日

機
器
を
活
用
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
効

果
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
、
学
力
と
の
相
関
を
検
証
し
て
い
る
。

ま
た
、
端
末
の
持
ち
帰
り
が
非
常
に
増
え
た
こ
と

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
活
用
機
会
が
増
え
、
生
徒

会
活
動
等
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
伴
い
、
児
童
生

徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
機
会
が
さ
ら
に
増
え
て
い

る
。

各
教
科
に
お
い
て
、
既
習
事
項
を
活
用
、
発
展
さ
せ

る
力
に
課
題
が
あ
る
。
小
中
で
連
携
を
意
識
し
た
教

科
指
導
を
重
点
目
標
と
し
、
授
業
改
善
を
進
め
て
い

く
。

ま
た
、
使
用
し
て
い
る
教
材
が
真
に
児
童
生
徒
に
適

し
て
い
る
か
、
今
後
、
整
備
す
べ
き
オ
ン
ラ
イ
ン
教

材
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
家
庭

に
お
い
て
も
整
備
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
活
用
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
活
用
推
進
が
進
む
に
つ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
の
向
上
に
今
後
は
一
層
力
を
入
れ
る

必
要
が
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
せ
な
い
、
起
き
た
時
の

対
処
を
さ
ら
に
磨
く
必
要
が
あ
る
。

1
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８
．

園
小
中
連
携
の
推

進
新
規

園
小
中
連
携
会
議

→
年
６
回
以
上

合
同
園
長
・
校
長
会
の
開
催
　
年
５
回

保
こ
小
連
絡
協
議
会
　
年
２
回

三
朝
町
就
学
指
導
連
絡
会
　
年
３
回

各
所
属
長
に
よ
る
協
議
や
情
報
交
換
の
場
を
計
画
的

に
実
施
し
、
子
育
て
1
2
か
条
の
推
進
や
就
学
指
導
に

お
け
る
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
支
援
を
進
め
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

連
携
に
係
る
会
議
は
計
画
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

事
業
に
対
す
る
協
議
や
情
報
共
有
が
中
心
と
な
っ
た

た
め
、
各
学
校
及
び
園
の
課
題
等
を
情
報
交
換
し
な

が
ら
、
園
小
中
が
一
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
柄
を

協
議
す
る
場
の
設
定
も
必
要
で
あ
る
。

Ａ

◎
連
携
が
取
れ
て
い
る
と
思
う
。

◎
園
小
中
の
連
携
を
図
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と

だ
と
感
じ
る
。
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、
問
題
や
課
題
の

共
有
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

★
学
び
の
連
続
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
「
園
小
中

連
携
会
議
」
で
効
果
的
な
運
営
を
お
願
い
し
た
い
。

★
連
携
し
、
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、
途
切
れ
な
い

支
援
が
続
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

８
．

園
小
中
連
携
の
推
進

→
連
携
会
議
で
、
各
園
・
学
校
の
様
子
を
情
報
共
有

し
た
り
、
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
り
す
る
場
を
設

定
す
る
こ
と
と
す
る
。

９
．

小
中
連
携
教
育
の

推
進

新
規

小
中
連
携
教
育
に

関
す
る
教
職
員
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
け

る
肯
定
的
な
回
答

→
６
割
以
上

小
中
連
携
の
重
点
項
目
と
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教

育
、
特
別
支
援
教
育
（
通
級
指
導
）
、
生
徒
指
導
、

学
校
図
書
館
等
、
担
当
者
に
よ
る
会
議
を
定
期
的
に

開
催
し
、
連
携
を
進
め
た
。

新
校
舎
運
用
後
を
見
据
え
、
教
育
課
程
上
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
管
理
職
及
び
教
務
主
任
に
よ
る

協
議
を
行
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

令
和
４
年
１
月
策
定
「
三
朝
町
小
中
連
携
教
育
」
に

示
し
た
具
体
的
施
策
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
施
策
に
よ
っ
て
は
担
当
者
に
よ
る
協
議
を
も
と

に
さ
ら
に
発
展
的
な
取
り
組
み
に
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
た
。

各
担
当
者
に
よ
る
協
議
内
容
を
管
理
職
が
把
握
し
、

学
校
全
体
に
周
知
し
て
い
く
よ
う
な
体
制
が
必
要
で

あ
る
。

Ｂ

★
小
中
の
連
携
に
よ
り
目
指
す
児
童
生
徒
像
を
明
確

化
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
。

９
．

小
中
連
携
教
育
の
推
進

→
目
指
す
児
童
生
徒
像
に
向
か
っ
て
、
校
長
会
、
各

校
担
当
者
会
等
で
協
議
し
た
内
容
等
を
校
内
で
共
有

し
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
校
内
体

制
を
整
え
て
い
く
。

1
4
．

中
学
生
フ
ラ
ン
ス

交
流
事
業

継
続

全
校
生
徒
が
事
業

に
触
れ
る
機
会

→
年
３
回
以
上

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和
４
年
度
も
中
学
生
手
作
り

訪
仏
事
業
は
中
止
と
し
た
が
、
本
町
と
友
好
姉
妹
都

市
提
携
を
結
ぶ
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ラ
マ
ル
ー
・
レ
・

バ
ン
町
と
の
交
流
を
継
続
し
、
中
学
生
に
お
け
る
豊

か
な
感
性
と
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
機
会
を
提
供

す
る
た
め
、
「
国
際
感
覚
の
あ
る
み
さ
さ
っ
子
育
成

事
業
」
と
し
て
以
下
の
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

・
食
と
遊
び
体
験
（
中
３
希
望
生
徒
対
象
）

・
フ
ラ
ン
ス
学
習
会
（
町
国
際
交
流
員
講
師
、
中
１

～
２
全
生
徒
対
象
）

・
ラ
マ
ル
ー
出
身
小
中
学
生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

（
訪
仏
事
業
派
遣
希
望
生
徒
対
象
）

・
給
食
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
（
小
中
学
校
計
年
３
回
）

・
親
子
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
づ
く
り
（
中
学
校
冬
休
み

課
題
と
し
て
レ
シ
ピ
提
供
）

【
成
果
】

【
課
題
】

派
遣
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
際
感
覚
の
あ
る
み
さ

さ
っ
子
育
成
事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に

触
れ
る
機
会
を
年
間
と
お
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
年
度
以
降
の
派
遣
応
募
等

へ
の
意
欲
醸
成
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
ら
れ
る
。

令
和
５
年
度
に
中
学
生
派
遣
が
再
開
す
る
こ
と
を
見

据
え
、
派
遣
と
な
ら
な
い
生
徒
へ
も
国
際
感
覚
を
身

に
付
け
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ａ

◎
海
外
に
興
味
を
持
つ
、
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
付

け
る
等
、
国
際
交
流
事
業
に
は
大
き
な
意
義
が
あ

り
、
三
朝
町
教
育
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

◎
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
国
際
交
流
が
再
開
さ
れ
た

際
は
、
今
ま
で
以
上
に
交
流
が
意
義
深
い
も
の
と
な

る
よ
う
期
待
す
る
。

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
は
図
れ
て
い
る
と
思
う
。

◎
派
遣
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
生
徒
が
同
じ
学
び

が
で
き
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

★
本
町
と
姉
妹
都
市
提
携
し
て
い
る
ラ
マ
ル
ー
・

レ
・
バ
ン
町
と
は
3
3
年
間
の
交
流
の
歴
史
が
あ
り
な

が
ら
、
事
業
そ
の
も
の
が
形
骸
化
し
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
中
学
生
が
豊
か
な
感
性
と
国
際
感
覚

を
身
に
着
け
る
こ
と
と
、
自
治
体
が
フ
ラ
ン
ス
・
台

湾
と
国
際
交
流
す
る
こ
と
の
背
景
と
事
業
の
あ
り
方

を
も
う
少
し
明
確
に
整
理
す
べ
き
。
時
代
や
環
境
変

化
の
中
、
今
一
度
本
町
の
国
際
交
流
の
原
点
と
役
割

を
再
確
認
し
、
問
題
点
や
課
題
を
議
論
し
直
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
本
町
独
自
の
「
み
さ
さ
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
シ
ャ
ワ
ー
」
や
園
小
中
連
携
教
育
な
ど
を
体
系

的
に
組
み
合
わ
せ
、
国
際
感
覚
の
醸
成
を
図
る
工
夫

を
し
て
ほ
し
い
。

★
コ
ロ
ナ
過
で
派
遣
等
は
で
き
な
く
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
や
お
互
い
の
文
化
に
触
れ
合
う
と
い
う
工
夫
が

あ
り
、
よ
か
っ
た
と
思
う
。

★
コ
ロ
ナ
で
派
遣
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
等
コ
ロ
ナ
ゆ
え
の
工
夫
で
交
流
で
き
た
。

1
4
．

中
学
生
フ
ラ
ン
ス
交
流
事
業

→
令
和
４
年
度
も
派
遣
が
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
全

て
の
生
徒
が
フ
ラ
ン
ス
交
流
に
関
わ
れ
る
取
り
組
み

を
実
施
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
派
遣
が
で
き
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
て
の
生
徒
が
フ
ラ
ン
ス
交

流
に
関
わ
れ
る
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
工
夫
す
る
と

と
も
に
、
交
流
の
歴
史
を
学
び
、
感
じ
な
が
ら
取
り

組
め
る
交
流
と
な
る
よ
う
組
み
立
て
を
検
討
し
た

い
。

　
加
え
て
、
園
小
中
連
携
で
取
り
組
む
英
語
学
習
も

ね
ら
い
と
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
と
し
た
い
。

(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅳ
.

学
び
の
連
続
性

を
重
視
し
た
教

育
の
推
進

Ｂ
Ｂ

2
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1
5
．

中
学
生
台
湾
交
流

事
業

継
続

全
校
生
徒
が
事
業

に
触
れ
る
機
会

→
年
３
回
以
上

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和
４
年
度
も
台
中
市
石
岡
区

と
の
中
学
生
相
互
交
流
事
業
は
中
止
と
し
た
が
、
三

朝
中
学
校
と
姉
妹
校
協
約
を
結
ぶ
台
湾
台
中
市
石
岡

國
民
中
学
と
の
交
流
を
継
続
し
、
中
学
生
に
お
け
る

豊
か
な
感
性
と
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
「
国
際
感
覚
の
あ
る
み
さ
さ
っ
子
育

成
事
業
」
と
し
て
以
下
の
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

・
食
と
遊
び
体
験
（
中
３
希
望
生
徒
対
象
）

・
台
湾
学
習
会
（
国
際
交
流
財
団
講
師
、
中
１
～
２

全
生
徒
対
象
）

・
石
岡
國
民
中
学
生
徒
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
（
中

３
全
生
徒
対
象
）

・
給
食
で
台
湾
料
理
（
小
中
学
校
年
１
回
）

・
親
子
で
台
湾
料
理
づ
く
り
（
中
学
校
冬
休
み
課
題

と
し
て
レ
シ
ピ
提
供
）

【
成
果
】

【
課
題
】

派
遣
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
際
感
覚
の
あ
る
み
さ

さ
っ
子
育
成
事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
台
湾
に
触
れ

る
機
会
を
年
間
と
お
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
年
度
以
降
の
派
遣
応
募
等
へ

の
意
欲
醸
成
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

ら
れ
る
。

令
和
５
年
度
に
中
学
生
派
遣
が
再
開
す
る
こ
と
を
見

据
え
、
派
遣
と
な
ら
な
い
生
徒
へ
も
石
岡
國
民
中
学

訪
問
団
来
町
を
契
機
と
し
て
国
際
感
覚
を
身
に
付
け

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
。

Ａ

◎
海
外
に
興
味
を
持
つ
、
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
付

け
る
等
、
国
際
交
流
事
業
に
は
大
き
な
意
義
が
あ

り
、
三
朝
町
教
育
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

◎
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
国
際
交
流
が
再
開
さ
れ
た

際
は
、
今
ま
で
以
上
に
交
流
が
意
義
深
い
も
の
と
な

る
よ
う
期
待
す
る
。

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
は
図
れ
て
い
る
と
思
う
。

◎
派
遣
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
生
徒
が
同
じ
学
び

が
で
き
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

★
コ
ロ
ナ
過
で
派
遣
等
は
で
き
な
く
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
や
お
互
い
の
文
化
に
触
れ
合
う
と
い
う
工
夫
が

あ
り
、
よ
か
っ
た
と
思
う
。

★
コ
ロ
ナ
で
派
遣
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
等
コ
ロ
ナ
ゆ
え
の
工
夫
で
交
流
で
き
た
。

1
6
．

小
学
校
相
互
交
流

事
業

継
続

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
学
校
間
交
流
の

実
施

本
町
と
友
好
都
市
盟
約
を
結
ぶ
滋
賀
県
多
賀
町
の
小

学
校
２
校
と
の
児
童
相
互
交
流
を
将
来
的
に
見
据
え

な
が
ら
、
小
学
校
教
職
員
及
び
事
務
局
職
員
に
よ
る

取
り
組
み
準
備
を
進
め
、
ま
ず
は
学
校
間
で
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
交
流
を
実
施
し
た
。

　
三
朝
小
　
３
年
生
全
員

　
多
賀
小
　
５
年
生
全
員

　
大
滝
小
　
全
校
児
童

【
成
果
】

【
課
題
】

令
和
４
年
度
前
半
で
多
賀
町
に
お
い
て
事
務
局
間
協

議
を
行
っ
た
後
、
小
学
校
間
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

に
向
け
た
調
整
を
学
校
主
体
で
行
う
形
に
移
行
し
、

年
度
内
に
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
交
流
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

交
流
活
動
が
単
発
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
次
年
度
以

降
も
継
続
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
が
実
施
で
き
る
よ

う
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

Ａ

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
は
図
れ
て
い
る
と
思
う
。

★
コ
ロ
ナ
で
派
遣
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
等
コ
ロ
ナ
ゆ
え
の
工
夫
で
交
流
で
き
た
。

1
8
．

三
朝
町
・
城
陽
市

文
化
ス
ポ
ー
ツ
交

流
事
業

継
続

参
加
者
数

→
上
限
の
7
0
％
以

上 参
加
児
童
の
交
流

満
足
度

→
7
0
％

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
す
る
京
都
府
城
陽
市
と
、
両

市
町
の
児
童
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動

を
通
じ
て
相
互
に
体
験
交
流
学
習
を
行
う
事
業
。

令
和
４
年
度
は
本
町
児
童
を
城
陽
市
へ
派
遣
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
の
影
響
に
よ
り
、
両
市
町
及
び
保
護
者
の
意
向
を

踏
ま
え
事
業
中
止
と
な
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

事
業
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
で
、
特
筆
す
べ
き
成
果

を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

ま
た
、
代
替
事
業
も
実
施
し
な
か
っ
た
。

令
和
２
年
度
か
ら
３
年
連
続
で
事
業
が
中
止
し
た
こ

と
で
、
本
事
業
へ
の
関
心
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
（
事
業
自
体
を
知
ら
な
い
児
童
、
保
護

者
が
多
く
な
る
）
。

令
和
５
年
度
は
本
町
が
担
当
（
城
陽
市
の
受
入
）
と

な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
目
的
及
び
内
容
を
年
度
当

初
か
ら
児
童
、
保
護
者
に
対
し
て
周
知
を
図
る
等
、

本
町
児
童
の
参
加
を
積
極
的
に
促
す
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
も
城
陽
市
児
童
だ
け
で

な
く
、
本
町
児
童
も
「
三
朝
町
を
知
る
」
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

Ｄ

◎
派
遣
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
生
徒
が
同
じ
学
び

が
で
き
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◎
城
陽
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
保
護
者
を
は
じ
め
、
町
民
に
も
っ
と
周

知
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
知
ら
な
い

町
民
が
多
い
と
感
じ
る
。

★
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
互
い
の
町

や
文
化
交
流
が
図
れ
た
ら
と
思
う
。
知
ら
な
い
方
が

多
い
と
思
う
。

★
実
施
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。

1
8
．

三
朝
町
・
城
陽
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

→
令
和
５
年
度
は
三
朝
町
に
城
陽
市
児
童
を
受
け
入

れ
る
。
４
年
ぶ
り
の
実
施
に
あ
た
り
、
多
く
の
児
童

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
。

　
ま
た
、
実
施
し
た
成
果
を
広
く
発
信
し
て
い
き
た

い
。

(
5
)

豊
か
に
関
わ
る

力
の
育
成

Ⅱ
.

多
様
な
交
流
活

動
の
充
実
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の

向
上

(
6
)

教
育
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の

推
進

Ⅰ
.

地
域
一
円
の
学

校
支
援

2
5
．

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
推
進
事

業

継
続

学
校
運
営
協
議
会

の
開
催

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
者
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
実
施
率

→
7
0
％

学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
委
嘱

　
小
学
校
　
1
4
名

　
中
学
校
　
1
6
名

学
校
運
営
協
議
会
の
開
催

　
小
・
中
合
同
開
催
も
併
せ
て
　
５
回
開
催

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
　
2
0
名

・
延
べ
活
動
日
人
数
　
1
4
3
名

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
存
在
を
地
域
内
に

広
く
示
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

◎
地
域
の
学
校
支
援
の
推
進
は
図
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
多
く
の
地

域
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体
制
で

は
な
い
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
町
民
へ
の

周
知
が
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
広
報
紙
等
で

引
き
続
き
周
知
を
図
る
必
要
性
を
感
じ
る
。

★
令
和
４
年
度
が
導
入
初
期
と
は
い
え
、
学
校
、
地

域
、
保
護
者
、
関
係
団
体
等
は
も
と
よ
り
全
町
民
に

事
業
の
主
旨
、
方
向
性
、
実
施
体
制
、
事
業
効
果
等

の
周
知
が
徹
底
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

★
小
中
学
校
運
営
委
員
会
の
あ
り
方
の
議
論
や
事
業

実
施
の
キ
ー
マ
ン
と
な
る
「
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
早
急
に
設
置
し
、
運
営
体

制
の
骨
格
を
整
え
て
ほ
し
い
。

★
事
業
が
始
ま
っ
て
ま
だ
日
が
浅
い
。
周
知
を
進

め
、
さ
ら
な
る
参
加
者
増
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

2
5
．

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

→
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
継
続
的
に

公
表
し
、
認
知
度
を
高
め
る
。

　
ま
た
、
地
域
と
学
校
双
方
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
相
互
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
協
議
を
深
め
る
。

　
な
お
、
地
域
と
学
校
の
橋
渡
し
役
と
な
る
「
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の

役
割
と
運
用
方
法
を
整
理
し
た
う
え
で
、
協
議
会
の

意
見
を
踏
ま
え
、
検
討
を
重
ね
る
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ａ

【
成
果
】

【
課
題
】

運
営
協
議
会
を
小
中
合
同
も
併
せ
て
５
回
開
催
し

て
、
運
営
協
議
会
と
し
て
目
指
す
子
ど
も
像
『
ふ
る

さ
と
「
み
さ
さ
」
を
愛
し
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る

み
さ
さ
っ
子
』
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

・
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施
率
9
0
.
0
％

地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、
学
校
協
働
活
動
を
実
施

す
る
。

今
後
、
学
校
と
地
域
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
に
つ
い
て
、
運
営
協
議
会
の
中
で
必
要
性
、
業

務
量
な
ど
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
た
運
営
体

制
を
検
討
す
る
。

Ｂ

3
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(
7
)

教
育
環
境
の
充

実 Ⅰ
.

学
校
教
育
に
お

け
る
質
の
向
上

2
6
．

教
職
員
指
導
力
向

上
研
修
事
業

継
続

教
職
員
集
合
研
修

機
会
の
提
供

→
年
５
回
以
上

幼
児
期
か
ら
中
学
校
ま
で
連
携
し
た
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
、
小
中
学
校
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修

会
等
を
開
催
し
た
。

・
校
内
授
業
研
究
会
（
年
３
回
）

　
講
師
：
高
旗
浩
志
教
授
（
岡
山
大
学
教
師
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
）

　
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
講
師
を
招
へ
い
（
オ
ン
ラ

イ
ン
含
む
）
し
、
公
開
授
業
、
講
演
を
通
じ
て
理
解

を
深
め
た
。

・
映
像
制
作
授
業
（
年
２
回
）

　
講
師
：
服
部
勝
孝
氏
（
映
像
作
家
）

【
成
果
】

【
課
題
】

大
学
教
授
を
中
学
校
に
派
遣
し
、
特
に
対
話
的
な
学

び
の
実
現
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
た
。
学
び
を
深

め
る
た
め
の
手
立
て
や
支
援
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
、
学
校
全
体
で
授
業
改
善
に
努
め
た
。
ま
た
、
小

中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
で
実
施
し
た
授
業
研
究
会
に
相
互

に
教
員
を
派
遣
し
、
交
流
を
図
っ
た
。

次
年
度
は
小
中
連
携
に
係
る
職
員
研
修
を
小
中
学
校

全
職
員
を
対
象
に
実
施
し
、
小
中
連
携
に
つ
い
て
の

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
教
科
に
お
け
る
連

携
や
接
続
を
行
う
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て
も
、
で
き

る
だ
け
学
校
の
希
望
に
添
え
る
よ
う
な
形
で
実
施
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

★
研
修
を
受
け
ら
れ
た
小
中
の
先
生
方
の
評
価
を
尊

重
す
る
。

(
7
)

教
育
環
境
の
充

実 Ⅱ
.

学
校
施
設
の
整

備
充
実

2
8
．

小
学
校
施
設
整
備

事
業

継
続

実
施
設
計
内
容
に

沿
っ
た
建
設
工
事

の
円
滑
な
進
捗
管

理

実
施
設
計
に
沿
っ
て
、
新
た
な
小
学
校
施
設
の
整
備

に
向
け
た
建
設
工
事
及
び
工
事
監
理
等
の
契
約
を
締

結
し
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

実
施
設
計
に
沿
っ
て
工
事
に
着
手
し
、
関
係
者
で
協

議
を
重
ね
な
が
ら
工
事
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
加
え
て
、
工
事
中
の
令
和
５
年
度
に
関
す
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
等
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
間
の
協

議
も
行
っ
た
。

不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
際
の
関
係
者
調
整
等
、
引

き
続
き
円
滑
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
加
え

て
、
特
に
中
学
校
の
授
業
等
に
つ
い
て
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
継
続
し
て
配
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
円
滑
に
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

★
三
朝
小
学
校
新
築
移
転
に
伴
い
、
校
庭
（
室
外
活

動
ス
ペ
ー
ス
）
エ
リ
ア
が
狭
小
と
な
る
。
小
中
体
育

授
業
、
小
中
外
行
事
、
室
外
部
活
動
等
は
旧
三
朝
小

校
庭
を
利
用
す
る
と
の
計
画
だ
が
、
毎
回
児
童
生

徒
、
教
職
員
の
移
動
が
伴
い
、
非
効
率
で
安
全
面
で

も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
広
く
意
見
を
求
め
、

隣
接
地
等
に
適
地
が
あ
れ
ば
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。

★
中
学
校
授
業
や
部
活
に
対
し
て
不
便
な
面
も
あ
る

と
思
う
。
移
動
時
間
が
か
か
る
等
あ
る
と
思
う
が
陸

上
競
技
場
の
活
用
等
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
る
。

★
円
滑
に
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2
8
．

小
学
校
施
設
整
備
事
業

→
工
事
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
に
つ
い
て
は
、
小
中

で
連
携
し
て
計
画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
完

成
後
の
活
用
を
含
め
、
既
定
路
線
を
軸
と
し
な
が
ら

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い
。

4
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(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅰ
.

学
ぶ
意
欲
の
醸

成
と
学
力
向
上

２
．

学
力
ア
ッ
プ
土
曜

学
習
事
業

継
続

中
学
３
年
生
に
お

け
る
標
準
学
力
調

査
の
５
教
科
正
答

率 →
全
国
平
均
以
上

中
学
校
３
年
を
対
象
と
し
た
学
力
向
上
講
座
を
夏
季

休
業
中
に
実
施
す
る
。
指
導
に
つ
い
て
は
、
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
、
生
徒
個
々
の
課
題
に
即

し
た
支
援
を
実
現
す
る
。

中
学
校
…
年
1
1
回

【
成
果
】

【
課
題
】

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
込
も
あ
り
、
実
施
の
準

備
を
整
え
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
爆
発
的
な
拡
大
に
よ
り
、
校
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー

等
も
発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
止
と
し
た
。

※
目
標
値
と
し
て
は
達
成
し
て
い
る
。

夏
季
休
業
中
は
土
曜
日
開
催
よ
り
も
参
加
し
や
す
い

と
の
感
想
を
聞
い
て
お
り
、
令
和
５
年
度
も
同
様
の

期
日
で
開
催
し
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
す

る
。

Ｄ
Ｄ

Ｄ

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
た
め
、
学
習
事
業
の
中
止
は

致
し
方
な
い
。

◎
コ
ロ
ナ
収
束
後
は
、
学
力
向
上
講
座
を
実
施
す
る

等
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
。

◎
と
て
も
良
い
取
り
組
み
だ
と
思
う
の
で
、
来
年
度

の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

◎
高
校
生
の
活
躍
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
町
内
の
生

徒
の
交
流
の
場
と
し
て
も
、
令
和
５
年
度
は
ぜ
ひ
開

催
し
て
ほ
し
い
。

★
中
高
生
相
互
に
良
い
刺
激
に
な
る
と
思
う
。

★
コ
ロ
ナ
に
よ
り
未
実
施
は
仕
方
な
い
が
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業
な
ど
の
実
施
は
難
し

か
っ
た
だ
ろ
う
か
？

２
．

学
力
ア
ッ
プ
土
曜
学
習
事
業

→
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
や
問
題
集
を
使
用
し
た
個
別

学
習
に
つ
い
て
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
直
接
関

わ
り
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
取
り
組
み
。
直
接
の
触

れ
合
い
が
肝
で
あ
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
せ
ず
、

集
合
学
習
体
制
と
し
て
実
施
し
た
い
。

(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅱ
.

教
育
課
題
に
対

応
す
る
教
育
の

推
進

４
．

外
国
語
指
導
助
手

活
動
事
業

継
続

英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス

ニ
ン
グ
テ
ス
ト
の

総
合
ス
コ
ア

→
英
検
４
級
合
格

レ
ベ
ル
以
上

英
語
授
業
の
強
化
と
国
際
理
解
を
深
め
る
授
業
の
補

助
を
行
い
、
国
際
理
解
教
育
を
推
進
し
た
。

外
国
語
指
導
助
手
を
小
中
学
校
に
各
１
名
ず
つ
配

置
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
着
任
が
不
規
則
で
あ
っ
た
が
、
令

和
４
年
1
2
月
に
各
校
１
名
の
配
置
と
な
っ
た
。

２
名
と
も
非
常
に
優
秀
で
あ
り
、
日
本
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
優
れ
て
い
る
た
め
、
児
童
生

徒
の
英
語
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

【
成
果
】

【
課
題
】

中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し
た
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
は
、

英
検
３
級
程
度
に
到
達
し
た
生
徒
が
１
／
３
と
な
っ

た
。

２
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
熱
意
を
も
っ
て
児
童
生
徒
の
英
語

学
習
に
尽
力
し
て
い
る
。
生
活
に
も
慣
れ
た
た
め
、

今
後
の
活
躍
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
。

２
名
と
も
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
児
童
生
徒
と
の
関

係
も
優
良
で
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
不
安
は
な
い
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
さ
せ
る
た
め
、
不
安
の
払
拭
を
始
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
が
今
後
は
必
要
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
に
接
す
る
機
会
は
大
変
貴
重

で
あ
り
、
英
語
を
話
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
育
て

る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
一
層
活
躍
の
場
を
広
げ
て

も
ら
い
た
い
。

◎
外
国
語
指
導
助
手
の
活
動
が
レ
ベ
ル
向
上
に
貢
献

し
て
い
る
と
思
う
。
慣
れ
な
い
環
境
な
の
で
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
が
大
事
。

◎
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
も
っ
と
活
躍
で
き
る
雰
囲
気
や
活
動
で

き
る
機
会
（
活
躍
し
た
く
な
る
場
）
を
担
当
者
と
Ａ

Ｌ
Ｔ
で
再
考
し
て
ほ
し
い
。

★
児
童
生
徒
に
と
っ
て
英
語
が
よ
り
一
層
身
近
な
も

の
に
な
る
よ
う
、
生
き
た
英
語
に
触
れ
る
機
会
が
増

え
れ
ば
と
思
う
。

★
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

４
．

外
国
語
指
導
助
手
活
動
事
業

→
小
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
毎
月
各
園
を
訪
問
す
る
際
、

町
教
委
も
同
行
し
、
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
が
見
直
さ
れ
、
各
園
が
同
じ
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
計
画
的
・
継
続

的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
非
常
に
優
秀
な
人
材
で
、
町
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
も
よ
く
顔
を
出
し
て
い
る
。
今
後
は
英
語
教

室
の
開
催
等
に
よ
り
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
を
学
べ
る

機
会
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
人
た
ち
の

考
え
も
尊
重
し
な
が
ら
、
雇
用
条
件
に
沿
っ
た
中
で

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
躍
の
場
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

５
．

学
校
運
営
支
援
員

配
置
事
業

継
続

特
別
支
援
に
関
す

る
研
修
会

→
年
２
回

就
学
前
訪
問

→
各
園
年
３
回

教
員
の
指
導
力
向
上
や
各
種
教
育
の
理
解
の
た
め
の

指
導
助
言
及
び
研
修
会
実
施
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

さ
ら
に
は
就
学
指
導
に
係
る
連
絡
調
整
等
を
行
う
た

め
配
置
す
る
。

　
特
別
支
援
に
関
す
る
研
修
　
年
２
回

　
町
内
外
就
学
前
訪
問
　
　
各
年
３
回

就
学
指
導
及
び
特
別
支
援
に
係
る
研
修
会
等
を
計
画

し
、
関
係
機
関
と
連
絡
調
整
し
な
が
ら
実
施
す
る
。

【
成
果
】

【
課
題
】

各
学
校
及
び
園
の
担
当
者
と
連
携
し
な
が
ら
適
切
な

就
学
指
導
に
努
め
た
。
移
行
支
援
会
議
に
は
事
務
局

職
員
が
出
席
し
、
引
き
継
ぎ
が
丁
寧
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
連
携
を

図
っ
た
。

移
行
支
援
会
議
で
引
き
継
が
れ
た
事
柄
が
、
就
学
後

の
適
切
な
指
導
や
支
援
、
環
境
設
定
に
生
か
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
や
助
言
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ

◎
全
て
の
先
生
が
特
別
支
援
の
必
要
な
児
童
生
徒
に

対
し
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
情
報
を
共
有

し
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

★
個
に
合
っ
た
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思

う
。

６
．

通
級
指
導
教
室
事

業
継
続

小
中
学
校
各
教
室

の
年
間
を
通
じ
た

適
切
な
運
営

通
級
指
導
教
室
の
適
切
な
運
営
の
た
め
の
指
導
及
び

助
言
を
行
う
。
ま
た
、
通
級
指
導
教
室
利
用
を
検
討

す
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
在
籍
学
級
に
お
け
る
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
訪
問
を
行
う
。

　
通
級
指
導
教
室
担
当
者
会
　
年
1
1
回

　
学
校
訪
問
　
随
時

【
成
果
】

【
課
題
】

定
期
的
な
通
級
指
導
教
室
担
当
者
会
に
よ
り
、
指
導

目
標
を
確
認
し
、
指
導
方
法
を
共
有
し
た
。
児
童
生

徒
の
入
退
級
に
つ
い
て
担
当
者
会
で
情
報
共
有
し
、

適
切
に
処
理
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

在
籍
児
童
生
徒
に
つ
い
て
支
援
目
標
を
達
成
し
た
後

の
退
級
や
特
別
支
援
学
級
へ
の
就
学
等
、
保
護
者
と

丁
寧
に
協
議
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ａ

★
個
に
合
っ
た
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思

う
。

Ａ
Ａ

(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅲ
.
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７
．

特
別
支
援
教
育
事

業
継
続

特
別
支
援
教
育
に

関
す
る
教
職
員
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
け

る
肯
定
的
な
回
答

→
６
割
以
上

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

支
援
員
を
配
置
し
、
授
業
中
の
問
題
行
動
や
教
室
全

体
の
授
業
環
境
改
善
を
図
っ
た
。

　
支
援
員
を
配
置
計
画
に
沿
っ
て
配
置

　
（
小
学
校
３
人
、
中
学
校
２
人
）

【
成
果
】

【
課
題
】

個
別
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
特
別
支
援
学
級
だ

け
で
な
く
通
常
学
級
に
も
多
く
、
担
任
だ
け
で
は
十

分
な
支
援
が
で
き
な
い
中
、
支
援
員
が
個
別
の
配
慮

を
行
う
こ
と
で
担
任
が
全
体
指
導
に
力
を
注
げ
、
ス

ム
ー
ズ
な
授
業
運
営
が
で
き
た
。

保
健
室
や
別
室
で
過
ご
す
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
お

り
、
支
援
員
が
対
応
す
る
場
面
も
多
い
。

個
別
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
や
不
登
校
傾
向
の
児

童
生
徒
、
加
え
て
別
室
対
応
の
児
童
生
徒
が
お
り
、

配
置
さ
れ
た
支
援
員
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
各
校
の
配
置
バ
ラ
ン
ス

や
配
置
人
数
等
を
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

児
童
生
徒
へ
の
支
援
方
法
に
つ
い
て
、
支
援
員
に
対

し
て
の
研
修
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
援
員

を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い
く
。

Ａ

◎
現
在
も
児
童
生
徒
の
個
性
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か

な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
教
育
関
係

機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◎
児
童
生
徒
へ
の
支
援
方
法
に
つ
い
て
、
支
援
員
に

対
し
て
の
研
修
が
不
十
分
で
あ
る
と
授
業
を
見
て
い

て
感
じ
る
。
支
援
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

◎
不
登
校
の
生
徒
に
対
す
る
家
庭
訪
問
を
行
っ
た

り
、
個
々
に
合
わ
せ
て
の
対
応
を
行
っ
た
り
す
る
こ

と
は
、
本
当
に
大
変
な
こ
と
だ
と
思
う
。
今
後
も
一

人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
に
寄
り
添
い
、
よ
り
良
い
関

係
づ
く
り
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
親
や
家

庭
に
対
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
も
お
願
い
し
た
い
。

★
個
に
合
っ
た
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思

う
。

７
．

特
別
支
援
教
育
事
業

→
担
任
と
支
援
員
の
連
携
（
役
割
分
担
、
支
援
方
法

等
の
共
有
な
ど
）
が
十
分
で
な
い
と
、
適
切
な
支
援

に
結
び
つ
か
な
い
。
学
校
を
訪
問
す
る
機
会
を
と
ら

え
て
、
学
習
の
様
子
を
定
期
的
に
参
観
し
、
指
導
助

言
し
て
い
く
と
と
も
に
、
管
理
職
に
も
実
態
を
把
握

す
る
よ
う
促
し
、
適
切
な
支
援
に
結
び
つ
く
よ
う
に

し
て
い
く
。

　
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と
保
護
者
と
の
連
携
及
び
保

護
者
支
援
は
一
体
化
し
て
進
め
て
い
く
。

1
0
．

い
じ
め
、
不
登
校

対
策
事
業

継
続

心
の
状
況
調
査

→
小
学
校
年
１

回
、
中
学
校
年
２

回 調
査
実
施
後
の
個

別
教
育
相
談

→
年
１
回

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
校
生
活
に
お
け
る
心
の

状
況
を
把
握
し
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
未
然
防
止
に

努
め
た
。

　
i
-
c
h
e
c
k
調
査
実
施
（
中
学
校
年
２
回
、
小
学
校

年
１
回
）

調
査
後
に
、
学
級
の
状
況
に
つ
い
て
学
年
団
で
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
そ
の
後
の
個
別
教
育
相
談
に
活

用
し
た
。
ま
た
、
要
支
援
の
結
果
を
示
し
た
児
童
生

徒
に
つ
い
て
は
、
生
徒
指
導
委
員
会
等
で
取
り
上
げ

て
支
援
の
検
討
に
つ
な
げ
た
り
、
保
護
者
と
情
報
共

有
し
た
り
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

i
-
c
h
e
c
k
調
査
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
不
適
応
状
況

を
早
期
に
把
握
し
、
学
校
全
体
で
支
援
体
制
を
構
築

す
る
よ
う
に
努
め
た
。
家
庭
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
に
つ
い
て
は
、
外
部
機
関
と
の
連
携
を
進
め
た
。

不
登
校
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
別
室
登
校
や
放
課

後
登
校
の
児
童
生
徒
も
お
り
、
学
校
だ
け
の
対
応
に

は
限
界
が
あ
る
た
め
、
早
期
対
応
と
と
も
に
、
外
部

と
の
連
携
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

Ａ

◎
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
、

早
期
の
対
応
や
教
育
機
関
、
学
校
と
家
庭
の
連
携
等

が
機
能
し
て
い
た
も
の
と
思
う
。

◎
こ
れ
か
ら
も
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
す
る
体

制
づ
く
り
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
学
校
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
外
部
諸
機
関
と
の

連
携
を
今
後
も
引
き
続
き
行
っ
て
ほ
し
い
。

◎
不
登
校
に
至
っ
た
背
景
や
理
由
を
保
護
者
と
と
も

に
共
通
理
解
し
、
個
々
の
気
持
ち
を
第
一
に
考
え
た

関
わ
り
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
日
ご
ろ
の
児
童

生
徒
の
様
子
を
細
や
か
に
見
て
い
た
だ
き
、
小
さ
な

変
化
等
に
気
付
け
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
親
や
家

庭
に
対
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
も
お
願
い
し
た
い
。

1
0
．

い
じ
め
、
不
登
校
対
策
事
業

→
す
ぐ
に
答
え
を
出
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
十

分
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
見
立
て
）
が
重
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
校
内
で
の
組
織
的
対
応
が
必
要
。
毎
月
の

生
徒
指
導
担
当
者
会
で
確
認
し
た
こ
と
を
管
理
職
・

教
職
員
に
周
知
し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と
保
護
者
と
の
連
携
及
び
保

護
者
支
援
は
一
体
化
し
て
進
め
て
い
く
。

1
1
．

不
登
校
対
策
支
援

員
配
置
事
業

継
続

中
学
校
不
登
校
出

現
率

→
前
年
度
以
下

不
登
校
生
徒
に
対
し
、
自
宅
へ
の
迎
え
な
ど
、
通
学

を
促
す
支
援
を
行
っ
た
。

　
支
援
員
配
置
（
１
名
）

　
不
登
校
児
童
生
徒
数

　
　
H
3
0
　
５
人

　
　
R
元
　
1
9
人

　
　
R
２
　
1
5
人

　
　
R
３
　
1
5
人

　
　
R
４
　
９
人

【
成
果
】

【
課
題
】

各
学
校
で
不
登
校
対
応
を
学
校
経
営
の
重
点
事
項
に

掲
げ
、
早
期
発
見
や
未
然
防
止
に
努
め
た
結
果
、
不

登
校
児
童
生
徒
数
は
減
少
し
て
い
る
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
１
年
生
か
ら
進
路
学
習
を
進

め
る
こ
と
で
、
中
学
校
卒
業
後
の
姿
を
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
し
、
登
校
へ
の
意
欲
を
高
め
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

学
校
を
欠
席
し
た
場
合
も
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
習
で
き
る
体
制
を
整
え
た
り
し
て

い
る
が
、
そ
の
分
、
教
員
の
負
担
は
増
し
て
い
る
。

支
援
員
の
増
員
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
等
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
を
続
け
る
。

Ａ

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
の
実
施
等
、
環
境
整
備
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
あ
り
が
た
い
。
今
後
も

継
続
し
た
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
る
。

★
登
校
で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
の
オ
ン
ラ

イ
ン
の
活
用
や
教
室
以
外
で
の
授
業
参
加
等
、
個
々

に
合
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
本
人
、
家
族
の

フ
ォ
ロ
ー
を
継
続
し
て
お
願
い
し
た
い
。

★
個
に
合
っ
た
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思

う
。

1
2
．

心
の
教
室
相
談
員

設
置
事
業

継
続

心
の
教
室
利
用
者

数 →
3
0
人
/
月
（
平

均
）
以
上

生
徒
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
を
軽
減

す
る
た
め
、
心
の
教
室
を
設
置
し
、
い
じ
め
や
不
登

校
を
未
然
に
防
止
す
る
。

　
心
の
教
育
相
談
員
を
中
学
校
に
配
置
。

　
　
利
用
者
数
　
1
8
5
人
／
年

　
　
相
談
者
数
　
 
5
9
人
／
年

【
成
果
】

【
課
題
】

月
平
均
約
1
8
人
の
利
用
生
徒
に
対
し
、
相
談
員
が
優

し
く
見
守
り
、
個
々
が
抱
え
る
課
題
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

不
登
校
傾
向
の
生
徒
に
登
校
を
促
し
た
り
、
玄
関
で

出
迎
え
た
り
し
な
が
ら
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

で
出
席
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

各
学
級
で
の
生
徒
の
様
子
を
把
握
し
な
が
ら
、
効
果

的
な
支
援
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。

加
え
て
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
の
確
認
も
適
宜
行
っ
て
い
く
。

Ｂ

◎
利
用
が
少
な
い
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

相
談
に
行
き
に
く
い
と
い
う
理
由
が
あ
る
な
ら
他
の

相
談
方
法
も
必
要
。

◎
利
用
者
が
良
い
意
味
で
減
少
す
れ
ば
良
い
。

◎
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と

し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
。
何
気

な
く
立
ち
寄
れ
る
場
所
が
、
い
ざ
本
当
に
自
分
が
悩

ん
だ
り
困
っ
た
り
し
た
時
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て

あ
る
こ
と
は
心
強
い
こ
と
だ
と
思
う
。

★
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大

切
だ
と
思
う
。

★
個
に
合
っ
た
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思

う
。

1
2
．

心
の
教
室
相
談
員
設
置
事
業

→
電
話
相
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
等
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
方
法
を
検
討
す
る
。

Ａ
Ｂ

Ⅲ
.

特
別
な
教
育
的

支
援
の
充
実

(
2
)

豊
か
な
心
の
醸

成 Ⅰ
.

豊
か
な
心
の
育

成

6

158



(
3
)

健
や
か
な
体
の

育
成

Ⅱ
.

健
康
教
育
の
推

進

1
3
．

命
を
大
切
に
す
る

学
習
事
業

継
続

授
業
実
施
回
数

→
各
校
年
２
回
以

上

子
育
て
支
援
の
専
門
家
が
小
中
学
校
を
訪
問
し
、
学

習
を
と
お
し
て
命
へ
の
畏
敬
や
育
児
の
喜
び
を
学
ぶ

取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　
助
産
師
を
招
へ
い
。

　
小
学
校
２
回

　
中
学
校
２
回

【
成
果
】

【
課
題
】

話
を
聞
い
た
り
、
体
験
的
な
活
動
を
行
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
気
付

き
、
家
族
や
友
達
を
大
切
に
す
る
心
情
も
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
な
お
、
講
師
招
へ
い
を
行
わ
な
い
学

年
に
お
い
て
も
、
年
間
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
命
を

大
切
に
す
る
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
学
習
の
流
れ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自

分
の
命
の
大
切
さ
を
学
習
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
自
分
を
含
め
、
全
て
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
お
し
て
命
を
大

切
に
す
る
教
育
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
引
き
続
き
、
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
日
々
の
教
育

実
践
に
期
待
す
る
。

◎
命
が
誕
生
す
る
こ
と
、
人
間
だ
け
で
は
な
い
さ
ま

ざ
ま
な
命
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

く
の
と
同
時
に
、
命
は
み
ん
な
い
つ
か
は
な
く
な
る

こ
と
も
学
ぶ
学
習
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

★
戦
争
や
残
虐
な
事
件
が
報
道
で
流
れ
て
い
る
。
全

て
の
命
は
尊
く
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。

★
一
発
花
火
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
講
演
後
に
も
学

習
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

1
3
．

命
を
大
切
に
す
る
学
習
事
業

→
人
権
教
育
と
も
深
く
関
わ
る
学
習
で
あ
る
。
発
達

段
階
や
社
会
情
勢
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
講
師
と
学

習
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

(
5
)

豊
か
に
関
わ
る

力
の
育
成

Ⅱ
.

多
様
な
交
流
活

動
の
充
実
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の

向
上

1
7
．

大
人
の
背
中
運
動

継
続

学
校
と
連
動
し
児

童
生
徒
を
主
体
と

し
た
あ
い
さ
つ
運

動
の
実
施

→
年
３
回

あ
い
さ
つ
、
美
化
、
整
理
整
頓
な
ど
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む

こ
と
に
努
め
た
。

　
始
業
式
か
ら
５
日
間
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
。

【
成
果
】

【
課
題
】

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
毎
学
期
の
あ
い
さ
つ
運

動
を
実
施
し
た
。
子
育
て
1
2
か
条
の
中
に
も
あ
い
さ

つ
の
大
切
さ
を
訴
え
る
項
目
を
入
れ
な
が
ら
、
各
家

庭
で
の
啓
発
に
も
努
め
て
い
た
だ
い
た
。

働
き
方
改
革
で
教
員
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
い

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
期
間
中
に
学
校
職
員
の
姿
が
少

し
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
概
ね
あ
い
さ
つ
は
で
き
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
だ

け
で
は
な
く
、
大
人
か
ら
も
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
す

る
意
識
が
高
ま
れ
ば
良
い
と
思
う
。

◎
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
返
っ
て
く
る
が
、
声
を
掛
け

ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

◎
教
職
員
に
あ
い
さ
つ
し
て
も
返
し
て
も
ら
え
ず
、

と
て
も
心
が
痛
ん
だ
場
面
が
あ
っ
た
。
児
童
生
徒
に

あ
い
さ
つ
を
求
め
る
前
に
大
人
の
あ
い
さ
つ
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

◎
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
町

民
皆
が
児
童
生
徒
に
目
を
向
け
、
お
手
本
を
見
せ
る

活
動
と
し
て
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
。

◎
大
人
の
あ
い
さ
つ
を
ど
う
し
て
い
く
か
課
題
。

★
子
ど
も
が
生
き
て
い
く
う
え
で
大
切
な
こ
と
は
、

大
人
の
背
中
の
佇
ま
い
か
ら
伝
わ
る
何
か
を
感
じ
、

理
屈
抜
き
で
自
ら
の
生
き
方
を
形
作
っ
て
い
く
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
強
い
大
人
も
あ
り
弱
い

大
人
も
あ
り
優
し
い
大
人
も
あ
る
。
あ
い
さ
つ
運
動

だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事

業
や
学
年
別
親
子
会
、
「
み
さ
さ
青
空
体
験
塾
」
な

ど
を
通
じ
て
大
人
と
子
ど
も
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り
と
実
施
方
法
等
を
工
夫
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

★
あ
い
さ
つ
運
動
以
外
で
も
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と

が
当
た
り
前
な
地
域
づ
く
り
が
大
切
。

★
学
校
は
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
資
源
を
必
要
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
推
進
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

1
7
．

大
人
の
背
中
運
動

→
あ
い
さ
つ
に
限
ら
ず
、
児
童
生
徒
に
伝
え
た
い
大

切
な
こ
と
が
大
人
自
身
も
で
き
て
い
る
か
を
振
り
返

る
場
は
必
要
で
あ
り
、
学
校
に
お
い
て
は
、
職
員
会

等
の
場
で
定
期
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
社
会
活
動
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
、
地
域
の
活
動
も
活
発
化
し
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
の
場
へ
の
参
加
を
促
し
、
大
人
の
頑
張
る

姿
、
楽
し
そ
う
な
姿
等
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
気
付

き
学
ぶ
場
と
な
る
よ
う
、
学
校
と
地
域
が
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

7
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1
9
．

創
意
と
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
推
進

事
業

継
続

各
校
で
独
自
の
特

色
あ
る
学
習
の
実

施

各
学
校
ご
と
に
創
意
工
夫
し
た
事
業
に
取
り
組
み
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
児
童
生
徒
に
お
け
る
ふ
る

さ
と
愛
の
醸
成
に
努
め
た
（
補
助
事
業
）
。

　
小
：
感
性
豊
か
な
児
童
の
心
を
育
む
ふ
る
さ
と

　
　
　
学
習
等
（
消
耗
品
等
）

　
中
：
映
像
製
作
を
通
し
た
学
習
に
よ
る

　
　
　
生
徒
の
理
解
と
教
員
の
活
用
力
の

　
　
　
向
上
（
外
部
講
師
招
へ
い
)

【
成
果
】

【
課
題
】

三
朝
町
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
年
間
計
画
に
基
づ

き
、
小
学
校
で
は
地
域
の
方
か
ら
生
け
花
を
学
ぶ
な

ど
、
感
性
豊
か
な
児
童
の
心
を
育
む
体
験
活
動
を
主

に
行
っ
た
。
中
学
校
で
は
映
像
製
作
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
基
づ
き
、
各
学
年
で
必
要
な
技
能
を
身
に
付

け
、
外
部
発
信
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
文
化
祭
や
卒

業
式
で
用
い
る
映
像
の
制
作
に
も
生
か
さ
れ
た
。

年
間
計
画
の
内
容
が
適
切
に
実
施
で
き
た
か
ど
う
か

を
把
握
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
加
筆
修
正
し
て

い
く
。
ま
た
、
映
像
を
利
用
し
た
三
朝
町
Ｐ
Ｒ
の
活

動
に
つ
い
て
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
。

Ａ

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
と
し
て
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
小
学
校
は
児

童
の
豊
か
な
感
性
を
引
き
出
す
効
果
を
目
指
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
中
学
校
は
県
下
で
も
先
進
的
な
取
り

組
み
実
績
を
重
ね
て
い
る
「
映
像
制
作
」
の
創
造
性

と
技
術
を
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
、
三
朝
町
の
Ｐ

Ｒ
活
動
（
外
部
発
信
）
や
中
学
生
交
流
事
業
な
ど
に

生
か
し
、
個
で
も
仲
間
と
で
も
活
動
を
通
じ
て
積
極

性
と
自
信
を
力
に
変
え
、
大
い
に
活
躍
し
て
ほ
し

い
。

★
地
域
の
方
々
と
交
流
し
、
学
び
を
得
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。
今
後
も
特
色
の
あ
る

学
習
を
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
。

★
専
門
的
知
識
や
技
能
を
お
持
ち
の
方
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
る
こ
と
は
、
個
々
の
ス
キ
ル
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
職
員
の
負
担
減
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

◎
い
ろ
い
ろ
な
職
業
を
体
験
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
三
朝
町
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
る
と

い
う
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
層
幅
広
い

体
験
学
習
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
旅
館
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
等
の
取

り
組
み
は
経
営
者
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
っ
た
と
思

う
の
で
、
こ
の
よ
う
な
体
験
を
と
お
し
た
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

◎
教
室
の
授
業
で
は
な
く
、
実
体
験
で
学
ぶ
こ
と
で

得
ら
れ
る
も
の
は
多
い
と
思
う
。
今
後
も
ど
ん
ど
ん

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

★
自
ら
の
人
生
観
や
職
業
観
は
、
成
長
の
過
程
で
得

た
貴
重
な
経
験
や
実
体
験
に
基
づ
き
形
成
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
う
。
町
の
地
域
資
源
や
人
的
資
源
に

触
れ
、
感
じ
、
創
造
的
な
動
き
に
つ
な
が
る
こ
と
は

何
よ
り
有
意
義
だ
と
考
え
る
。

★
昨
年
の
小
３
が
取
り
組
ん
だ
「
三
朝
温
泉
旅
館
Ｐ

Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
」
等
は
真
に
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
を
上
手
く
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
学

習
だ
っ
た
と
感
じ
た
。
実
体
験
は
子
ど
も
た
ち
の
感

性
を
刺
激
し
、
豊
か
に
大
き
く
育
つ
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
う
。

★
い
ろ
い
ろ
な
職
業
体
験
を
す
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ

な
発
見
・
視
野
が
広
が
る
と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
は

体
験
を
と
お
し
て
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
受
入
側
も
よ
い
刺
激
に
な
る
と
思
う
。

★
体
験
後
、
「
楽
し
か
っ
た
」
の
感
想
は
良
い
が
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ね
ら
い
を
正
し
く
指
導
し
た
う
え

で
学
習
や
研
修
を
す
る
こ
と
が
大
切
。

2
0
．

総
合
的
学
習
事
業

→
体
験
を
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
と
な
ら
な
い
よ
う
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標
を
確
認
し
、
学
年
に

応
じ
た
探
究
的
な
学
習
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
学

校
と
確
認
す
る
。

Ａ
Ａ

(
4
)

ふ
る
さ
と
愛
の

醸
成

Ⅰ
.

ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
教
育
の
推

進

2
0
．

総
合
的
学
習
事
業

継
続

各
校
で
体
験
学
習

の
実
施

農
業
や
職
場
体
験
な
ど
価
値
あ
る
体
験
を
通
じ
、
主

体
的
に
学
ぶ
力
や
豊
か
に
表
現
で
き
る
児
童
生
徒
を

育
成
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

　
小
学
校
：
農
業
体
験
、
郷
土
学
習

　
中
学
校
：
職
業
体
験
な
ど

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
が
、
可
能
な
範
囲
で
体
験
的
な

活
動
を
実
施
し
た
。
一
部
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
取

り
組
み
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
児
童
生
徒
に

と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

田
植
え
や
稲
刈
り
等
は
、
そ
の
場
限
り
の
活
動
と

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
継
続
し
て
米
作
り
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ
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2
1
．

み
さ
さ
町
か
が
や

く
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
事

業

継
続

来
場
者
数

→
5
0
0
人

事
業
参
画
団
体

→
1
0
団
体

町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
や
成
果
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
大
人
た
ち
が
関
わ

る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
回
の

テ
ー
マ
を
「
体
験
」
と
位
置
付
け
、
事
業
計
画
を
作

成
。

今
年
度
か
ら
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
町
内
の
芸

能
団
体
「
因
伯
音
」
「
三
朝
小
唄
を
語
り
隊
」
に
公

演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

来
場
者
数
3
9
2
人
、
参
画
団
体
1
4
団
体
。

　
参
画
団
体
の
内
、
新
規
参
画
団
体
は
３
団
体
。

　
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
数
 
5
9
名
。

主
な
行
事

（
１
）
ダ
ン
ボ
ー
ル
紙
相
撲
大
会
み
さ
さ
場
所

（
２
）
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

（
３
）
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
４
）
作
品
展
示

（
５
）
食
育
コ
ー
ナ
ー

【
成
果
】

【
課
題
】

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
た
総
来
場
者
数
は

3
9
2
人
で
、
昨
年
度
の
5
1
7
人
か
ら
1
2
5
人
減
と
な
っ

た
。
要
因
と
し
て
、
昨
年
度
と
比
較
し
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
、
悪
天
候

だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
会
場
内
は
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
、

十
分
な
参
加
者
数
だ
っ
た
と
考
え
る
。

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
昨
年
度
か
ら
2
5
名
増
。
ミ

ス
の
な
い
運
営
と
い
う
概
念
で
は
な
く
、
失
敗
し
て

も
そ
れ
が
体
験
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
中

学
生
に
運
営
の
大
半
を
任
せ
、
能
動
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
も
ら
え
た
。

中
学
生
ま
で
の
参
加
は
多
い
が
、
高
校
生
の
参
加

（
活
躍
で
き
る
場
）
が
な
い
状
況
。
今
後
は
高
校

生
、
ま
た
鳥
取
看
護
・
短
期
大
学
生
と
い
っ
た
1
0
代

後
半
の
学
生
に
地
域
で
活
躍
で
き
る
場
を
提
供
し
、

町
内
に
お
け
る
成
人
す
る
ま
で
絶
え
間
な
い
活
動
環

境
の
場
を
創
出
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

◎
大
人
が
サ
ポ
ー
ト
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層

実
の
あ
る
行
事
に
な
る
と
思
う
。

◎
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
事
業
か
ら
、
も
っ
と
子
ど

も
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
や
活
動
を
す
る
事
業

に
変
わ
っ
て
ほ
し
い
。

◎
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
が
良
か
っ
た
。
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
と
お
し
て
三
朝
町
で
の
良
い
思
い

出
を
作
り
、
将
来
へ
の
糧
と
な
れ
ば
嬉
し
く
思
う
。

★
児
童
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
地
域
の
た
め
に

汗
を
流
す
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
考
え
る
。

そ
れ
が
、
ふ
る
さ
と
愛
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
る
。

2
1
．

み
さ
さ
町
か
が
や
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

事
業

→
子
ど
も
た
ち
が
主
役
と
な
れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

く
。

　
特
に
、
中
学
生
に
つ
い
て
は
地
域
貢
献
の
視
点
か

ら
、
学
校
の
外
に
出
て
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
場
と

な
る
よ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

2
2
．

地
域
が
育
て
る
子

ど
も
総
合
対
策
事

業

継
続

あ
お
ぞ
ら
体
験
塾

参
加
者
数

→
3
0
人
/
回

体
験
塾
に
参
加
し

て
楽
し
か
っ
た
と

回
答
し
た
児
童
の

割
合

→
7
0
％

野
外
活
動
を
中
心
と
し
た
体
験
活
動
を
通
じ
て
、

「
や
さ
し
く
」
「
た
く
ま
し
い
」
三
朝
の
子
ど
も
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
、
親

子
・
地
域
の
つ
な
が
り
を
創
出
か
つ
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
。

事
業
の
企
画
・
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
地
域
研
究

会
に
事
業
委
託
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
と
っ
て
地

域
の
大
人
と
深
く
交
流
す
る
機
会
が
創
出
で
き
る
。

全
1
2
回
予
定
の
う
ち
、
1
1
回
開
催
（
１
回
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
た
め
中
止
）
。
延
べ

2
6
7
名
の
児
童
、
1
7
6
名
の
保
護
者
が
参
加
。

１
回
の
参
加
者
数
平
均
…
児
童
2
7
名
、
保
護
者
1
8

名
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る
満
足
度

　
回
答
児
童
の
8
5
%
が
「
よ
か
っ
た
」
と
回
答

　
回
答
保
護
者
の
1
0
0
%
が
「
満
足
」
と
回
答

【
成
果
】

【
課
題
】

参
加
児
童
が
野
外
活
動
や
、
学
校
で
は
学
べ
な
い
活

動
が
で
き
る
こ
と
に
対
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読
み
取
れ
た
。

児
童
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
も
本
事
業
に
高
い
満
足

度
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
本
町
社
会
教
育
委
員
会
内
で
も
こ
の
事
業
に

対
す
る
評
価
が
高
く
「
継
続
す
べ
き
事
業
」
と
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

目
標
参
加
者
数
も
ほ
ぼ
達
成
し
、
満
足
度
は
目
標
値

よ
り
も
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

事
業
を
受
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
地
域
研
究

会
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
継
続
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
方
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

具
体
策
と
し
て
中
高
生
、
看
護
・
短
大
生
と
い
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
会
の
創
出
、
広
報
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

Ａ

◎
『
各
家
庭
で
は
で
き
な
い
自
然
の
中
で
の
体
験
活

動
が
魅
力
で
、
親
子
そ
ろ
っ
て
の
参
加
が
増
え
て
い

る
』
と
い
う
こ
と
で
、
体
験
時
だ
け
で
な
く
家
庭
に

帰
っ
て
か
ら
の
話
題
作
り
に
も
な
り
、
同
じ
体
験
を

と
お
し
て
家
族
の
絆
を
深
め
る
良
い
取
り
組
み
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
後
も
継
続
し
て
取

り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

★
野
外
体
験
活
動
を
中
心
と
し
た
「
み
さ
さ
青
空
体

験
塾
」
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
事
業
内
容
と
実
績
に

お
い
て
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
大
い
に
評
価
で
き

る
。
事
業
受
託
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

里
山
研
究
会
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

★
今
後
事
業
継
続
す
る
に
あ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
高

齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
三
朝
町
が
他
に
誇

れ
る
活
動
と
し
て
各
方
面
の
知
恵
を
結
集
し
、
こ
の

課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
な
か
な
か
家
庭
で
は
で
き
な
い
屋
外
活
動
や
体
験

が
で
き
、
と
て
も
い
い
事
業
だ
と
思
う
。

★
数
年
前
、
井
土
で
植
樹
が
あ
り
子
ど
も
と
参
加
し

た
。
よ
い
取
り
組
み
だ
と
思
っ
た
が
、
数
か
月
後
に

家
族
で
行
っ
て
み
る
と
手
入
れ
が
さ
れ
て
お
ら
ず
残

念
に
思
っ
た
。
継
続
し
て
関
わ
る
こ
と
で
子
ど
も
や

親
も
感
じ
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
た
。

★
学
校
は
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
資
源
を
必
要
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
推
進
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

2
2
．

地
域
が
育
て
る
子
ど
も
総
合
対
策
事
業

→
み
さ
さ
青
空
体
験
塾
は
、
貴
重
な
子
育
て
・
親
育

ち
の
機
会
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
実
施
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
本
事
業
に
つ
い
て
、
各
種
広
報
媒
体
を
活

用
し
、
町
内
外
に
周
知
を
図
る
。

　
さ
ら
に
中
部
圏
域
の
大
学
、
高
等
学
校
、
中
学
校

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
、
ス
タ
ッ
フ
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
本
事
業
へ
の
参
画
を

促
す
。

Ａ
Ａ

(
4
)

ふ
る
さ
と
愛
の

醸
成

Ⅱ
.

ふ
る
さ
と
に
触

れ
る
機
会
の
充

実

9
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2
3
．

青
少
年
育
成
町
民

会
議
補
助
金
事
業

継
続

時
代
に
即
し
た
青

少
年
育
成
活
動
の

支
援

賛
同
団
体

→
５
団
体
以
上

青
少
年
育
成
鳥
取
県
民
会
議
と
連
携
し
て
各
種
青
少

年
育
成
事
業
へ
の
支
援
等
を
行
っ
た
。

　
長
期
休
暇
の
｢
や
く
そ
く
｣
｢
生
活
心
得
｣
配
布

　
啓
発
資
料
の
配
布

　
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
、
違
法
薬
物
等
）

　
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
募
集

中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
を
目
指
し
た
取

り
組
み
の
実
施

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

　
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
画

本
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
開
始

　
少
年
補
導
委
員
協
議
会
と
の
統
合

　
よ
り
具
体
的
な
活
動
方
針
に
基
づ
く
新
組
織
の

　
検
討

【
成
果
】

【
課
題
】

中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
会
の
創
出
と
い
う

新
た
な
視
点
で
事
業
を
実
施
。

県
民
会
議
連
携
事
業

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
防
止
標
語

　
「
と
り
の
か
ら
あ
げ
」
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
動
画
部
門
 
優
秀
賞
 
三
朝
中
学
校
１
名

　
「
家
庭
の
日
」
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
品

　
　
中
学
校
の
部
 
優
秀
賞
 
三
朝
中
学
校
１
名

町
内
の
青
少
年
育
成
実
践
者
及
び
学
識
経
験
者
約
1
0

名
が
同
会
の
趣
旨
に
賛
同
。
新
体
制
と
し
て
協
議
が

行
え
る
体
制
を
整
え
た
。
令
和
４
年
度
終
了
時
点
で

の
賛
同
団
体
は
９
団
体
。

啓
発
を
続
け
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る
も
の
の
、
同

会
と
し
て
特
筆
す
べ
き
成
果
を
上
げ
る
に
至
っ
て
い

な
い
。

同
じ
く
青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
に
し
て
い
る
少
年

補
導
委
員
協
議
会
と
令
和
６
年
度
に
組
織
統
合
し
、

新
た
な
青
少
年
育
成
活
動
体
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
。

Ｃ

★
学
校
は
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
資
源
を
必
要
と

し
て
い
る
。
そ
の
反
対
に
、
児
童
生
徒
も
地
域
に
出

て
い
く
仕
掛
け
は
大
切
な
試
み
だ
と
思
う
。

2
3
．

青
少
年
育
成
町
民
会
議
補
助
金
事
業

→
町
内
青
少
年
育
成
団
体
で
あ
る
「
青
少
年
育
成
三

朝
町
民
会
議
」
と
「
三
朝
町
少
年
補
導
委
員
協
議

会
」
を
、
一
つ
の
活
動
体
と
し
て
統
合
す
る
。
名
称

に
つ
い
て
は
既
存
の
も
の
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
新
た
な

名
称
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
も
検
討

す
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
活
動
方
針
と
し
て
「
青
少
年
の
地

域
参
画
推
進
」
を
柱
に
取
り
組
み
を
展
開
し
、
子
ど

も
た
ち
が
地
域
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
地
域
参
画
の

推
進
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
掛
け
や
、
地
域
に
対
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
展
開
し

て
い
く
。

(
5
)

豊
か
に
関
わ
る

力
の
育
成

Ⅰ
.

社
会
参
画
意
識

の
醸
成

2
4
．

青
少
年
団
体
育
成

事
業

継
続

中
学
生
・
高
校
生

参
画
事
業
の
実
施

中
高
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
（
事
業
単
位
）

【
実
績
】

１
　
み
さ
さ
青
空
体
験
塾

（
１
）
７
月
「
川
遊
び
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」

　
　
→
８
人
の
応
募

　
　
　
…
感
染
症
流
行
の
影
響
で
中
止

（
２
）
１
月
「
雪
遊
び
」

　
　
→
７
人
が
参
加

２
　
か
が
や
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
→
5
9
人
が
参
加

中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
設
立
に
は
至
ら

ず
。

　
→
高
校
生
の
町
内
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
活
動
の
場
を
創
出
で
き
な
か
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

昨
年
に
引
き
続
き
、
か
が
や
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
中
学
生
の
運
営
ブ
ー
ス
を
設
置
。
ま
た
、

そ
の
他
業
務
ス
タ
ッ
フ
の
生
徒
も
、
自
分
か
ら
仕
事

を
探
し
、
能
動
的
に
活
動
し
て
い
る
姿
が
多
く
見
ら

れ
た
。

中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
機
会
は
例
年
並
み
だ
っ
た

が
、
高
校
生
が
町
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

機
会
を
創
出
で
き
な
か
っ
た
。
中
学
生
と
異
な
り
、

高
校
が
町
外
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
効
果

的
な
呼
び
か
け
が
で
き
な
か
っ
た
。

令
和
４
年
度
に
町
内
で
中
部
地
区
の
高
校
生
を
対
象

と
し
た
「
中
部
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
。
こ
れ
を
機
に
、
来
年
度
に
向
け
て
社
会
教
育
事

業
へ
高
校
生
の
参
画
を
計
画
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
に
向
け
て
、
鳥
取
看
護
・
短
期
大
学
の

学
生
が
町
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
機
会

の
創
出
を
計
画
中
。

看
護
・
短
大
生
の
活
動
を
町
内
の
中
高
生
に
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
、
小
学
校
か
ら
中
学
、
高
校
、
大
学

（
短
大
）
と
一
貫
し
た
自
走
可
能
な
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
体
設
立
を
目
指
す
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

◎
南
部
町
が
行
っ
て
い
る
高
校
生
サ
ー
ク
ル
の
よ
う

に
、
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
三
朝
町
の

高
校
生
が
町
内
で
活
躍
で
き
る
場
所
の
創
設
が
望
ま

れ
る
。

★
児
童
生
徒
が
活
躍
で
き
る
場
の
設
定
は
大
切
。

★
高
校
生
の
巻
き
込
み
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う

が
、
活
躍
の
場
面
等
の
創
出
に
よ
り
参
加
を
目
指
し

て
ほ
し
い
。

2
4
．

青
少
年
団
体
育
成
事
業

→
地
域
で
活
動
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

中
核
と
し
て
、
鳥
取
看
護
・
短
期
大
学
生
の
三
朝
町

内
へ
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
内
在
住
の

高
校
生
や
三
朝
中
学
校
生
徒
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情

報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
な
ど
、
年
代
に
適
し
た
情

報
発
信
手
段
の
検
討
を
行
う
。

　
ま
た
、
青
少
年
育
成
三
朝
町
民
会
議
や
三
朝
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

1
0
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2
7
．

学
校
施
設
維
持
修

繕
事
業

継
続

小
中
学
校
緊
急
的

維
持
修
繕
へ
の
対

応

小
中
学
校
施
設
の
維
持
修
繕
を
行
い
、
安
全
で
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
。

　
小
学
校
東
側
水
路
清
掃

　
中
学
校
消
火
器
更
新

　
中
学
校
危
険
物
倉
庫
雨
樋
修
繕
工
事

【
成
果
】

【
課
題
】

対
応
が
必
要
な
修
繕
工
事
等
の
全
て
を
完
了
。

各
施
設
と
も
老
朽
化
に
よ
り
修
繕
必
要
箇
所
は
多
数

あ
る
が
、
財
源
の
関
係
上
必
要
最
低
限
の
対
応
に
留

め
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
す
る
。

Ａ

◎
今
後
も
安
心
・
安
全
を
最
優
先
と
し
た
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。

◎
新
校
舎
完
成
ま
で
、
今
後
も
修
繕
箇
所
が
出
る
可

能
性
が
あ
る
。
児
童
生
徒
が
安
全
に
過
ご
す
た
め
の

修
繕
に
つ
い
て
予
算
等
配
慮
し
て
い
た
だ
き
、
常
に

安
全
な
環
境
を
整
え
て
も
ら
い
た
い
。

★
三
朝
小
学
校
新
築
移
転
後
の
旧
三
朝
小
学
校
施
設

を
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
、
学
童

ク
ラ
ブ
、
町
民
グ
ル
ー
プ
活
動
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動

等
あ
ら
ゆ
る
角
度
で
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
協
議
、

検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
今
後
も
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

★
教
育
環
境
整
備
は
、
大
切
な
こ
と
。
予
算
確
保
を

お
願
い
し
た
い
。

★
学
校
側
は
そ
れ
を
成
果
で
返
す
こ
と
が
大
事
。

2
7
．

学
校
施
設
維
持
修
繕
事
業

→
緊
急
的
な
維
持
修
繕
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小
学

校
施
設
整
備
を
念
頭
に
、
計
画
的
な
学
校
施
設
の
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
現
在
の
小
学
校
校
舎
の
跡
利
用
に
つ
い
て

は
、
関
係
課
と
協
議
し
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

2
9
．

教
科
書
改
訂
特
別

事
業

継
続

学
習
指
導
要
領
改

訂
及
び
特
別
支
援

学
級
へ
の
進
級
に

伴
う
教
師
用
教
科

書
・
指
導
書
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
等

の
整
備

学
校
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
教
師
用
教
科
書
・
指
導

書
等
の
整
備
を
適
切
に
行
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

学
校
の
要
望
に
沿
っ
た
整
備
を
行
い
、
教
員
の
指
導

環
境
を
整
え
た
。

特
に
な
し

Ａ

★
教
育
環
境
整
備
は
、
大
切
な
こ
と
。
予
算
確
保
を

お
願
い
し
た
い
。

★
学
校
側
は
そ
れ
を
成
果
で
返
す
こ
と
が
大
事
。

3
0
．

Ｏ
Ａ
機
器
等
備
品

整
備
事
業

継
続

教
育
用
サ
ー
バ
ー

一
式
更
新

小
学
校
校
務
用
Ｐ

Ｃ
更
新

小
学
校
教
室
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
整

備

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
計
画
的
に
整
備
し
た
。

　
教
育
用
サ
ー
バ
ー
更
新

　
小
学
校
校
務
用
Ｐ
Ｃ
　
1
0
台
整
備

　
小
学
校
教
室
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
　
１
台
整
備

　
そ
の
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等
に
必
要
な
機
器

【
成
果
】

【
課
題
】

計
画
通
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
を
完
了
。

機
器
活
用
が
進
み
、
教
職
員
の
自
発
的
な
活
用
が
促

進
さ
れ
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
積
極
的
な

活
用
が
図
ら
れ
た
。

更
新
等
考
慮
し
た
継
続
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
予
算

の
確
保
が
重
要
。
ま
た
、
整
備
し
た
機
器
に
つ
い
て

適
切
な
運
用
を
図
り
た
い
。

Ａ

★
教
育
環
境
整
備
は
、
大
切
な
こ
と
。
予
算
確
保
を

お
願
い
し
た
い
。

★
学
校
側
は
そ
れ
を
成
果
で
返
す
こ
と
が
大
事
。

3
1
．

調
理
セ
ン
タ
ー
施

設
管
理
事
業

継
続

施
設
の
確
実
な
点

検
の
実
施

調
理
機
器
、
殺
菌
水
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て

は
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
月

害
虫
防
除
作
業
を
実
施
し
、
衛
生
管
理
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
機
器
等
に
不
具
合
が
出
た
場
合
は
直
ち

に
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

【
成
果
】

【
課
題
】

建
設
以
来
、
調
理
セ
ン
タ
ー
内
部
の
床
が
傷
ん
で
お

り
、
中
部
学
校
給
食
衛
生
管
理
研
究
会
で
も
衛
生
面

の
指
摘
を
受
け
、
全
面
的
に
修
繕
し
た
。

今
後
も
機
器
等
に
不
具
合
が
出
た
場
合
は
直
ち
に
修

繕
し
、
安
定
し
た
給
食
の
提
供
に
努
め
る
。

Ａ

◎
健
康
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
施
設
な
の
で
、
衛

生
管
理
に
は
十
分
注
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
教
育
環
境
整
備
は
、
大
切
な
こ
と
。
予
算
確
保
を

お
願
い
し
た
い
。

★
現
在
小
学
校
を
建
設
中
。
施
設
の
移
転
も
あ
る
な

ら
、
修
繕
等
が
後
手
に
回
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

た
い
。

3
1
．

調
理
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
事
業

→
計
画
的
に
維
持
管
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ

(
7
)

教
育
環
境
の
充

実 Ⅱ
.

学
校
施
設
の
整

備
充
実

Ａ

1
1
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3
2
．

放
課
後
児
童
対
策

事
業

継
続

利
用
希
望
児
童
受

入
率

→
1
0
0
％

指
導
員
研
修
の
実

施 →
年
１
回
以
上

旧
小
学
校
区
単
位
で
放
課
後
児
童
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
学
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
。

三
朝
西
は
直
営
、
三
朝
東
は
三
徳
地
域
協
議
会
へ
運

営
を
委
託
し
、
年
間
を
通
じ
て
児
童
の
居
場
所
づ
く

り
に
努
め
た
。

令
和
４
年
1
1
月
末
よ
り
、
新
小
学
校
建
設
工
事
に
伴

い
、
学
校
稼
業
日
の
三
朝
西
学
童
ク
ラ
ブ
を
三
朝
小

学
校
の
多
目
的
室
で
開
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

指
導
員
研
修
の
機
会
は
年
２
回
、
そ
れ
以
外
に
も
年

２
回
程
度
、
自
由
参
加
型
研
修
の
案
内
を
行
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

全
学
年
の
利
用
希
望
児
童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
も
打
合
せ
や
内
部
協
議

に
指
導
主
事
を
入
れ
た
こ
と
で
、
学
校
と
の
連
携
を

図
る
体
制
の
構
築
を
図
っ
た
。

な
お
、
西
学
童
ク
ラ
ブ
の
小
学
校
で
の
開
設
に
つ
い

て
も
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
対
応
で
き
た
。

今
後
も
西
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
施
設
改
修
や
運

営
方
針
の
検
討
を
小
学
校
施
設
検
討
と
併
せ
て
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
児
童
の
安
全
な
利
用

の
た
め
、
指
導
員
の
確
保
が
急
務
で
あ
る
。

併
せ
て
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
エ
ア
コ
ン
等
が
不

調
で
あ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
修
繕
等
を
行
い
、
十

分
な
ク
ラ
ブ
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
い
。

加
え
て
、
指
導
員
の
確
保
と
障
が
い
の
あ
る
児
童
の

受
入
体
制
に
つ
い
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ

◎
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
指
導
員
、
保

護
者
や
学
校
等
と
連
携
を
図
っ
て
、
安
心
・
安
全
な

場
所
の
提
供
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

◎
指
導
員
の
十
分
な
確
保
が
子
ど
も
の
安
心
で
き
る

居
場
所
に
も
つ
な
が
る
。

◎
障
が
い
の
あ
る
児
童
も
含
め
、
全
学
年
の
児
童
を

受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
指
導
員
の
知
識
等
の
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
研
修
会
２
回

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
ま
た
、
学
校
と
保
護
者

と
学
童
ク
ラ
ブ
の
連
携
を
も
っ
と
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
る
。

◎
支
援
の
必
要
な
児
童
の
受
入
も
あ
る
た
め
、
各
学

童
ク
ラ
ブ
に
１
人
で
も
専
門
知
識
や
経
験
の
あ
る
指

導
員
が
い
る
の
が
望
ま
し
い
と
感
じ
る
。

★
近
年
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
民
間
委
託
の
傾
向
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
三
朝
町
の
放
課
後
児
童
対
策
事
業
の
位

置
付
け
を
再
認
識
し
、
専
門
性
の
高
い
指
導
員
の
確

保
を
図
り
、
保
護
者
、
学
校
と
の
連
携
を
密
に
し

「
三
朝
ら
し
い
学
童
ク
ラ
ブ
」
を
目
指
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

★
保
護
者
と
の
連
携
と
安
心
安
全
な
場
所
と
し
て
、

校
舎
移
転
後
の
旧
三
朝
小
エ
リ
ア
（
校
舎
、
校
庭
、

体
育
館
）
内
で
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

★
今
後
も
家
庭
、
学
校
、
指
導
員
と
連
携
を
密
に
と

り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

3
2
．

放
課
後
児
童
対
策
事
業

→
指
導
員
か
ら
も
同
様
の
意
見
が
上
が
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
研
修
は
継
続
し
な
が
ら
、
各
学
期
２
回

程
度
、
町
教
委
と
指
導
員
の
打
合
せ
の
際
に
事
例
に

基
づ
い
た
問
題
解
決
方
法
等
を
指
導
主
事
や
学
校
側

か
ら
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
連
携
強
化
及
び
専
門
知

識
を
得
る
機
会
と
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
指
導
員
を
募
集
し
て
も
な
か
な
か
応
募
が
な
く
、

既
存
の
指
導
員
も
体
力
的
に
継
続
が
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
学
校
を
退
職
さ
れ
た
先
生
が
現
在
も

お
ら
れ
、
専
門
的
な
知
見
に
よ
り
指
導
等
を
さ
れ
て

い
る
が
、
体
力
的
に
も
毎
日
の
指
導
は
困
難
。
で
き

る
範
囲
と
現
在
の
人
材
に
よ
り
可
能
な
こ
と
は
す
る

が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
人
口
減
少
及
び
高
齢
化
に
よ
る

人
材
不
足
は
解
消
さ
れ
な
い
た
め
、
そ
の
中
で
で
き

る
こ
と
を
し
た
い
。

　
新
校
舎
移
転
後
は
小
学
校
エ
リ
ア
の
安
心
安
全
な

場
所
で
開
設
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
関
係
課
と
調

整
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
委
託
は
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
、
検
討
し
た
う
え
で
委
託

の
是
非
を
判
断
し
、
意
見
と
し
て
い
た
だ
い
た
「
三

朝
ら
し
い
学
童
ク
ラ
ブ
」
を
目
指
し
た
い
。

3
3
．

高
校
生
等
遠
距
離

通
学
費
補
助
金
事

業

継
続

補
助
対
象
生
徒
の

制
度
利
用
率

→
9
0
％

集
落
か
ら
役
場
ま
で
の
通
学
費
補
助
に
加
え
、
県
が

実
施
す
る
高
校
生
補
助
制
度
を
活
用
し
、
定
期
券
購

入
者
（
7
,
0
0
0
円
以
上
）
へ
補
助
を
行
っ
た
。

　
補
助
制
度
利
用
率
9
3
.
0
％

　
制
度
利
用
者
1
0
7
人
／
対
象
者
1
1
5
人

　
※
対
象
者
は
入
寮
者
及
び
他
補
助
受
給
者
除
く

【
成
果
】

【
課
題
】

県
制
度
の
拡
充
も
あ
り
、
例
年
よ
り
遠
距
離
通
学
者

を
持
つ
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
で
き
た
。

制
度
が
複
雑
で
あ
り
、
制
度
内
容
が
難
し
い
旨
の
声

を
い
た
だ
く
た
め
、
今
後
も
補
助
申
請
者
へ
わ
か
り

や
す
い
制
度
説
明
が
必
要
。

Ａ

★
高
校
生
の
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
支
援
も
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

3
3
．

高
校
生
等
遠
距
離
通
学
費
補
助
金
事
業

→
自
転
車
で
通
う
生
徒
に
も
距
離
に
換
算
し
て
補
助

金
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
購
入
で
き
る
と

考
え
る
た
め
、
新
た
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
を
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

3
4
．

小
中
学
校
遠
距
離

通
学
費
補
助
金
事

業

継
続

補
助
対
象
児
童
生

徒
の
制
度
利
用
率

→
1
0
0
％

小
学
校
は
定
期
券
の
現
物
給
付
と
最
寄
り
の
バ
ス
停

ま
で
距
離
が
あ
る
児
童
へ
補
助
。

中
学
校
は
２
k
m
以
上
の
距
離
を
通
学
す
る
全
生
徒
に

補
助
。

【
成
果
】

【
課
題
】

遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
お
け
る
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
た
。

特
に
な
し

Ａ

3
5
．

就
学
援
助
事
業

新
規

対
象
者
へ
の
必
要

な
援
助
の
実
施

就
学
援
助
対
象
者

　
小
学
校
　
4
3
名

　
中
学
校
　
2
9
名

【
成
果
】

【
課
題
】

経
済
的
困
窮
世
帯
に
対
し
、
学
用
品
費
、
給
食
費
等

の
支
援
を
行
い
就
学
の
支
援
を
行
っ
た
。

ひ
と
り
親
世
帯
の
増
加
な
ど
金
銭
的
な
部
分
も
含
め

た
支
援
の
継
続

Ａ

(
7
)

教
育
環
境
の
充

実 Ⅲ
.

児
童
生
徒
の
通

学
支
援

Ａ
Ａ

1
2
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3
6
．

中
学
校
運
動
部
活

動
外
部
指
導
者
派

遣
事
業

継
続

必
要
な
外
部
指
導

者
等
の
配
置

→
外
部
指
導
者
３

人
、
外
部
指
導
員

３
人

部
活
動
の
充
実
・
発
展
を
図
る
た
め
、
外
部
指
導
者

３
名
及
び
部
活
動
指
導
員
３
名
を
派
遣
し
た
。

【
外
部
指
導
者
】

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
１
名

　
指
導
回
数
2
8
回
　
計
5
4
時
間

・
野
球
部
１
名

　
指
導
回
数
2
8
回
　
計
7
0
時
間

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
１
名

　
指
導
回
数
4
1
回
　
計
7
6
時
間

【
部
活
動
指
導
員
】

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
１
名

　
指
導
回
数
3
5
回
　
計
1
2
8
時
間

・
サ
ッ
カ
ー
部
１
名

　
指
導
回
数
7
7
回
　
計
2
0
0
時
間

・
野
球
部
１
名

　
指
導
回
数
7
3
日
　
計
1
4
2
時
間

町
部
活
動
指
導
者
研
修
会
　
年
１
回

【
成
果
】

【
課
題
】

外
部
指
導
者
３
名
及
び
部
活
動
指
導
員
３
名
を
配
置

し
、
専
門
性
を
生
か
し
た
部
活
動
指
導
を
行
っ
て
、

県
大
会
出
場
等
の
成
績
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
顧

問
（
教
員
）
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

休
日
に
お
け
る
地
域
移
行
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度

は
中
学
校
に
「
地
域
移
行
検
討
協
議
会
」
を
設
置
す

る
。
部
活
動
指
導
員
、
外
部
指
導
者
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
地
域
移
行
の
動
向
も
考
慮
し
な
が
ら

配
置
し
て
い
く
。

Ａ

◎
今
後
も
引
き
続
き
、
定
期
的
に
指
導
者
と
状
況
確

認
を
行
い
な
が
ら
適
正
に
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

◎
地
域
移
行
の
動
向
が
不
透
明
で
具
体
的
な
対
策
が

示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
部
活
指
導
体

制
は
し
っ
か
り
整
え
て
対
応
願
い
た
い
。

★
中
学
校
運
動
部
活
動
の
環
境
は
劇
的
に
変
化
し
て

い
る
。
外
部
指
導
者
及
び
部
活
動
指
導
員
の
確
保

と
、
地
域
移
行
に
伴
う
的
確
で
安
定
的
な
運
営
体
制

の
構
築
が
急
務
だ
と
思
う
。

★
地
域
移
行
に
関
し
て
は
体
制
が
は
っ
き
り
し
て
お

ら
ず
、
不
安
が
大
き
い
。
中
学
校
単
位
で
の
活
動
が

で
き
な
い
の
は
残
念
に
思
う
。

★
今
後
、
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
わ
る
。
国
や
中
体

連
等
の
動
き
に
あ
っ
た
支
援
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

3
6
．

中
学
校
運
動
部
活
動
外
部
指
導
者
派
遣
事
業

→
公
立
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関

し
、
県
体
育
保
健
課
か
ら
７
～
８
月
頃
に
方
針
が
示

さ
れ
る
。
三
朝
町
に
お
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
部

活
動
地
域
移
行
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
協
議
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

3
7
．

三
朝
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
補
助
金
事

業

継
続

団
員
数

→
1
6
0
人

単
位
団
指
導
者
研

修
会
、
支
援
の
実

施

令
和
４
年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
数
 
1
5
9
名

（
令
和
３
年
度
 
1
5
4
名
）

本
補
助
金
で
は
主
に
指
導
者
に
係
る
費
用
（
年
間
謝

金
、
保
険
料
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録
費
用
、

指
導
者
資
格
講
習
会
費
用
等
）
や
単
位
団
の
育
成
強

化
費
を
支
援
し
て
い
る
。

【
成
果
】

【
課
題
】

団
員
数
は
微
増
で
、
目
標
団
員
数
を
ほ
ぼ
達
成
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
制
限
が
あ
る
中
、
団
本
部
の
指
針

を
順
守
し
、
単
位
団
で
も
感
染
対
策
を
徹
底
す
る

等
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
工
夫
し
な
が
ら
活
動
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
団
員
数
０
と
な
っ
た
こ
と

で
休
部
状
態
と
な
る
一
方
、
2
0
名
を
超
え
る
団
も
複

数
あ
る
等
、
競
技
に
よ
っ
て
団
員
数
が
大
き
く
異
な

る
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
資
格
を
持
つ
指
導
者
が
不

足
し
て
い
る
課
題
も
あ
る
。
資
格
取
得
に
は
自
己
負

担
で
数
万
円
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
指
導
者
と
な

る
人
材
の
負
担
も
大
き
い
。

Ａ

◎
中
学
生
の
部
活
動
地
域
移
行
に
向
け
て
進
む
中
、

三
朝
町
は
山
間
部
が
多
く
あ
り
、
交
通
の
便
も
良
く

な
い
地
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
の
就
労
等
で

交
通
手
段
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。

こ
の
点
の
改
善
策
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

★
児
童
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
有
益
性
を
認

め
な
が
ら
も
、
他
の
要
因
で
一
緒
に
活
動
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
は
い
な
い
か
。
実
態
を
探
り

な
が
ら
、
指
導
者
の
人
材
確
保
と
併
せ
て
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

★
中
学
校
の
部
活
地
域
移
行
の
課
題
と
併
せ
、
小
中

一
体
化
の
指
導
体
制
も
視
野
に
入
れ
検
討
で
き
な
い

か
。

3
7
．

三
朝
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
補
助
金
事
業

→
保
護
者
の
就
労
実
態
を
鑑
み
な
が
ら
、
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
へ
の
参
加
方
法
に
つ
い
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
の
動
向
を
踏

ま
え
つ
つ
、
ま
ず
は
休
日
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
受
け

皿
と
な
れ
る
か
ど
う
か
、
指
導
者
の
確
保
も
含
め
て

検
討
す
る
。

3
8
．

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
活
動
事
業

継
続

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
主
催
事
業
の
企

画
・
実
施
（
ス

ポ
ー
ツ
教
室
な

ど
）

本
町
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
資
質
向
上
の
た

め
、
各
種
研
修
に
委
員
を
派
遣
す
る
。

令
和
４
年
度
か
ら
、
少
人
数
に
よ
る
協
議
効
率
の
向

上
及
び
意
識
向
上
を
目
的
に
３
つ
の
分
野
で
検
討
を

進
め
る
チ
ー
ム
制
を
導
入
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
チ
ー
ム

　
健
康
増
進
チ
ー
ム

　
研
修
・
広
報
チ
ー
ム

【
成
果
】

【
課
題
】

チ
ー
ム
制
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
委
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
と
な
り
、
よ
り
積
極
的
な
活

動
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
チ
ー
ム
と
し
て
委
員
の
役
割
を
明
確
化
し
た

こ
と
で
、
担
当
分
野
に
対
し
て
自
己
研
鑽
す
る
様
子

も
見
ら
れ
る
。

昨
年
度
か
ら
モ
ル
ッ
ク
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
紹
介

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
派
遣
依
頼
が
増
え
て
き
た
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て

き
た
ア
イ
デ
ア
を
い
か
に
実
行
で
き
る
か
。
事
務
局

主
導
で
は
な
く
積
極
的
な
委
員
主
導
の
活
動
を
目
指

す
。

Ａ

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
内
容
、
特
に
派
遣
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
町
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

★
小
学
校
の
親
子
会
が
、
天
候
が
悪
い
時
中
止
に
な

る
こ
と
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
で
交
流
が
で

き
れ
ば
い
い
と
思
う
。

★
中
高
に
お
け
る
運
動
部
活
動
は
、
今
後
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
る
。
地
域
の
受
け
皿
の
整
備
が
急
務
で

あ
る
。

3
8
．

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
事
業

→
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
意
欲
が
高
ま
っ
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
同
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
各
種

広
報
媒
体
を
活
用
し
、
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
町
民

の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
裾
野
を

広
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、
中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
の
動
き
を
踏
ま

え
つ
つ
、
休
日
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
創
出
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

3
9
．

三
朝
町
体
育
協
会

委
託
金
事
業

継
続

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
参
加
者
数

→
1
,
8
0
0
人

体
育
協
会
主
催
行
事
延
べ
参
加
者
数
　
6
0
4
人

ヨ
ー
ガ
教
室
延
べ
参
加
者
数
　
延
べ
2
3
3
人

郡
ス
ポ
レ
ク
祭
参
加
者
数
　
延
べ
3
3
3
人

中
部
駅
伝
大
会
参
加
者
数
　
延
べ
1
6
人

　
→
合
計
　
延
べ
1
,
1
8
6
人

昨
年
に
引
き
続
き
剣
道
大
会
や
野
球
大
会
等
が
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
た
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
三
朝
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ー
ス
を
設
け
、
順
番
に
体

験
し
て
い
く
「
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
。

【
成
果
】

【
課
題
】

新
た
に
開
催
し
た
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
は
、
参
加

者
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
町
内
外
か
ら
参
加
を
い
た

だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
全
て
の
回
答
者
か
ら

本
事
業
に
「
満
足
」
「
次
回
も
参
加
し
た
い
」
と
い

う
評
価
を
得
た
。
事
業
全
般
に
お
い
て
、
参
加
者
か

ら
の
満
足
度
は
高
い
。

体
育
協
会
の
会
員
数
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
「
ス
ポ
ー
ツ
機
会

の
創
出
」
「
加
盟
の
メ
リ
ッ
ト
や
加
盟
し
や
す
さ
」

と
い
う
観
点
で
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

Ｂ

★
中
高
に
お
け
る
運
動
部
活
動
は
、
今
後
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
る
。
地
域
の
受
け
皿
の
整
備
が
急
務
で

あ
る
。

3
9
．

三
朝
町
体
育
協
会
委
託
金
事
業

→
中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
の
動
き
を
踏
ま
え
つ

つ
、
ま
ず
は
休
日
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
受
け
皿
と
な

れ
る
か
ど
う
か
、
指
導
者
の
確
保
も
含
め
て
検
討
す

る
。

　
ま
た
、
普
段
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
触
れ
る
こ
と
が
少

な
い
町
民
に
視
点
を
置
き
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
事
業

を
展
開
す
る
。

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

(
3
)

健
や
か
な
体
の

育
成

Ⅰ
.

体
力
向
上
の
推

進(
2
)

豊
か
な
心
の
醸

成 Ⅱ
.

情
操
教
育
の
推

進

1
3
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(
3
)

健
や
か
な
体
の

育
成

Ⅱ
.

健
康
教
育
の
推

進

4
0
．

食
育
推
進
事
業

継
続

県
産
地
消
率

→
9
5
％
以
上

園
小
中
の
食
育
取

組
成
果
発
表

→
年
１
回

給
食
レ
シ
ピ
公
開

→
月
１
回
以
上

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
と
お
し
て
「
食
」
に
関
す
る
知

識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食

生
活
と
食
を
通
じ
た
健
康
管
理
を
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
た
。

　
地
産
地
消
率
 
9
6
％

　
園
小
中
の
食
育
取
組
成
果
発
表
　
年
１
回

　
（
文
化
ホ
ー
ル
掲
示
）

　
給
食
レ
シ
ピ
公
開
　
年
７
回

　
（
町
報
に
掲
載
）

※
３
回
に
１
回
は
町
内
旅
館
調
理
師
の
レ
シ
ピ
を
掲

載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
為
、
掲
載
回
数
が
減
少
し

た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

地
産
地
消

　
生
産
者
と
積
極
的
に
連
携
を
図
り
、
地
域
の
特
産

を
生
か
し
た
給
食
の
提
供
と
郷
土
愛
を
育
て
る
支
援

を
行
っ
た
。

食
育
指
導

　
小
学
生
に
よ
る
生
産
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
企

画
し
、
生
産
者
の
思
い
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

地
産
地
消

　
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今
後
の
町
産
食
材
の

調
達
難
が
懸
念
さ
れ
る
。

食
育
指
導

　
コ
ロ
ナ
禍
で
給
食
訪
問
を
行
い
づ
ら
い
状
況
だ

が
、
校
内
放
送
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
な
ど
、
安
全

性
を
確
保
し
な
が
ら
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｂ
Ａ

Ａ

◎
三
朝
町
の
食
育
に
対
す
る
意
識
は
高
く
、
子
ど
も

た
ち
に
も
地
産
地
消
が
浸
透
し
て
い
る
。

◎
と
て
も
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
し
て
お
ら
れ
、

他
町
村
の
方
に
も
褒
め
て
も
ら
う
こ
と
が
多
々
あ

る
。
胸
を
張
っ
て
、
今
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

◎
園
小
中
の
食
育
取
組
成
果
発
表
が
文
化
ホ
ー
ル
展

示
の
み
と
い
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
よ
り
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

★
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
諸
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
、
郷
土
の
農
産
物
や
特
産
品
を
子
ど
も
た
ち
の
記

憶
に
残
す
た
め
に
も
ぜ
ひ
継
続
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

★
子
育
て
世
代
の
親
の
関
心
事
は
「
食
」
だ
と
思

う
。
特
に
幼
児
～
小
中
学
校
の
期
間
に
、
保
護
者
と

と
も
に
安
全
で
安
心
な
食
材
で
健
全
な
心
身
を
育
む

視
点
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
と
て
も
良
い
取
り
組
み
だ
と
思
う
。

★
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
取
り
組
み
だ
と
考
え
る
。

継
続
し
て
ほ
し
い
。

4
0
．

食
育
推
進
事
業

→
令
和
５
年
度
は
、
図
書
館
で
の
展
示
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

1
4
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4
1
．

人
権
啓
発
講
演
会

等
事
業

継
続

人
権
講
演
会
・
講

座
等
参
加
者
満
足

度 →
8
0
％
以
上

人
権
教
育
講
座
（
７
月
～
1
0
月
）

　
参
加
者
2
6
8
人
･
５
回
／
前
年
4
3
5
人
･
５
回

第
2
9
回
差
別
を
な
く
す
る
三
朝
町
集
会

（
R
4
.
1
1
.
6
）

　
参
加
者
1
1
3
人
／
前
年
参
加
者
1
6
6
人

【
成
果
】

【
課
題
】

人
権
教
育
講
座

　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
参
加
者
が
伸
び
な
か
っ
た
。

　
全
て
の
講
座
で
８
割
以
上
が
新
た
な
気
付
き

　
が
あ
っ
た
と
回
答

差
別
を
な
く
す
る
三
朝
町
集
会

　
満
足
度
8
5
.
4
％
（
大
変
良
い
､
良
い
）

人
権
教
育
講
座

　
興
味
を
持
ち
や
す
い
テ
ー
マ
の
選
定
。

　
参
加
者
の
固
定
化
。

差
別
を
な
く
す
る
三
朝
町
集
会

　
講
演
会
講
師
の
選
定

　
参
加
者
の
固
定
化

　
3
0
代
以
下
の
参
加
者
が
少
な
い
。

Ｃ

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
参
加
者
が
少
な
い
の
は
仕
方

が
な
い
。

◎
人
権
教
育
は
継
続
し
た
学
習
が
必
要
で
あ
る
の

で
、
引
き
続
き
工
夫
を
し
た
開
催
を
お
願
い
す
る
。

◎
参
加
さ
れ
た
方
の
満
足
度
は
従
来
高
く
、
参
加
さ

れ
な
い
方
の
参
加
率
向
上
を
目
指
し
た
い
。
子
育
て

世
代
に
興
味
の
あ
る
的
を
絞
っ
た
テ
ー
マ
で
の
開
催

な
ど
。

★
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移

行
し
た
。
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

4
1
．

人
権
啓
発
講
演
会
等
事
業

→
学
習
機
会
の
提
供
の
場
と
し
て
継
続
し
て
取
り
組

む
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
時
・
テ
ー
マ
を
工
夫
し

開
催
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な

い
人
が
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
講
座
を
計
画
し
て

い
く
。

4
2
．

人
権
教
育
推
進
協

議
会
委
託
金
事
業

継
続

人
権
学
習
機
会
の

創
出

学
習
活
動
延
べ
参

加
者
数

→
1
,
0
0
0
人

人
権
学
級
（
９
月
～
1
2
月
）

　
1
6
集
落
参
加
者
1
9
7
人

人
権
啓
発
番
組

　
人
権
学
級
等
に
参
加
で
き
な
い
方
の
学
習
機
会

　
と
し
て
三
朝
中
作
成
の
人
権
劇
(
1
5
分
)
を
ケ
ー

　
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送

　
Ｎ
Ｃ
Ｎ
で
１
月
か
ら
３
月
ま
で
毎
日
３
回
放
送

部
落
解
放
月
間
に
伴
う
人
権
標
語
募
集
・
表
彰

　
小
中
学
校
か
ら
６
作
品
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、

　
チ
ラ
シ
広
報
に
利
用

　
郡
同
和
対
策
協
議
会
の
人
権
標
語
に
応
募

人
権
啓
発
リ
ボ
ン
・
バ
ッ
ジ
の
作
成
・
着
用

（
７
月
～
８
月
）

　
町
内
事
業
所
、
保
育
所
、
小
中
学
校
、
役
場

　
各
職
員
等
へ
依
頼

大
会
派
遣

　
第
4
7
回
人
権
尊
重
を
実
現
す
る
鳥
取
県
研
究

 
 
集
会
　
1
5
名
参
加
（
人
数
制
限
の
た
め
）

　
第
7
3
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

　
２
名
参
加
（
人
数
制
限
の
た
め
）

広
報
誌

　
共
に
生
き
る
　
　
１
月
発
行

　
人
推
協
だ
よ
り
　
３
月
発
行

人
権
意
識
調
査

　
７
月
実
施

人
権
教
育
推
進
５
ヵ
年
計
画
（
第
７
次
）
策
定

【
成
果
】

【
課
題
】

人
権
学
級

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
1
6
集
落
が
開
催
す
る

　
こ
と
が
で
き
た
。

　
三
朝
中
と
の
連
携
に
よ
り
人
権
啓
発
番
組
を
放

　
送
し
、
人
権
教
育
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る

　
こ
と
が
で
き
た
。

人
権
学
級

　
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
開
催
し
な
い
集
落
に
対
し

　
積
極
的
な
声
掛
け
を
す
る
。

　
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

　
り
、
他
の
集
ま
る
機
会
を
活
用
し
た
出
前
講
座

　
や
、
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
貸
出
、
テ
レ
ビ

　
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
啓
発
活

　
動
も
併
行
し
て
取
り
組
む
。

Ｂ

★
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移

行
し
た
。
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

4
3
．

人
権
教
育
推
進
員

設
置
事
業

継
続

人
権
教
育
推
進
員

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
に
よ
る
人
権
教

育
の
実
施

人
権
教
育
推
進
員
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

な
し

人
権
教
育
推
進
委
員
を
早
期
に
配
置
し
、
啓
発
活
動

に
取
り
組
む
。

人
権
啓
発
活
動
を
企
画
し
、
町
民
が
人
権
教
育
に
触

れ
る
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
。

Ｄ

4
4
．

移
動
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

継
続

各
園
・
学
童
ク
ラ

ブ
５
か
所

→
月
１
回

各
集
落
・
事
業
所

等
2
6
か
所

→
月
１
回

移
動
図
書
館
 
延
べ
3
5
6
か
所

　
集
落
1
5
か
所
、
施
設
・
事
業
所
1
0
か
所
、

　
保
育
所
・
支
援
セ
ン
タ
ー
４
か
所

→
移
動
図
書
館
貸
出
 
4
8
回
（
３
保
育
所
＋
支
援
セ

ン
タ
ー
）

→
西
学
童
ク
ラ
ブ
（
月
２
回
）

　
４
～
1
1
月
…
本
の
貸
出
 
1
2
～
３
月
…
読
み
聞
か

せ →
中
学
校
（
概
ね
月
１
回
）

【
成
果
】

【
課
題
】

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、

移
動
図
書
館
車
を
概
ね
計
画
ど
お
り
に
運
行
で
き

た
。
ま
た
、
悪
天
候
（
降
雪
）
に
よ
り
中
止
の
場

合
、
代
替
日
を
設
定
し
運
行
で
き
た
。

集
落
巡
回
で
新
規
利
用
者
が
２
名
あ
っ
た
。

　 高
齢
に
な
っ
て
、
介
護
施
設
へ
入
所
さ
れ
る
方
な
ど

が
あ
り
、
集
落
巡
回
の
利
用
者
が
段
々
と
減
少
し
て

き
て
い
る
。

Ａ

★
交
通
手
段
の
な
い
方
に
と
っ
て
は
と
て
も
あ
り
が

た
い
事
業
だ
と
思
う
。
引
き
続
き
本
に
触
れ
る
機
会

が
あ
る
と
良
い
と
思
う
。

★
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
素
晴
ら
し
い
。

Ｂ
Ｂ

(
2
)

豊
か
な
心
の
醸

成 Ⅰ
.

豊
か
な
心
の
育

成

1
5
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4
5
．

子
ど
も
た
ち
の
読

書
活
動
と
学
習
活

動
を
支
援

継
続

お
話
会
（
各
園
・

支
援
セ
ン
タ
ー
・

美
術
館
等
）

→
5
8
回

小
中
学
校
学
習
資

料
貸
出

→
3
,
5
0
0
冊

子
ど
も
が
楽
し
め

る
行
事

→
年
２
回

お
話
会
 
5
0
回

　
保
育
所
 
2
9
回

　
支
援
セ
ン
タ
ー
 
1
1
回

　
バ
イ
オ
リ
ン
美
術
館
 
1
0
回

母
子
検
診
時
に
読
み
聞
か
せ
 
７
回
・
配
本
1
0
回

西
学
童
　
読
み
聞
か
せ
　
６
回
（
1
2
月
～
）

学
習
資
料
等
貸
出
　
小
学
校
1
,
6
6
6
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
　
6
3
7
冊

図
書
館
サ
イ
コ
ロ
く
じ

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
共
催

　
も
の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
（
あ
そ
び
の
広
場
協
力
）

　
お
は
な
し
会
（
鳥
取
短
期
大
学
学
生
協
力
）

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
バ
イ
オ
リ
ン
美
術
館

協
力
）

【
成
果
】

【
課
題
】

お
話
会
に
手
遊
び
等
を
取
り
入
れ
て
内
容
が
充
実
し

た
。

西
学
童
に
つ
い
て
、
小
学
校
の
新
校
舎
建
設
に
伴
っ

て
場
所
が
変
更
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
の
貸
出

し
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
に
親
し
む
機

会
を
失
わ
な
い
よ
う
に
読
み
聞
か
せ
を
す
る
こ
と
と

し
た
。

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
お
は
な
し
会
で
鳥

取
短
期
大
学
の
学
生
の
協
力
が
得
ら
れ
、
学
生
、
参

加
者
の
親
子
共
々
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。
ま

た
、
バ
イ
オ
リ
ン
美
術
館
の
協
力
に
よ
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
施
で
き
、
大
変
喜
ば
れ
た
。

　 職
員
の
読
み
聞
か
せ
研
修
を
実
施
し
、
会
話
ス
キ
ル

の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す
。
ま
た
、
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
・
育
成
を
行
い
、
読
書
活
動

を
推
進
し
て
い
く
協
力
者
を
増
や
す
。

Ａ

◎
子
ど
も
は
特
に
、
サ
イ
コ
ロ
く
じ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
時
に
は
図
書
館
へ
行
く
こ
と
が
多
く
な
る
よ
う
に

思
う
。
今
後
も
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
期
待
す

る
。

★
一
般
的
に
幼
児
期
の
人
格
形
成
は
３
歳
く
ら
い
に

形
成
さ
れ
、
1
0
歳
く
ら
い
ま
で
に
確
定
さ
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
に
子
ど
も
と
親
と
の
関
わ

り
に
お
い
て
「
本
と
の
出
会
い
」
が
重
要
か
つ
最
も

影
響
力
の
あ
る
栄
養
素
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
の
観
点
か
ら
、
例
え
ば
全
都
道
府
県
の
優
良

図
書
、
推
薦
図
書
な
ど
の
情
報
収
集
と
優
良
図
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
三
朝

町
独
自
の
「
本
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
」
を
学
校
、

保
護
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
も
う
一
段
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
取
り
組
み
を
工
夫
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

4
5
．

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
と
学
習
活
動
を
支
援

→
令
和
５
年
度
は
、
夏
休
み
企
画
「
サ
イ
コ
ロ
と

し
ょ
か
ん
く
じ
」
に
つ
い
て
中
学
校
図
書
室
と
連
携

し
、
学
校
で
借
り
た
本
に
つ
い
て
も
ス
タ
ン
プ
押
印

す
る
こ
と
と
し
て
、
中
学
生
の
読
書
活
動
を
後
押
し

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
乳
幼
児
期
・
保
育
園
で
培
っ
て
き
た
絵
本
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
に
よ
る
本
に
親
し
む
習
慣
や
、
絵
本
が

好
き
と
い
う
子
ど
も
が
、
就
学
後
も
本
と
の
関
わ
り

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
小
中
学
校
の
図
書
室
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。
令
和
４
年
度
か
ら
県
立
図
書
館
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
図
書
室
を
含
め
た
連
絡

会
を
概
ね
月
１
回
開
催
し
て
い
る
。
４
年
度
は
学
校

図
書
室
の
役
割
や
司
書
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
内

容
の
研
修
を
行
っ
て
き
た
。
５
年
度
は
司
書
教
諭
の

先
生
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
に
図
書
室

の
活
用
を
考
え
て
い
く
機
会
と
し
て
、
研
究
授
業
の

実
施
を
計
画
し
て
い
る
。
日
々
の
子
ど
も
た
ち
の
読

書
活
動
に
接
し
て
い
る
学
校
図
書
室
を
、
町
立
図
書

館
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

4
6
．

乳
幼
児
の
読
書
に

親
し
む
き
っ
か
け

づ
く
り

継
続

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

→
年
４
回

ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド

→
2
4
組

健
診
時
の
お
は
な

し
会

→
７
回

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
　
2
1
組

　
６
か
月
健
診
を
利
用
し
て
絵
本
の
楽
し
さ
、

　
重
要
性
を
親
子
に
体
験
し
て
も
ら
う
。

　
絵
本
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
　
1
8
組
（
１
歳
誕
生
日
前
後
）

　
民
生
児
童
委
員
の
自
宅
訪
問
事
業
（
顔
合
わ
せ
）

に
協
力
。

　
好
き
な
絵
本
２
冊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

　
そ
の
後
の
図
書
館
利
用
に
つ
な
げ
る
。

健
診
時
お
話
会
（
２
歳
、
５
歳
）

　
２
歳
の
び
の
び
　
３
回
　
５
歳
児
健
診
　
４
回

健
診
時
絵
本
配
本
（
３
歳
児
　
３
回
）

【
成
果
】

【
課
題
】

幼
児
期
に
親
子
で
図
書
館
利
用
の
契
機
と
な
っ
て
い

る
。
出
生
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
着
実
な
図
書
館

利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

子
ど
も
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
関
し
、
保
護
者

へ
の
啓
発
が
必
要
。

Ａ

4
6
.

乳
幼
児
の
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り

→
令
和
５
年
度
か
ら
月
１
回
、
館
内
で
の
お
は
な
し

会
を
計
画
し
て
い
る
。
対
象
は
未
就
学
児
の
親
子

で
、
幼
い
う
ち
か
ら
親
子
で
絵
本
に
親
し
む
機
会
と

し
た
い
。

4
7
．

人
と
本
の
出
会
い

の
場
づ
く
り

継
続

テ
ー
マ
選
書
展
示

→
2
0
回

教
室
の
開
催

→
2
4
回

テ
ー
マ
選
書
展
示
　
5
1
回
、
う
ち
他
団
体
・
町
民
の

展
示
1
2
回

　
季
節
の
話
題
・
社
会
情
勢
等
の
中
か
ら

　
テ
ー
マ
を
選
び
、
関
連
図
書
を
期
間
限
定
で

　
展
示
し
て
利
用
者
の
資
料
利
用
の
動
機
付
け

　
と
す
る
。

（
児
童
向
）
母
の
日
・
父
の
日
特
集
／
梅
雨
特
集
／

ひ
な
祭
り
／
節
分
／
ク
リ
ス
マ
ス
特
集
／
こ
ど
も
の

読
書
週
間
／
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
特
集
　
等

（
一
般
向
）
日
本
遺
産
Ｐ
Ｒ
／
本
屋
大
賞
／
自
死
予

防
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
汽
車
・
木
工
作
品
／
着
物

の
リ
メ
イ
ク
／
芥
川
賞
・
直
木
賞
特
集
／
認
知
症
予

防
　
等

教
室
（
英
語
村
）
　
月
２
回
（
第
２
、
第
４
土
曜

日
）
計
2
2
回

【
成
果
】

【
課
題
】

月
毎
に
展
示
を
入
れ
替
え
て
本
の
紹
介
が
で
き
た
。

ま
た
、
雑
貨
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
上
手
に
活
用
し
て
利
用
者

の
興
味
を
引
く
展
示
と
な
っ
た
の
で
貸
し
出
し
に
な

る
本
が
多
か
っ
た
。

着
物
の
リ
メ
イ
ク
展
は
、
新
聞
記
事
に
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
、
鳥
取
市
な
ど
遠
方
か
ら
見
に
来

ら
れ
た
方
も
多
く
あ
っ
た
。

今
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
内
容
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
展
示
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
機
関
を
増
や

す
。

Ａ

◎
展
示
の
内
容
に
つ
い
て
、
例
年
に
な
い
も
の
も
ど

ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

★
一
般
的
に
幼
児
期
の
人
格
形
成
は
３
歳
く
ら
い
に

形
成
さ
れ
、
1
0
歳
く
ら
い
ま
で
に
確
定
さ
れ
る
と
言

わ
れ
る
。
そ
の
時
期
に
子
ど
も
と
親
の
関
わ
り
に
お

い
て
本
と
の
出
会
い
が
重
要
か
つ
最
も
影
響
力
の
あ

る
栄
養
素
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
観

点
か
ら
、
例
え
ば
全
都
道
府
県
の
優
良
図
書
、
推
薦

図
書
な
ど
の
情
報
収
集
と
優
良
図
書
グ
ル
ー
プ
の
活

動
事
例
等
を
参
考
に
、
三
朝
町
独
自
の
「
本
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
」
を
学
校
、
保
護
者
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
取
り
組
み
を
工
夫
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

★
防
災
無
線
で
い
ろ
い
ろ
な
展
示
等
さ
れ
て
い
る
の

だ
な
と
感
じ
て
い
た
。

4
7
．

人
と
本
の
出
会
い
の
場
づ
く
り

→
作
品
展
示
な
ど
の
館
内
展
示
に
付
随
し
て
、
関
係

す
る
書
籍
等
を
展
示
し
、
本
と
の
出
会
い
を
創
出
す

る
こ
と
を
今
後
も
継
続
す
る
。

　
新
春
企
画
「
本
の
福
袋
」
は
、
普
段
自
分
で
は
選

ば
な
い
本
と
の
出
会
い
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
令

和
５
年
度
も
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
。

　
令
和
５
年
度
、
町
制
7
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て

「
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。
未
知
の
本
や
新
た
な
本
と
の
出
会

い
の
創
出
、
本
の
循
環
や
本
を
通
じ
た
人
と
人
と
の

心
の
交
流
の
機
会
と
な
れ
ば
と
考
え
る
。

(
3
)

健
や
か
な
体
の

育
成

Ⅱ
.

健
康
教
育
の
推

進

4
8
．

家
庭
教
育
支
援
推

進
事
業

継
続

園
、
学
校
に
お
け

る
子
育
て
親
育
ち

講
座
の
開
催
数

→
園
３
回
、
小
中

学
校
各
１
回

子
育
て
期
の
保
護
者
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
と
し

て
、
子
育
て
・
親
育
ち
講
座
（
県
補
助
事
業
）
を
町

内
各
保
育
園
、
小
中
学
校
に
実
施
を
呼
び
掛
け
、
講

師
費
用
等
を
支
援
。

【
実
施
講
座
】

・
「
絵
本
の
大
切
さ
と
読
み
聞
か
せ
の
仕
方
」

　
　
講
師
：
山
陰
こ
ど
も
の
と
も
社
 
末
宗
智
彦
氏

　
　
対
象
：
１
園
（
竹
田
保
）
、
参
加
者
2
8
名

・
「
子
育
て
1
2
か
条
で
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
　
講
師
：
即
興
書
家
　
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ａ
氏

　
　
対
象
：
全
小
中
学
校
・
園
、
参
加
者
4
2
名

【
成
果
】

【
課
題
】

読
み
聞
か
せ
の
重
要
性
や
子
ど
も
の
興
味
を
引
く
コ

ツ
、
忙
し
い
中
で
も
自
分
の
時
間
を
大
切
に
す
る
こ

と
な
ど
、
親
と
し
て
子
ど
も
と
ど
う
関
わ
る
か
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
減
少
し
て
い
た
講
座
の
開
催
を

増
や
す
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度
の
合
同
開
催
の
よ

う
に
よ
り
参
加
し
や
す
い
開
催
方
法
を
検
討
す
る
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

★
引
き
続
い
て
の
開
催
を
希
望
す
る
。

Ａ
Ａ

(
2
)

豊
か
な
心
の
醸

成 Ⅱ
.

情
操
教
育
の
推

進

1
6
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(
4
)

ふ
る
さ
と
愛
の

醸
成

Ⅰ
.

ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
教
育
の
推

進

4
9
．

生
涯
学
習
講
座

「
三
朝
大
学
」
開

催
事
業

継
続

町
民
の
生
涯
学
習

機
会
の
提
供

受
講
者
の
年
間
満

足
度

→
8
0
％
以
上

全
８
回
の
講
座
を
実
施
（
講
座
内
容
は
受
講
者
代
表

７
名
と
意
見
交
換
の
上
、
決
定
し
て
い
る
）
。

　
事
業
申
込
者
数
　
4
5
名

　
平
均
受
講
者
数
　
2
6
名

　
平
均
出
席
率
　
　
5
8
.
3
%

全
８
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
「
講
座
内
容
に
興
味
が
持
て
た
」
平
均
8
7
.
3
%

　
「
理
解
し
や
す
い
内
容
だ
っ
た
」
平
均
8
2
.
3
%

【
成
果
】

【
課
題
】

全
体
的
な
講
座
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
受
講
後
に
「
興

味
が
持
て
た
」
と
回
答
す
る
割
合
が
8
7
%
と
な
り
、

講
座
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。

令
和
４
年
度
は
町
民
を
講
師
に
選
定
す
る
等
、
「
身

近
な
人
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
好
評
を
得

た
。

新
た
な
講
師
や
テ
ー
マ
等
、
受
講
者
が
興
味
を
持
た

れ
る
よ
う
な
講
座
内
容
を
提
案
し
て
い
き
た
い
（
講

師
の
知
名
度
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
の
面
白
さ
や
珍
し

さ
等
）
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
各
講
座
の
前
段
に
特
殊
詐
欺
対
策
や
交
通
マ
ナ
ー

（
ル
ー
ル
）
等
を
簡
単
に
学
習
で
き
れ
ば
、
社
会
問

題
の
対
策
も
で
き
る
と
思
う
。

◎
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容

は
も
ち
ろ
ん
、
日
時
設
定
も
考
慮
し
て
は
ど
う
か
。

4
9
．

生
涯
学
習
講
座
「
三
朝
大
学
」
開
催
事
業

→
既
存
の
講
座
運
営
方
法
に
捉
わ
れ
な
い
ミ
ニ
講
座

の
複
数
回
開
催
等
、
柔
軟
的
か
つ
町
民
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
開
催
方
法
を
検
討
す
る
。

5
0
．

気
軽
に
利
用
し
や

す
い
図
書
館
づ
く

り

継
続

入
館
者

→
2
5
,
0
0
0
人

登
録
者

→
6
,
5
0
0
人

貸
出
冊
数

→
個
人
7
5
,
0
0
0

冊
、
団
体
1
8
,
0
0
0

冊
、
(
移
動
1
5
,
0
0
0

冊
)

入
館
者
数
 
2
3
,
0
2
0
人

登
録
者
数
 
 
7
,
1
5
3
人
　
実
利
用
者
1
,
4
6
9
人

貸
出
冊
数
 
7
9
,
3
8
0
冊
※
団
体
＋
個
人

 
 
・
個
人
 
6
5
,
5
3
0
冊

 
 
（
館
内
 
6
0
,
9
7
6
冊
、
移
動
 
4
,
5
5
4
冊
）

 
 
・
団
体
 
1
3
,
8
4
9
冊

 
 
（
館
内
 
 
7
,
1
1
4
冊
、
移
動
 
6
,
7
3
6
冊
）

【
成
果
】

【
課
題
】

多
読
・
安
田
千
秋
賞
と
し
て
、
多
読
賞
を
表
彰
し
た

（
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）
・
子
ど
も
の
部
（
中

学
生
以
下
）
）
。
読
書
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
た

い
。

令
和
４
年
度
は
、
３
年
度
と
比
較
し
て
入
館
者
数
・

貸
出
冊
数
と
も
減
少
し
た
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
「
る

る
ぶ
」
と
い
っ
た
旅
行
雑
誌
が
よ
く
貸
出
と
な
っ
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
旅
行
等
の
規
制

が
緩
和
さ
れ
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業
が
復
調
し
て
き
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。

登
録
者
数
は
多
い
も
の
の
、
実
利
用
者
は
1
,
5
0
0
人

前
後
で
あ
り
、
増
加
の
取
り
組
み
が
必
要
。

「
書
籍
と
し
て
読
む
」
こ
と
の
動
機
付
け
、
図
書
館

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
の
事
業
を
定
期
開
催

す
る
こ
と
も
必
要
。

Ｂ

◎
多
読
賞
は
、
年
齢
問
わ
ず
表
彰
の
対
象
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
良
い
取
り
組
み
だ
っ
た
と
思
う
。
表
彰

さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で
い
た
。

5
1
．

よ
り
豊
か
で
質
の

高
い
蔵
書
体
系
の

構
築

継
続

蔵
書

→
1
1
0
,
0
0
0
冊

令
和
４
年
度
末
蔵
書
 
1
0
6
,
8
2
0
冊

 
 
・
一
般
図
書
 
 
 
 
　
6
1
,
8
8
1
冊

 
 
・
児
童
図
書
　
 
 
 
 
2
7
,
9
5
6
冊

 
 
・
文
庫
本
　
 
 
 
 
 
 
 
4
,
4
3
7
冊

　
・
郷
土
資
料
 
 
 
 
 
　
6
,
4
4
6
冊

 
 
・
点
字
資
料
　
 
 
 
 
 
 
 
 
4
7
冊

 
 
・
漫
画
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
9
6
冊

 
 
・
外
国
語
資
料
 
 
 
 
 
　
2
7
8
冊

 
 
・
雑
誌
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
,
4
1
7
冊

 
 
・
視
聴
覚
資
料
(
A
V
)
 
1
,
9
6
2
冊

【
成
果
】

【
課
題
】

今
年
度
は
、
除
籍
を
す
す
め
た
。

音
楽
等
の
Ｃ
Ｄ
の
充
実
を
図
っ
た
。

　 書
庫
の
ス
ペ
ー
ス
の
上
限
が
見
え
て
き
た
状
況
で
あ

り
、
蔵
書
資
料
の
新
鮮
さ
を
維
持
す
る
こ
と
か
ら

も
、
除
籍
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

お
す
す
め
絵
本
の
買
換
え
及
び
複
本
の
準
備
。

Ａ

5
2
．

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

継
続

リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー

ビ
ス

→
6
,
5
0
0
件

相
互
貸
出
サ
ー
ビ

ス →
4
,
0
0
0
件

相
談
業
務
（
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
)

→
2
,
0
0
0
件

障
が
い
者
サ
ー
ビ

ス →
5
0
0
件

予
約
処
理
 
6
,
3
6
9
件

相
互
貸
借
処
理
 
貸
出
4
2
9
冊
、
借
受
2
,
9
3
4
冊

相
談
業
務
処
理
 
1
,
3
8
6
件

障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
ジ
ー
図
書
貸
出
）
4
4
7

件 多
文
化
サ
ー
ビ
ス
（
外
国
語
資
料
の
コ
ー
ナ
ー
を
継

続
設
置
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
や
児
童
書
等
も
配
架

し
、
よ
り
親
し
ま
れ
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

る
）

【
成
果
】

【
課
題
】

予
約
件
数
が
前
年
に
比
べ
少
し
増
加
し
た
。
ま
た
、

相
談
件
数
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）
が
倍
増
し
、
丁
寧
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
相
互
貸
借
の
対

応
も
迅
速
に
対
応
が
で
き
た
。

特
に
な
し
。

Ａ

★
引
き
続
き
町
民
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ
Ａ

(
4
)

ふ
る
さ
と
愛
の

醸
成

Ⅱ
.

ふ
る
さ
と
に
触

れ
る
機
会
の
充

実

1
7
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5
3
．

情
報
発
信
の
強
化

継
続

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更

新 →
月
３
回

月
間
予
定
、
展
示
紹
介
な
ど
の
内
容
を
定
期
的
に
更

新
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
件
数
の
増
加
に
努
め

る
。

　
更
新
5
0
回

子
育
て
応
援
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
へ
新
着
絵
本
の
お
知

ら
せ
を
掲
載
（
１
回
／
月
　
５
冊
前
後
）

　
６
回
掲
載
（
3
2
冊
紹
介
）

【
成
果
】

【
課
題
】

今
年
度
か
ら
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
ち
ょ
っ
と

ひ
と
い
き
』
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
出

来
事
を
随
時
掲
載
す
る
よ
う
に
し
た
。

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
わ
か
る
よ

う
に
し
、
毎
月
少
し
づ
つ
増
え
て
い
る
。

図
書
館
行
事
や
季
節
の
展
示
に
つ
い
て
写
真
付
き
で

広
報
し
た
。

町
民
課
が
開
設
し
て
い
る
子
育
て
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
に
新
着
絵
本
の
紹
介
を
毎
月

掲
載
し
た
。

図
書
館
利
用
に
つ
い
て
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
案
内

の
提
供
が
必
要
。
ま
た
、
迅
速
な
情
報
発
信
・
更
新

を
行
う
た
め
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

Ａ

★
今
後
の
み
さ
さ
図
書
館
の
大
き
な
課
題
は
「
情
報

発
信
の
強
化
」
だ
と
思
う
。
”
早
い
、
楽
し
い
、
わ

か
り
や
す
い
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
更
新
は
毎
日
（
せ
め
て
３
日
ご
と
）
と
し
、
鮮
度

の
高
い
情
報
へ
の
フ
ァ
ン
（
固
定
層
）
を
獲
得
し
、

利
用
者
数
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

5
3
．

情
報
発
信
の
強
化

→
図
書
館
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
民
課
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
子
育
て
応
援

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
を
活
用
し
て
、
鮮
度
の
高
い
情

報
発
信
に
努
め
る
（
防
災
行
政
無
線
、
町
広
報
紙
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
静
止
画
Ｃ
Ｍ
・
Ｌ
字
放
送
、
新
聞

も
事
業
内
容
な
ど
に
応
じ
て
活
用
す
る
）
。

5
4
．

郷
土
資
料
の
収

集
・
適
正
管
理
保

存
・
提
供

継
続

新
規
収
集
・
適
正

保
存

→
1
0
0
冊

展
示
に
よ
る
周

知
・
継
承

→
年
１
回

郷
土
資
料
1
4
5
冊
を
受
入
（
購
入
９
冊
、
寄
贈
1
3
6

冊
）
。

三
徳
山
・
三
朝
温
泉
コ
ー
ナ
ー
及
び
郷
土
資
料
コ
ー

ナ
ー
の
充
実
。

県
内
発
行
機
関
誌
の
整
理
及
び
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
で
公

開
。

国
内
外
の
姉
妹
都
市
関
係
資
料
の
公
開
。

日
本
遺
産
Ｐ
Ｒ
展
示
（
２
回
、
4
/
1
5
～
6
/
8
、
1
2
/
1
4

～
1
2
/
2
1
）

【
成
果
】

【
課
題
】

町
職
員
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
等
の

機
能
）
に
て
、
郷
土
資
料
の
収
集
を
呼
び
掛
け
、
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
継
続
し
て
呼
び
か
け
る
こ

と
と
し
た
い
。

チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
の
配
置
を
工

夫
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

特
に
な
し
。

Ａ

5
5
．

地
域
住
民
の
活
動

発
表
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進

継
続

特
集
・
共
催
展
示

→
1
0
回

図
書
館
行
事

→
1
0
回

ミ
ニ
講
座

→
２
回

図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進

→
５
人

展
示
 
1
4
回
（
町
民
・
関
係
機
関
・
団
体
連
携
）

　
三
朝
中
ト
ラ
イ
ワ
ー
ク
お
す
す
め
Ｐ
Ｏ
Ｐ
本
／
バ

イ
オ
リ
ン
美
術
館
展
示
／
自
閉
症
啓
発
／
日
本
遺
産

Ｐ
Ｒ
／
Ｃ
Ｉ
Ｒ
マ
リ
ー
さ
ん
活
動
展
示
／
男
女
共
同

参
画
／
汽
車
・
木
工
作
品
／
着
物
の
リ
メ
イ
ク
／
認

知
症
予
防
／
自
死
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
行
政
相
談

員
制
度
／
北
方
領
土
問
題
／
児
童
虐
待
予
防
／
河
内

一
恵
さ
ん
猫
ア
ー
ト
展

主
催
行
事
 
各
１
回

　
サ
イ
コ
ロ
・
と
し
ょ
か
ん
ク
ジ
／
古
本
市
／
本
の

福
袋

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
　
２
名

【
成
果
】

【
課
題
】

町
民
や
団
体
、
行
政
機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
よ

り
、
年
間
を
と
お
し
た
展
示
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｒ
マ
リ
ー
さ
ん
の
活
動
展
示
や
安
田
千
秋
さ
ん

の
着
物
の
リ
メ
イ
ク
展
示
で
は
、
普
段
来
館
さ
れ
な

い
方
々
が
多
く
来
館
さ
れ
た
。

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
の
予
測

が
不
透
明
だ
っ
た
た
め
、
講
座
等
の
開
催
を
計
画
し

て
い
な
か
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
育
成
、
掘
り
起
こ
し
に
努
め
、
新

た
な
発
想
か
ら
読
む
こ
と
の
動
機
付
け
に
つ
な
が
る

よ
う
な
事
業
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ

(
5
)

豊
か
に
関
わ
る

力
の
育
成

Ⅲ
.

視
野
の
広
い
人

材
育
成
の
推
進

5
6
．

未
来
を
拓
け
み
さ

さ
っ
子
創
造
事
業

継
続

中
学
生
が
自
分
の

将
来
の
参
考
に

な
っ
た
と
答
え
た

回
答
率

→
7
0
％

全
国
的
に
活
躍
を
し
て
お
ら
れ
る
先
輩
方
な
ど
を
講

師
と
し
て
招
へ
い
し
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
講
演

会
を
開
催
。
将
来
に
対
す
る
夢
を
描
き
、
希
望
を

持
っ
て
夢
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
｢
み
さ
さ
っ

子
｣
を
育
成
す
る
。

　
令
和
４
年
９
月
1
6
日
（
金
）

　
講
師
・
講
演
テ
ー
マ

 
 
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
日
本
代
表

　
　
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
 
安
井
博
志
氏

　
　
「
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
た
め
に
」

　
参
加
者

　
　
中
学
生
1
4
9
人
、
教
員
他
2
1
人
　
計
1
7
0
人

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
　
「
講
演
テ
ー
マ
に
興
味
が
持
て
た
」
8
6
%

　
　
「
将
来
の
参
考
に
な
っ
た
」

　
　
「
少
し
参
考
に
な
っ
た
」
　
→
合
計
9
5
%

【
成
果
】

【
課
題
】

講
演
テ
ー
マ
に
興
味
を
持
っ
た
生
徒
が
8
6
%
、
将
来

の
参
考
に
な
っ
た
（
少
し
参
考
に
な
っ
た
を
含
む
）

生
徒
が
9
5
%
と
目
標
と
す
る
効
果
は
達
成
で
き
た
と

考
え
る
。

ま
た
、
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
が
い
る
こ

と
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
競
技
に
つ
い

て
生
徒
が
学
ぶ
機
会
を
創
出
で
き
た
。

貴
重
な
講
演
内
容
で
あ
っ
た
が
、
集
中
力
が
続
か
な

い
生
徒
も
見
え
た
。
話
だ
け
で
な
く
、
体
験
を
入
れ

る
等
五
感
を
使
っ
た
講
演
内
容
も
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
生
徒
の
成
長
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
で

活
躍
し
て
い
る
人
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

★
世
界
で
活
躍
さ
れ
る
方
が
身
近
に
い
る
こ
と
を
肌

で
感
じ
る
い
い
機
会
だ
っ
た
と
思
う
。

★
学
校
単
独
で
は
お
願
い
で
き
な
い
よ
う
な
有
名
な

講
師
を
招
へ
い
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
。
継
続
し
て
ほ

し
い
。

実

1
8
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5
7
．

青
少
年
劇
場
開
催

事
業

継
続

青
少
年
劇
場
の
開

催 開
催
テ
ー
マ
に
興

味
を
持
っ
た
生
徒

の
割
合

→
5
0
％

生
徒
を
対
象
に
優
れ
た
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提

供
し
、
豊
か
な
情
操
を
培
い
、
健
全
な
育
成
を
図

る
。

　
演
目
　
青
少
年
「
狂
言
」
鑑
賞
会

　
　
令
和
４
年
６
月
3
0
日
（
木
）

　
　
小
学
生
 
9
0
人

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
　
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
「
楽
し
か
っ
た
」

　
　
　
…
9
6
%

　
　
「
と
て
も
興
味
を
持
て
た
」

　
　
「
興
味
を
持
て
た
」
　
　
　
…
9
1
%

【
成
果
】

【
課
題
】

児
童
は
、
楽
し
む
と
こ
ろ
は
大
い
に
楽
し
み
、
静
か

に
見
る
と
こ
ろ
は
真
剣
に
話
を
聞
く
な
ど
、
き
ま
り

よ
い
態
度
で
鑑
賞
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ

た
。

積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
質
問
す
る
姿
も
見
ら
れ
、

「
狂
言
」
と
い
う
文
化
だ
け
で
な
く
「
狂
言
師
」
と

い
う
職
業
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
見
ら
れ

た
。

出
演
さ
れ
て
い
た
山
本
会
の
山
本
則
秀
氏
は
講
演
後

に
「
今
回
の
鳥
取
公
演
の
中
で
一
番
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

が
よ
く
、
気
持
ち
よ
く
演
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

特
に
な
し

Ａ

★
伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
う
。

★
田
舎
に
あ
っ
て
、
な
か
な
か
鑑
賞
で
き
な
い
芸
能

等
を
生
で
観
賞
で
き
る
。
継
続
し
て
ほ
し
い
。

★
本
事
業
は
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
園

児
に
は
同
様
な
も
の
が
な
い
。
Ａ
の
成
果
を
上
げ
る

よ
う
な
事
業
な
ら
、
町
民
課
に
も
働
き
掛
け
、
保
小

中
合
同
の
取
り
組
み
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

5
7
．

青
少
年
劇
場
開
催
事
業

→
保
小
中
で
連
携
し
た
形
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
担
当
課
と
可
能
な
限
り
検
討
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

5
8
．

三
朝
町
将
棋
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

事
業

新
規

イ
ベ
ン
ト
参
加
者

数 →
8
0
人

将
棋
啓
発
イ
ベ
ン

ト
の
企
画

従
来
、
町
内
で
将
棋
大
会
を
開
催
し
て
き
た
こ
と

で
、
県
内
外
に
お
け
る
町
の
将
棋
大
会
に
対
す
る
認

知
度
は
高
い
。
こ
の
実
績
を
踏
ま
え
、
日
本
の
重
要

な
文
化
で
あ
る
将
棋
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
親
し

み
を
深
め
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
伝
統
文
化
の

普
及
、
振
興
に
寄
与
す
る
。

　
開
催
概
要

　
　
令
和
４
年
1
1
月
2
6
日
（
土
）

　
　
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
事
業
委
託

　
　
日
本
将
棋
連
盟
鳥
取
県
キ
ッ
ズ
支
部

　
参
加
者
数

　
　
来
場
者
6
1
名
、
ゲ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
1
3
名

　
　
計
7
4
名

　
事
業
内
容

　
　
①
　
将
棋
大
会

　
　
②
　
指
導
対
局
会

　
　
③
　
将
棋
体
験
・
将
棋
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー

　
　
④
　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
　
⑤
　
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
　
「
と
て
も
楽
し
め
た
」
…
1
0
0
%

　
　
「
次
回
も
参
加
し
た
い
」
…
1
0
0
%

【
成
果
】

【
課
題
】

参
加
者
数
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
か
ら
事

業
継
続
を
強
く
要
望
さ
れ
る
等
、
満
足
度
は
非
常
に

高
か
っ
た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

将
棋
の
裾
野
を
広
げ
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
実
施
す

る
事
業
と
し
て
一
定
の
成
果
を
感
じ
た
。
こ
の
事
業

に
よ
り
対
外
的
な
三
朝
町
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。

来
場
者
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
話
を
聞
く
と
、
山
陰
地
方

で
は
プ
ロ
棋
士
を
招
聘
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
な

く
、
今
回
の
よ
う
な
事
業
は
本
当
に
貴
重
で
あ
る
と

力
説
さ
れ
た
。
ま
た
、
将
棋
大
会
は
よ
く
あ
る
も
の

の
、
今
回
の
よ
う
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
将
棋
体
験
な

ど
を
含
め
た
将
棋
イ
ベ
ン
ト
は
全
国
的
に
も
あ
ま
り

例
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　 全
体
的
に
満
足
度
の
高
い
事
業
で
あ
っ
た
が
、
目
標

参
加
者
数
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
将
棋

愛
好
者
だ
け
で
な
く
、
将
棋
の
普
及
と
い
う
観
点
か

ら
す
る
と
一
般
層
の
参
加
を
さ
ら
に
増
や
す
取
り
組

み
が
必
要
。

併
せ
て
、
町
民
の
参
加
が
５
名
で
あ
っ
た
と
い
う
実

績
を
踏
ま
え
る
と
、
町
民
に
対
す
る
取
り
組
み
が
さ

ら
に
必
要
で
あ
る
。

Ｂ

◎
将
棋
に
触
れ
合
う
機
会
を
増
や
す
と
い
う
意
味
か

ら
も
、
大
会
以
外
の
取
り
組
み
に
期
待
し
ま
す
。

5
8
．

三
朝
町
将
棋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
事
業

→
三
朝
町
の
新
た
な
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
本

事
業
の
発
展
、
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

を
は
じ
め
と
す
る
町
民
が
本
事
業
に
興
味
を
も
っ
て

参
加
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
（
将
棋
体
験
機
会
の
創

出
、
将
棋
に
ま
つ
わ
る
生
涯
学
習
講
座
等
）
を
包
括

的
に
実
施
す
る
。

5
9
．

文
化
振
興
事
業

継
続

三
朝
町
文
化
サ
ー

ク
ル
の
支
援

三
朝
町
芸
能
文
化

祭
の
実
施

文
化
芸
術
サ
ー
ク
ル
　
1
8
団
体

三
朝
町
芸
能
文
化
祭

　
1
1
月
2
7
日
（
日
）

　
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
出
演
団
体
数
 
1
0
団
体
（
延
べ
6
3
人
）

　
来
場
者
数
 
延
べ
1
1
0
人

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
休
止
す
る
サ
ー
ク
ル
も
あ
っ
た

が
、
状
況
に
応
じ
て
継
続
し
た
文
化
活
動
が
実
施
さ

れ
た
。

２
年
ぶ
り
に
芸
能
文
化
祭
を
開
催
。
出
演
者
、
来
場

者
と
も
満
足
度
は
高
い
様
子
が
見
ら
れ
た
。
閉
会
後

に
演
者
と
観
客
と
が
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
す
様
子
が

見
ら
れ
、
芸
能
文
化
祭
の
場
が
一
つ
の
交
友
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
2
0
団
体
が
加
盟
し
て
い
た
連
絡
協
議
会
だ

が
、
令
和
４
年
度
は
1
8
団
体
に
減
少
。
同
協
議
会
の

意
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
会
員
数
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
要
す
る
。

Ｂ

◎
文
化
祭
の
開
催
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る
方
が
お

ら
れ
る
一
方
で
、
出
演
者
の
方
も
張
り
切
っ
て
お
ら

れ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
か
つ
て
各
地
域
で
開
催
さ
れ

て
い
た
祭
の
消
滅
等
も
あ
る
た
め
、
町
民
の
楽
し
み

な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
今
後
も
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ａ
Ａ

(
2
)

豊
か
な
心
の
醸

成 Ⅱ
.

情
操
教
育
の
推

進

1
9
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6
0
．

三
徳
山
遺
跡
発
掘

調
査
等
事
業

継
続

調
査
成
果
の
整
理

と
報
告

坂
本
バ
イ
パ
ス
計

画
地
の
試
掘
調
査

実
施

三
徳
山
世
界
遺
産
登
録
運
動
の
一
環
と
し
て
、
継
続

し
て
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
実
施
し
た
が
、
発
掘
指

導
者
の
体
調
不
良
等
に
よ
り
十
分
な
調
査
が
で
き
な

か
っ
た
。

坂
本
バ
イ
パ
ス
計
画
地
に
つ
い
て
、
坪
谷
川
左
岸
の

試
掘
調
査
を
行
っ
た
（
調
査
面
積
6
0
㎡
）
。

【
成
果
】

【
課
題
】

神
倉
「
湯
」
地
点
で
の
調
査
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査

は
進
ま
な
か
っ
た
が
、
発
掘
指
導
者
、
県
と
の
綿
密

な
協
議
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
末
の
報
告
書
の
作
成

に
つ
い
て
計
画
を
具
体
化
し
た
。

坂
本
バ
イ
パ
ス
試
掘
調
査
は
、
当
初
の
計
画
ど
お
り

実
施
で
き
た
。

専
門
職
員
の
不
在
等
、
職
員
の
推
進
体
制
の
不
足
を

補
完
す
る
た
め
、
県
専
門
機
関
と
の
連
携
が
必
須
。

報
告
書
の
作
成
に
向
け
て
、
遺
跡
の
重
要
性
の
根
拠

等
を
令
和
５
～
６
年
度
の
追
加
調
査
に
よ
り
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｃ

6
1
．

世
界
遺
産
登
録
促

進
事
業

継
続

調
査
成
果
報
告
会

→
年
１
回

三
徳
山
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
日
本
遺
産
事
業
と
連
携
し
た
講
演
会
「
三

徳
学
講
座
」
を
開
催
し
た
（
参
加
者
4
5
名
）
。

【
成
果
】

【
課
題
】

三
徳
学
講
座
を
開
催
し
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た

機
運
を
高
め
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
湯
」
地
点
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
を

踏
ま
え
、
今
後
継
続
し
て
価
値
付
け
の
調
査
を
進
め

る
べ
き
か
ど
う
か
の
方
針
を
、
令
和
６
年
度
作
成
の

報
告
書
の
中
で
精
査
す
る
。

Ｂ

★
三
徳
山
世
界
遺
産
登
録
の
前
段
と
し
て
、
日
本
遺

産
登
録
の
継
続
は
必
須
事
項
で
あ
る
と
考
え
る
。

保
・
小
・
中
・
高
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
日
本
遺
産
継

続
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
何
が
で
き
る
か
戦
略

を
練
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

★
当
然
、
大
人
も
だ
し
、
町
外
や
観
光
客
に
も
発
展

さ
せ
て
ほ
し
い
。
加
え
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｎ
等
を
活
用
し
世

界
に
発
展
し
て
ほ
し
い
。

6
1
．

世
界
遺
産
登
録
促
進
事
業

→
三
徳
山
の
歴
史
的
価
値
や
魅
力
に
つ
い
て
、
就
学

前
の
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
く
触
れ
て
も
ら

う
機
会
を
年
齢
層
毎
に
創
出
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

（
例
：
紙
芝
居
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
）
。

6
2
．

日
本
遺
産
活
用
推

進
協
議
会
補
助
金

（
保
存
事
業
）

継
続

日
本
遺
産
三
徳
山

三
朝
温
泉
を
守
る

会
の
支
援

条
件
付
き
で
認
定
継
続
と
な
っ
た
こ
と
受
け
、
「
日

本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
計
画
」
に
基
づ
い
て

普
及
啓
発
活
動
に
向
け
た
日
本
遺
産
三
徳
山
三
朝
温

泉
を
守
る
会
が
実
施
す
る
事
業
に
補
助
金
を
交
付

し
、
日
本
遺
産
周
辺
の
環
境
整
備
や
三
徳
山
行
者
道

の
補
修
（
山
護
運
動
）
な
ど
を
実
施
し
、
普
及
啓
発

を
図
っ
た
。

ま
た
、
地
元
小
中
学
生
を
対
象
に
日
本
遺
産
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
認
知
度
や
誇
り
に
思
う
か

な
ど
の
醸
成
度
を
検
証
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

会
員
や
地
元
住
民
に
よ
る
環
境
整
備
や
山
護
運
動
の

実
施
が
普
及
啓
発
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
元
の
小
中
学
生
が
三
徳
山
や
三
朝
温
泉
に

触
れ
る
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
る
よ
う
推
進
し
た
。

改
善
目
標
の
一
つ
で
あ
る
守
る
会
会
員
数
の
増
加
に

向
け
た
取
り
組
み
と
併
せ
、
さ
ら
な
る
普
及
啓
発
活

動
が
必
要
。

ま
た
、
日
本
遺
産
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
、

小
中
学
生
へ
の
効
果
的
な
啓
発
活
動
を
模
索
す
る
。

Ｃ

◎
地
元
の
三
朝
町
民
が
三
徳
山
や
三
朝
温
泉
に
触
れ

る
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
り
、
一
部
の
方
々
だ
け
で

な
く
全
員
で
フ
ァ
ン
に
な
る
よ
う
な
推
進
を
願
い
た

い
。

◎
小
中
学
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
も
大
い
に

参
考
に
し
て
、
町
民
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
に
な

る
よ
う
に
ま
す
ま
す
力
を
注
い
で
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

★
小
学
校
の
授
業
や
親
子
会
、
中
学
校
の
三
徳
山
登

山
、
温
泉
街
散
策
等
関
わ
る
機
会
を
つ
く
っ
て
お
ら

れ
る
。
続
け
て
地
元
に
関
わ
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
思

う
。

★
三
徳
山
世
界
遺
産
登
録
の
前
段
と
し
て
、
日
本
遺

産
登
録
の
継
続
は
必
須
事
項
で
あ
る
と
考
え
る
。

保
・
小
・
中
・
高
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
日
本
遺
産
継

続
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
何
が
で
き
る
か
戦
略

を
練
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

★
当
然
、
大
人
も
だ
し
、
町
外
や
観
光
客
に
も
発
展

さ
せ
て
ほ
し
い
。
加
え
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｎ
等
を
活
用
し
世

界
に
発
展
し
て
ほ
し
い
。

6
2
．

日
本
遺
産
活
用
推
進
協
議
会
補
助
金
（
保
存
事
業
）

→
従
来
の
啓
発
活
動
と
併
せ
、
保
護
活
動
（
山
護
運

動
、
環
境
美
化
）
な
ど
、
町
民
が
日
本
遺
産
へ
実
際

に
関
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
も
と
に
学
校
や
集
落
な
ど
を
通
じ
た
普
及
活
動

を
模
索
し
、
認
知
度
の
醸
成
を
図
る
。

　
ま
た
、
日
本
遺
産
の
歴
史
的
価
値
や
魅
力
に
つ
い

て
、
年
齢
層
に
合
わ
せ
て
理
解
し
や
す
い
取
り
組
み

を
検
討
す
る
（
例
：
読
み
聞
か
せ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
な
ど
）
。

Ｂ
Ｂ

(
4
)

ふ
る
さ
と
愛
の

醸
成

Ⅰ
.

ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
教
育
の
推

進

2
0
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９ 教育委員の活動状況報告  

(１) 教育長・教育委員の在任状況 

職  名 氏  名 就任（再任）年月日 任期（退任）年月日 保護者 

教育長 西田 寛司 令和５年１月１日 令和７年12月31日  

教育長職務代理者 塩谷 俊樹 令和４年10月１日 令和８年９月30日  

委員 石田 仁樹 令和元年10月１日 令和５年９月30日  

委員 加藤るみこ 令和２年10月１日 令和６年９月30日  

委員 村岡 麻梨 令和３年10月１日 令和７年９月30日 ○ 

 

(２) 委員の異動 

   塩谷俊樹教育長職務代理者の任期満了に伴い、令和４年９月に開催された令和４年第７回

三朝町議会定例会において、同氏を再任する議案を提案。全会一致で同意されました。 

また、西田寛司教育長の任期終了に伴い、令和４年 12月に開催された令和４年第９回三朝

町議会定例会において提案された同氏を再任する議案についても、全会一致で同意されまし

た。 

 

(３) 教育委員会会議の開催状況 

  ① 開催状況 

    定例会 １２回（月に１回開催） 

    臨時会  １回（令和５年３月に開催） 

 

    毎月１回の定例会と１回の臨時会を開催しました。会議の内容としては、定例の教育行

政にかかる議案や報告はもとより、コロナ禍における学校運営や今後の小中連携のあり方

についても協議を重ねながら、各教育委員が高い意識を持って、それぞれの専門的見地か

ら議論を行いました。 

 今後も、「三朝町教育大綱」及び「みささっ子教育ビジョン」の基本理念に基づき、目指

す子ども像の実現に向けた各種施策に沿って具体的事業を進めていくための議論を重ねる

とともに、地域に根差した特色ある教育活動を展開していくため、教育委員一人ひとりが

地域教育行政の重要な決定の責を担っていることを常に自覚し、職務を遂行していかなけ

ればなりません。 

 

  ② 付議件数 

区分 内容 件数 

議案 規則等に関すること ９件 

議会の議決を経るべき議案に関すること １４件 

人事に関すること ８件 

委員の委嘱等に関すること １０件 

その他 ３件 

協議 児童生徒に関すること ほか １５件 
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③ 会議の詳細 

会議名（年月日） 議題等 内  容 

第４回定例会 

（令和４年４月 22 日） 

第21号 
専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三

朝町学校運営協議会委員の任命について） 

第22号 
専決処分の承認を求めることについて（令和４年度小

中学校校医等の委嘱について） 

第23号 
令和４年度教育関係費補正予算（令和４年４月）につ

いて 

第24号 
三朝町地域学校協働活動推進員設置要綱の設定につい

て 

第25号 令和４年度小中学校主任及び主事の任命について 

協 議 通級指導教室の指導希望について 

協 議 三朝町男女共同参画審議会委員の推薦について 

協 議 
令和３年度分三朝町教育委員会の事務に関する評価に

ついて 

報 告 ７件 

第５回定例会 

（令和４年５月 27 日） 

第26号 
専決処分の承認を求めることについて（三朝町社会教

育委員の委嘱について） 

第27号 
専決処分の承認を求めることについて（町立みささ図

書館協議会委員の任命について） 

第28号 
令和４年度教育関係費補正予算（令和４年６月）につ

いて 

第29号 三朝町教育行政評価委員の委嘱について 

協 議 通級指導教室の指導希望について 

協 議 令和４年度国際交流の方向性について 

報 告 ７件 

第６回定例会 

（令和４年６月 28 日） 

議 事 なし 

協 議 通級指導教室の指導希望について 

協 議 令和４年度三朝町教育事業計画書について 

報 告 ４件 

第７回定例会 

（令和４年７月 21 日） 

第30号 
令和４年度教育関係費補正予算（令和４年７月）につ

いて 

協 議 なし 

報 告 ５件 

第８回定例会 

（令和４年８月 26 日） 

第31号 
令和４年度教育関係費補正予算（令和４年９月）につ

いて 

第32号 令和３年度教育関係費歳入歳出決算の認定について 

協 議 なし 

報 告 ６件 

第９回定例会 

（令和４年９月 28 日） 

第33号 
工事請負契約の締結について（三朝町立三朝小学校新

築工事（教室棟）） 

第34号 
工事請負契約の締結について（三朝町立三朝小学校新

築工事（管理棟・昇降口棟）） 

第35号 
工事請負契約の締結について（三朝町立三朝小学校新

築工事（電気設備）） 

第36号 
工事請負契約の締結について（三朝町立三朝小学校新

築工事（空調設備）） 

第37号 
工事請負契約の締結について（三朝町立三朝小学校新

築工事（衛生設備）） 

第38号 
工事請負契約の締結について（三朝町立三朝小学校新

築工事（プール棟）） 

協 議 三朝町教育委員会教育長職務代理者の指名について 

協 議 三朝町民生委員推薦会委員の推薦について 
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協 議 通級指導教室の指導希望について 

報 告 ８件 

第 10 回定例会 

（令和４年 10月 26日） 

第39号 三朝町総合教育会議設置要綱の一部改正について 

協 議 通級指導教室の指導希望について 

報 告 ５件 

第 11 回定例会 

（令和４年 11月 28日） 

第40号 
令和４年度教育関係費補正予算（令和４年12月）につ

いて 

協 議 通級指導教室の指導希望について 

報 告 ６件 

第 12 回定例会 

（令和４年 12月 23日） 

第41号 中学校外国語指導助手の再任用について 

第42号 
専決処分の承認を求めることについて（町立みささ図

書館の臨時休館について） 

協 議 なし 

報 告 ４件 

第１回定例会 

（令和５年１月 26 日） 

議 事 なし 

協 議 通級指導教室の指導希望について 

協 議 三朝町いじめ問題調査委員会の設置について 

報 告 ３件 

第２回定例会 

（令和５年２月 21 日） 

第１号 
令和４年度教育関係費補正予算（令和５年３月）につ

いて 

第２号 令和５年度教育関係費当初予算について 

第３号 
三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部改正について 

第４号 三朝町立学校教職員の訓告等取扱規程の設定について 

第５号 町立学校教職員の処分について 

第６号 三朝町いじめ問題調査委員会委員の委嘱について 

第７号 三朝町教育委員会表彰について 

第８号 三朝町学校給食費単価の改定について 

協 議 三朝町都市計画審議会委員の推薦について 

報 告 ６件 

第１回臨時会 

（令和５年３月９日） 

第９号 令和４年度末三朝町学校職員人事異動内申について 

協 議 なし 

報 告 なし 

第３回定例会 

（令和５年３月 28 日） 

第10号 三朝町教育委員会会議傍聴人規則の一部改正について 

第11号 三朝町立小・中学校管理規則の一部改正について 

第12号 三朝町人権教育推進員設置規則の一部改正について 

第13号 
三朝町立三朝中学校部活動指導員に関する規程の設定

について 

第14号 
三朝町部活動地域移行検討委員会設置要綱の設定につ

いて 

第15号 令和５年度三朝町学校運営協議会委員の任命について 

第16号 町立みささ図書館協議会委員の任命について 

第17号 三朝町心の教室相談員の任命について 

第18号 三朝町スポーツ推進委員の委嘱について 

第19号 令和５年度小中学校校医等の委嘱について 

第20号 令和５年度小中学校職員等の配置について 

第21号 三朝町教育委員会事務局職員の人事（出向）について 

第22号 三朝町教育委員会事務局職員の任命について 

協 議 なし 

報 告 ６件 
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(４) 小中学校及び園への計画訪問 

   本町の教育現場の現状と運営状況について把握するため、教育委員と事務局職員及び中部

教育局指導主事が計画訪問を行いました。 

   学校計画訪問は年２回、半日ずつ小学校（前期：６月 21日午前、後期：11月 17日午前）

と中学校（前期：６月 21日午後、後期：10月 18日午後）を訪問しました。その中で、懇談

においては全国学力・学習状況調査等の結果をもとに学習の取り組みについて意見交換を行

いながら、今後の進め方についての理解を深める場となりました。 

また、町内の園については、訪問計画を立てたものの、新型コロナウイルス感染症拡大に

伴い、令和４年度の訪問は中止としました。 

  【教育委員の訪問内容】 

   ① 各学校長（園長）への学校（園）運営等（具体的な取り組み）に関する聞き取り 

   ② 保育、授業等視察 

   ③ 職員との意見交換と指導、助言等 

 

(５) その他の主な活動 

継続的な検討事項であり、進捗確認の必要性がある小中連携とＩＣＴ活用及びコミュニテ

ィ・スクールについて、総合教育会議及び教育懇談会を開催し、松浦町長及び総務教育常任

委員会の各委員と意見交換や情報共有を行いました。 

   その他、各種研修会へ参加し、他市町村の教育関係機関と幅広い意見交換を行うことで、

今後の本町における円滑な教育行政の推進に資する機会としました。 

年 月 日 内  容 会 場 

令和４年４月 20日 
鳥取県市町村教育委員会研究協議会・

第１回理事会 
セントパレス倉吉 

令和４年６月１日 東伯地区教育委員会連絡協議会 湯梨浜町中央公民館 

令和４年７月 12日 
鳥取県市町村教育委員会研究協議会理

事会・定期総会・研究大会 
セントパレス倉吉 

令和４年７月 29日 令和４年度第１回総合教育会議 三朝町役場 

令和５年１月 27日 市町村教育委員会委員研修会 倉吉体育文化会館 

令和５年２月 21日 令和４年度教育懇談会 三朝町役場 

令和５年２月 27日 令和４年度第２回総合教育会議 三朝町役場 
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